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序章 
 
問題関心 
 ハワイへ初めて日本人が移住したのが明治元年（1868 年）のことである1。それから
官約移民時代（1885 年から 1894 年）・私約移民時代（1894 年から 1900 年）・自由移
民時代（1900 年から 1907 年）・呼寄移民時代（1907 年から移民が禁止されるまで）・
移民禁止時代（1924 年以降）と長きにわたって多くの日本人がハワイへ移住した（工
藤、2012：81）。その目的は「今日のように日常の仕事から解放され、つかの間の休暇
を楽しむところではなく、しっかり働いて十分な財産を貯めるため」だった（矢口、
2011：232-233）。それは沖縄県の人々にとっても同じであったが、「日本人」と「沖縄
県人」の移民の歴史はそれぞれ異なるものであった。そのため、「日本人」という意識
に差が生まれた。それが「日系人」と「オキナワン」という意識の違いである。そして
現在もその違いがかたちを変え、ハワイに残っている。 
 沖縄県出身者がハワイへ移住を開始したのは 1900 年のことである。この 15 年（元
年者の時代を除いて）の遅れが、日本人と沖縄県人との間に大きな差を生み出し、沖縄
県人が後に自らを「オキナワン」と意識する要因のひとつとなるのである。それに加え、
日本と沖縄・琉球の歴史もその差の要因となる。1879 年に琉球王国が沖縄県となり、
日本の一部となるまで、琉球王国が築いてきたものは、日本人にとっては異質なものば
かりであった。そのためか、日本人は自らを優位な立場に置き、沖縄県人を卑下した。
沖縄県に対する日本のこうした態度や認識は、「政治の面では、琉球処分にはじまる沖
縄の近代は、分島問題、サンフランシスコ条約による沖縄切り捨て」（外間、1986：92）
であると認識されるなど様々な部分で表れ、こうした沖縄県人と日本人との間の「差」
はハワイへも持ち込まれた。 
 ハワイでの主な労働場所は、さとうきびプランテーションであった。プランテーショ
ンでは、「プランテーション・ピラミッド」と呼ばれる階級制度のようなものが構築さ
れ、人種・民族間をまとめていた（Takaki、1983：92）。この中では、「職種・賃金・
居住施設・居住空間などは人種や性別、来布時期などに応じて不均衡に配分され、グル
ープ間の序列関係を厳格にすることでマイノリティ間の連帯を防ぐ分割統治システム
が実施され（中略）当然、日本人も「ジャパニーズ」としてハワイ社会の下層に配置さ
れ」た（岡野、2010：115）。そして、この枠組みの中に、15 年後、沖縄県人が加わる
のである。その時、「ジャパニーズ」の中に加わるのではなく、「オキナワ人」として、
ひとつの枠が与えられたのである。つまり、「プランテーション・ピラミッド」（Takaki、
1983：92）の「人種階層的秩序におけるマイノリティ集団「ジャパニーズ」として他
者化され、さらに「ジャパニーズ」の中でもマイノリティ集団として他者化される「二
重のマイノリティ」の位置」に沖縄県人は置かれたのである（岡野、2010：116）。こ
                                                   
1 ヴァン・リードによるハワイ移民で「元年者」と呼ばれている（松永、2011）。 
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うして「オキナワ人」となった沖縄県人は、やがて自らを「オキナワン」や「ウチナン
チュ」と意識するようになる。 
 プランテーションという、ある種のコミュニティで「オキナワン」という意識を構築
させた彼らは、その後、プランテーション・コミュニティを去ることになる。ある共通
の場所と境遇の中で営みを共にしていた集団（コミュニティ）が、その所属する場から
離れていった時、人はその意識、つまりアイデンティティと、どのように向き合うのか。
オキナワンの場合、プランテーションを離れていった後も、オキナワンであるというこ
とと向き合い続け、それを継承していった。現在のハワイでのオキナワンの活動を見て
も、オキナワン・ウチナンチュ意識が受け継がれていったことは明白である。結論を言
えば、「かたち」を変えて受け継がれていったのである。 
例えば、プランテーションで生活をしていた時の意識のかたちを「恥」とするならば、
現在、三線を習おうと思い立ったオキナワンの意識のかたちは「誇り」から成るもので
ある。しかし、この意識とかたちの変遷を辿る上で問題点もある。それはプランテーシ
ョンというコミュニティを去り、様々な地域へ分散し、「集団」から「個」になった頃
のオキナワンの生活の実態が、あまり多く記述されていない点である。プランテーショ
ン時代から現在に至るまでの空白の期間、オキナワンの意識とかたちはどうだったのか。
この空白の期間にオキナワンがその意識とどのように向き合っていったのかを考察す
ることは重要なのである。 
 以上のような課題を踏まえた上で、本論文は、ハワイ・オアフ島のさとうきびプラン
テーション崩壊後、新たなコミュニティが形成されるまでの過程と、新たに構築された
であろうオキナワンの「意識とかたち」を考察する。ちなみに本論文で繰り返し用いら
れる「意識とかたち」とはアイデンティティを指している。アイデンティティはその人
が育った環境や家族など、身近な存在を通して、自分が何者であるかを「意識」するこ
とにより芽生え、心の中で育つものである。しかし意識、つまりアイデンティティは、
その時々によって変わるものでもある。それが「かたち」となって表れてくるのである。
「かたち」とは、その様式や外からの様々な要因によって影響されるものであり、変化
していくと言える。「意識とかたち」とはアイデンティティを指しており、「意識」とは
個人の内で芽生え育つもので、「かたち」とは、他者などの外からの影響を受けること
により変化するものである、という意味を託している。 
またアイデンティティが形成される要素も様々である。名前、血筋、出身地、食べ物、
外見、文化などの全てが、アイデンティティを構成させる要素として挙げられる。ハワ
イで混血が進む今日、人種・民族の境界を明確に示すことは困難なことである。これは
オキナワンにとっても同様のことが言える。ここで 2003 年に開かれた世界のウチナン
チュ会議のパネル・ディスカッションの内容で、ウェスリー・イワオ・ウエウンテンと
アラカキ・マコト、2 人による対話を紹介する。 
 
 Makoto: “Hi! My name is Arakaki Makoto.” 
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  Wesley: “You Uchinaanchu?” 
  Makoto: “What’s your name?” 
   Wesley: “My name is Wesley Ueunten. I’m Uchinaanchu, too!” 
  Makoto: “Ueunten’ is Okinawan, but ‘Wesley?’ That’s not an Okinawan 
name. You’re not a real Okinawan!” 
   Wesley: “So, having an American name means I’m not Uchinaanchu? 
I’m Uchinaanchu! My grandparents are from Okinawa. And, I 
play the sanshin. Do you play the sanshin?” 
  Makoto: “No, I don’t play sanshin.” 
   Wesley: “See, you’re not really Uchinaanchu. You don’t know anything 
about Okinawan culture. I’m more Uchinanchu than you!” 
  Makoto: Do you have to play sanshin to be Okinawan? I bet you’ve never 
been to Mihama.” 
   Wesley: “Do I have to know all the towns in Okinawa to be 
Uchinaanchu? I’ve heard of Mihama. Isn’t that what they call 
‘American Village?’ That’s not really Uchinaa. I bet you eat 
American fast food. Not me! I grew up on Ashitibichi! I’m more 
Uchinaanchu than you!” 
  Makoto: “I don’t like Ashitibichi. Do I have to like all Okinawan dishes to 
be Uchinaanchu? I’m actually a resident of Okinawa. I’m 
legally Uchinaanchu. I’m more Uchinaanchu than you!” 
   Wesley: “Do I have to be living in Okinawa to be Uchinaanchu? My 
ancestors are from Sashiki and Ahagun. Where are your 
ancestors from?” 
  Makoto: “My dad is from Shuri, but my mom is from Ishigaki.” 
   Wesley: “What?? Ishigaki?? That’s not really Uchinaa! You’re only half 
Okinawan. I’m full-blooded Uchinaanchu. I’m more 
Uchinaanchu than you!” 
  Makoto: “Does blood make you Okinawan?” 
   Wesley: “Hmmm, I don’t know. What do you think?” 
(University of Hawaii at Manoa, Uchinaanchu Diaspora; Memories,  
Continuities, and Construction, 2007) 
 
  マコト：「こんにちは！私の名前はアラカキ・マコトです。」 
  ウェスリー：「あなたはウチナーンチュですか？」 
  マコト：「あなたの名前は？ 
  ウェスリー：「私の名前はウェスリー・ウエウンテンです。私もウチナーンチュで
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す！」 
  マコト：「「ウエウンテン」はオキナワンですが、「ウェスリー」は？それはオキナ
ワンの名ではありません。あなたは本当のオキナワンではありません！」 
  ウェスリー：「アメリカ人の名前をもっているから、私はオキナワンではないので
すか？私はウチナーンチュです！私の祖父母は沖縄出身者です。そ
して私は三線を弾きます。あなたは三線を弾きますか？」 
  マコト：「いいえ、私は三線を弾きません。」 
  ウェスリー：「ではあなたも本当のオキナワンではありません。あなたは沖縄の文
化を何一つ知らないではありませんか。私はあなたよりウチナーン
チュです！」 
  マコト：「オキナワンであるためには三線を弾けないとならないのですか？きっと
あなたはミハマに行ったことがないでしょう。」 
  ウェスリー：「ウチナーンチュであるためには、沖縄にある地名を全て知っていな
ければならないのですか？ミハマは聞いたことがあります。「アメリ
カン・ビレッジ」と呼ばれているところではありませんか？そこは
本当のウチナーではありません。恐らくあなたはアメリカのファー
ストフードを食べるのでしょう。私は食べません！わたしはアシテ
ィビチを食べて育ちました！私はあなたよりウチナーンチュです！」 
  マコト：「私はアシティビチが嫌いです。オキナワンであるためには、沖縄の料理
全てを好きでなくてはいけないのですか？ところで私は沖縄在住です。
私は合法的にウチナーンチュです。私はあなたよりウチナーンチュで
す！」 
  ウェスリー：「私がウチナーンチュであるためには、沖縄に住まわなくてはならな
いのですか？私の祖先はサシキとアハグン出身です。あなたの祖先
はどこの出身ですか？」 
  マコト：「私の父はシュリ出身ですが、私の母はイシガキ出身です。」 
  ウェスリー：「え？？イシガキ？？そこは本当のウチナーではありません！あなた
は半分しかオキナワンではありません。私は純粋なウチナーンチュ
です。私はあなたよりウチナーンチュです！」 
  マコト：「血筋があなたをオキナワンとするのですか？」 
  ウェスリー：「うーん、分かりません。あなたはどう考えますか？」 
 
見た目・言葉・名前・文化・食べ物・音楽・住まい・血筋と、多くの要素が相互に影響
し合いながらひとつのアイデンティティを作り出している。さらにオキナワンの場合、 
“Uchinanchu at heart”という新しい要素も生み出した。「ウチナンチュ」とはオキナ
ワンの別の呼称だが、オキナワンは「オキナワン」を失くすのではなく、新たに
“Uchinanchu at heart”という境界を設けることにより、沖縄県人・オキナワンとは
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全く関係のない者も取り入れることにより、混血による「誰がオキナワンなのか」とい
う問題を解決したのである。 
オキナワンのアイデンティティ＝意識とかたちの成り立ちは、大きく 2 つの時代に分
けられる。ひとつが移民初期の時代で、プランテーション労働生活を基盤とする時代で
ある。そして第二がプランテーション労働生活を基盤としない時代である。この頃のア
イデンティティの問題は、ココヘッド（Koko Head）という地域と、カハルウ（Kahaluu）
という地域、この 2 つの地域を通して考察する。「オキナワン」というアイデンティテ
ィにはどのような役割があり、アイデンティティを形成させる要素は何であったのかを、
オキナワンの暮らしの視点から探り、執筆者によるインタビューを用いて考察するのが、
本論文の目的である。 
 
先行研究 
 「コミュニティ」とは、具体的にはココヘッド（Koko Head）とカハルウ（Kahaluu）
というオアフ島の中での 2 つの地域を指している。 
 本論文がプランテーション崩壊後から現在に至るまでの比較的長い期間を対象とし
ているのは、まず第一に、意識の変遷がより明確に表れるのではないかと思ったからで
ある。第二の理由は、養豚業である。オキナワンがプランテーション労働の後に就いた
職種の中で最もよく知られているのが養豚業である。養豚業を中心にコミュニティが構
築されていったことから、そこにもオキナワン・アイデンティティに繋がる何かがある
と思ったからである。第三の理由に、この頃の記録の少なさが挙げられる。養豚業をは
じめ、ココヘッド（Koko Head）やカハルウ（Kahaluu）などの地域を対象とした詳細
な記録が乏しいのが現状である。執筆者が聞き取り調査をすることで、当時の様子を記
録として残していくことが重要なことなのではないか、と考えたからである。 
次に先行研究である。これまでオキナワンに関する研究は数多くなされてきたが、そ
れらの多くはさとうきびなどのプランテーションの様子を記録したものや、沖縄からハ
ワイへ移住し生活を築き上げるまでの歴史、これについては特に、日系人とオキナワン
の違いを比較した研究などである。さらに近年では、沖縄を知らない世代が増加してい
く中で、沖縄の文化が新しい世代へとどのように引き継がれているかを分析するハワイ
のオキナワンの沖縄文化研究がある。しかしなによりも「日系人」の記録・記憶が移民
研究や歴史研究、文化研究では主であった。小さなコミュニティひとつひとつに焦点を
当て、コミュニティ内部を描き出すものは、これまでなかったといえる。本論文は、こ
うした小さなコミュニティに注目し、「オキナワン」という意識に託された普遍的な意
味について、聞き取り調査の生きた素材を多く用いて考察したい。 
プランテーションに関する研究に、Pau Hana:Plantation Life and Labor in Hawaii
（Ronald Takaki、1983；高田虎男・白井洋子訳、1986）がある。ここにはキャンプ
の生活環境から、労働時間、労働内容、賃金などの詳細な記録が残されているとともに、
ハワイ社会において多民族社会が形成されていく過程も記されている。『ハワイの日系
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女性（（最初の 100 年））』（パッツィ・スミエ・サイキ、伊藤美名子訳、1995）も元年
者から官約移民、初期の日本人移民と時代ごとに分け、それぞれの時代を通じて日系人
女性達が体験したプランテーション労働の様子を記している。Japanese Immigrant 
Clothing in Hawaii: 1885-1941（Barbara F. Kawakami、1993）は、プランテーショ
ン労働の際に着用した労働着を男性と女性に分け、着物の形や素材がどのような理由の
もと選ばれたかなど、写真とともに論じられており、その他にも結婚式や葬式の時の服
装なども、日本の文化的要素を踏まえながら記されており、当時の労働条件を知る記録
的資料としても参考になる。 
Talking Hawai’i’s Story: Oral Histories of an Island People （ Michi 
Kodama-Nishimoto, Warren S. Nishimoto,Cynthis A. Oshiro、2009）は 29 人のオー
ラルヒストリーをまとめた著書である。その中に Ernest A. Malterre, Jr.という人物の
さとうきびプランテーションの記憶が記載されている。彼の祖先にはポルトガル人、ハ
ワイアン、フランス人がいる。ハワイ島ヒロで生まれ、ヒロで既に教育を受けることが
できたことが分かる。オアフ島に移住後はプランテーションでの労働の他に、やはり学
校に通っていた。他の労働者同様に最下層から始まった彼は、最終的には監督する立場
までになった。昇進する度に賃金が上がったこと、中国人や韓国人の集団を任されたこ
となどが語られており、日本本土出身者や沖縄出身者以外の様子を知る意味では重要な
手掛かりとなる証言記録である。 
これらはプランテーションの実態を知る上では欠かせない文献ではあるが、「ジャパ
ニーズ」や日本本土出身者と沖縄出身者を多くの場合区別しておらず、沖縄出身者やオ
キナワンの当時の様子を知るまでには至らない。 
一方、Uchinanchu: A History of Okinawans in Hawaii（University of Hawaii、1981）
のように、オキナワンに特化した文献も存在する。5 章で構成され、琉球王国の歴史な
どの沖縄についての記述と、移住したオキナワンの特徴や、オキナワンとナイチ（日本
本土出身者）との関係、文化や商売を通じてオキナワン・コミュニティにオキナワンが
いかに貢献したか、そしてクラブなどの組織などについて書かれている。証言も数多く
記載されており、オキナワンがハワイ社会において着実に確固たる位置に上っていく様
が描き出されている。オキナワンに特化し詳細な文献が出版されたことも、ハワイにお
いてのオキナワンの意識の強さがうかがえる。 
People and Cultures of Hawai’i: The Evolution of Culture and Ethnicity（John F. 
Mcdermott, Naleen Naupaka Andrade、2011）は、ハワイアン、ユーロ・アメリカ
ン、チャイニーズ、ポルチギース、ジャパニーズ、オキナワン、ヒスパニック、コリア
ン、フィリピーノ、ブラック、サモアン、タイ、ヴィエトナミーズ、カンボジアン、ミ
クロネシアンと、人種・民族に分けて、ハワイの人々と文化について考察している。人
類学者や考古学者は沖縄の人々と日本の南部の人々は人種が同じであると考えており、
東南アジアや中国、台湾とも遺伝子学上、何らかの関係があると考えていることを踏ま
え、琉球王国の歴史や日本や諸外国との関係の中で培われた思想によって、オキナワン
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はハワイへ移住した際に、ハワイ社会に大きな混乱もなく順応できたと述べている。さ
らにオキナワンという意識に関しては次のように述べている。 
 
  Beginning in the 1980s, the more frequent use of the term “Uchinanchu” rather 
than Okinawan to identify themselves, individually and collectively, has served as a 
powerful symbol of their independent identity and expression of their ethnic pride 
(140-141). 
 
  1980 年代前半、個人や集団を、オキナワンと言うより「ウチナンチュ」と呼ぶこ
とが主流となっていった。このように名乗ることは、独立したアイデンティティ
とエスニック・プライドに掛ける表現方法としての力強い象徴としての役割を担
った。 
 
オキナワンは、オキナワン、あるいはウチナンチュという意識を確立していったことで、
第二次世界大戦でアメリカ人として闘い、G.I.Bill を利用して教育を受け、政界へと進
出するなどの過程を経て、ハワイ社会においても、その存在を確固たるものとしていっ
た。さらに、沖縄以外の人種・民族の混血が一切ないオキナワンの割合が今後ますます
低くなっていくことに関しては、ウチナンチュには未来があり、興味・関心があり続け
れば、次世代へと伝わっていく、という言及に留まっている。 
 本論文ではココヘッド（Koko Head）とカハルウ（Kahaluu）のそれぞれの地域と意
識との関係性の検証を試みるが、ハワイのこうした地域が 1970 年代までにどのような
過程を辿ったかを示す記述や研究が乏しい。例えば、Issei: Japanese Immigrants in 
Hawaii（Yukiko Kimura、1988）には、「Immigrants from Okinawa-ken（沖縄県から
の移民）」と独立された節が設けられているが、差別問題や養豚業とレストラン、経営
など、オキナワンの特徴を述べるまでである。実際にオキナワンが暮らしたであろう地
域を取り上げ、その地域の特性や、家族の在り方、社会情勢などを鑑みて、オキナワン
という意識がどのように 1 世から 2 世へ、2 世から 3 世へと受け継がれていったのか、
その様を分析する箇所がない。 
 Boy from Kahaluu: an Autobiography（Tom Ige、1989）の著書の中に、彼の育った
あたりの概観を示す地図がある。それを見る限りでは、この地域の大部分が米かパイナ
ップル畑となっている。それ以外にオキナワンやその他の人種・民族が、どのような配
置で家を建て住んでいたのかは示されていない。しかしカハルウ（Kahaluu）はオキナ
ワン・タウンと呼ばれるほどにオキナワンが多く住みついた地域であるため、その当時
を詳しく知る必要性がある。ココヘッド（Koko Head）においてはさらに資料は乏しく、
50 年代から 70 年代頃の様相は、聞き取り調査を通じて知る他ない。 
 オキナワンという意識に付随する心理は、世代によって否定的なものから肯定的なも
のへと変化し、さらに肯定的な意味をもち始めることと重なるように、オキナワン・コ
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ミュニティが復興していったとし、特に 3 世と 4 世を「“born-again Uchinanchu”」と
オカムラは呼ぶ（2008：153）。彼は次のように説明する。 
 
  Under the influence of their parents, they may have grown up thinking they were 
Japanese American but later learned they are Okinawan by descent, and then began 
to assert they are Okinawan American or specifically “Uchinanchu.” In other cases, 
they may have known they were Okinawan ancestry but were unaware of how they 
differed from Japanese Americans. The born-again Uchinanchu can vary 
considerably in how they articulate their ethnic identity (153). 
 
  両親の影響力のもと、彼らは自分を日系アメリカ人であると思いながら育ち、後に
血筋がオキナワンであることを知ったのかもしれない。そして、それからオキナワ
ン・アメリカン、あるいは「ウチナンチュ」であると自己を主張するようになった。
別の場合は、オキナワンが祖先であることを知りつつも、ジャパニーズ・アメリカ
ンとどう違うのかを知らない時である。生まれ変わったウチナンチュが自己のエス
ニック・アイデンティティをどう表現・理解するかは、オキナワンの間でも大幅に
異なる。 
 
オカムラは 3 世と 4 世は「born-again Uchinanchu」であると言い、オキナワンである
ことを知らなかった、またはジャパニーズ・アメリカンとの違いが分からなかったとす
るが、そうであると言えるだろうか。オキナワンという意識の継承に衰退があったこと
は同意するが、「知らない、違いを知らない」という点については検証の余地がある。 
 オキナワン 1 世の体験、プランテーション労働の実態、養豚業の基本的な知識は、以
上の文献で充分に示されている。またオキナワンという意識も、オキナワンをひとつの
集団として包括的に捉えた時に見えてくるかたちの変容は議論されているが、地域や個
人がオキナワンであることを意識するようになった根源や出所は明らかとなっていな
い。 
 本論では 2 つの地域を通じて、オキナワンの継承のなされ方を検証し、現在のオキナ
ワンという意識の要素の分析も試みる。また、Tom Ige のカハルウ（Kahaluu）の地図
をさらに詳細化することを目指す。ココヘッド（Koko Head）も同様である。 
 ここで『「日系アメリカ人」の歴史社会学―エスニシティ、人種、ナショナリズム』
の著者である南川文里は、米国本土における「日系アメリカ人」について、 
 
国籍や血統や身体的特徴などの客観的な条件のみで定義され、意識化され、動員さ
れるものでない。問題は、特定の社会的条件のもとで、特定の人々が「日系アメリ
カ人」を名乗り、そのメンバーにとっても、それ以外の他者からも、「日系アメリ
カ人」があたかも自明の存在であるかのように見なされるようになる過程である
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（2007：11） 
 
とし、「移民は、アメリカに移住すると即時に「○○系アメリカ人」になるわけではな
い」とする（2007：11）。これはハワイの「オキナワン」に対しても同様のことが示せ
る。オキナワンの場合も「血統や身体的特徴」によってのみ、「日本本土出身者」と「沖
縄出身者」に区別され、「オキナワン」と「意識化」されたわけではない。日本と沖縄
の歴史的関係性による違いから生じた差別意識や、日本本土出身者と比べて遅くハワイ
へ移住したことや、ハワイのプランテーション生活などの「社会的条件のもとで」徐々
に「オキナワン」というアイデンティティが「意識化」されていった経緯がある。 
そして「日系人をめぐるエスニシティと人種を、関係的な概念として再定義するため
に（中略）歴史社会学」を用いている（2007：15）。歴史社会学とは、 
 
一般理論的枠組みから排除されてきた「歴史性」を社会理論の重要な要素として取
り込み、時間および空間という視点から、社会理論の再構築を試みる視角である。
（中略）エスニックな実践は、個人レベルにおけるエスニックなアイデンティフィ
ケーションから多数の人々を動員する集合的行為までさまざまなレベルで生じる
が、それは具体的な時間や空間と相互に連結して生じている。（中略）すなわち、
歴史社会学とは、具体的な時間・空間との相互作用のなかで成立する社会現象とし
て、エスニシティを考えるための方法論である（2005：15）。 
 
本論文は、ハワイのオキナワンの意識とかたち（アイデンティティ）を分析するにあた
って、プランテーション時代から現代までの長期的な時間を対象としている。それらを
プランテーション、養豚業、2 つの地域、クラブやフェスティバルなどの活動等に「時
間や空間」を具体的にわけ、それらがどのように「オキナワン」という意識と「相互作
用」し、変容していくかを分析することにある。 
 
構成 
 本論文は序章と終章を除き 3 章から構成されている。まず第 1 章ではハワイの沖縄移
民について論ずる。ハワイへ移住した沖縄系移民の歴史を辿るとともに、さとうきびプ
ランテーションと養豚業を中心とした、移民の暮らしを第 1 節で論ずる。プランテーシ
ョンがハワイ移民の歴史の初期の頃の主な職業とするならば、養豚業は中期から後期の
職業である。アイデンティティとコミュニティが相互に関わり合うようになってくるの
も、この養豚業が盛んに行われていた時期となるため、この 2 つの職業を比較すること
が重要となってくる。そして比較することにより、2 つの生活構造が全く異なったもの
であることが分かる。また沖縄にとって豚との関係が深いにも関わらず、養豚業に関す
る資料が少ないという点で、インタビューを通して知り得た実際の当時の様子などをこ
こに記録する。 
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 第 2 節ではオキナワンの歴史をみる。労働ではない部分のかれらの生活は、どのよう
なものであったのかを、差別と文化の 2 点からみていく。まず「差別」であるが、日本
人とオキナワンとの間に差別は存在した。オキナワンが受けた差別に関しては、
Uchinanchu; A History of Okinawans in Hawaii に詳細に記されている。本書は、見
た目の違いや言葉の違いなど、ナイチ（日本人）とオキナワンの関係をナイチの学生と
オキナワン学生のレポートを用いて述べている。「オキナワ ケンケン ブタ カウカ
ウ」は、ナイチがオキナワンを差別する時に多用された表現である。このような表現を
はじめ、オキナワンは様々な「差」を感じながら生活をしており、その状況下で沖縄か
らの移住者が結束して、オキナワンというアイデンティティを生みだしていったことは
必然であるとも考えられる。 
 オキナワンという独自の意識を持った沖縄系移民は、文化も継承していく。差別があ
ったこととは裏腹に、沖縄の文化は消えるどころか、日本やハワイ、その他の国の文化
をうまく吸収し、受け継がれていった。それらは少しずつかたちを変え、現在へと継承
されている。プランテーション労働の時代が衰退していくと同時に、オキナワンも各地
に移動していった。その先々でオキナワンが一堂に集まることも多々あり、本論で扱う
カハルウ（Kahaluu）などの地域の中でもコミュニティが形成されていった。新しくつ
くられたコミュニティで生活していく中で、沖縄の伝統行事が執り行われ、そこでは舞
踊や音楽、沖縄の言葉（方言）が使われた。伝統はやがて、ハワイ・オアフ島にあった
多様な文化と融合し合い、新しい沖縄の文化とかたちを変え、守られ、今に受け継がれ
ている。かつて苦しみの中に生きた文化は、「オキナワン」という意識の変容に伴って
「誇り」の文化となって存在し続けている。第 1 章では、オキナワンという意識の構築
の過程を労働や文化の歴史を通して主に論ずる。 
第 2 章では、オアフ島の 2 つの地域に暮らしていた、あるいは暮らしているオキナワ
ン意識とかたちについて論ずる。第 1 節では、ココヘッド（Koko Head）を、第 2 節
では、カハルウ（Kahaluu）を取り上げ、そこでのオキナワンの暮らしを、インタビュ
ーによる内容を用い詳細にみていく。まずココヘッド（Koko Head）であるが、ここは
カイザーという人物によって開発された地域であり、開発されてからはハワイ・カイ
（Hawaii Kai）と呼ばれる。ここはオキナワンや日系人が多く住んでいた地域である。
50 年代から 70 年代頃までにかけての人口や人種・民族の正確な割合を出すのは不可能
であるが、インタビューによって明らかにできた内容から、この周辺の地域像を示す。
またココヘッド（Koko Head）は養豚が盛んな地域でもあったため、養豚業との関わり
も示していく。このような暮らしの中でココヘッド（Koko Head）に住んでいたオキナ
ワンはどのようにオキナワンという意識を形成していったのかを検証していく。カハル
ウ（Kahaluu）に関してもココヘッド（Koko Head）と同様に、インタビュー内容を通
してカハルウ（Kahaluu）の地域像を明らかにするとともに、当時のオキナワンの暮ら
しの中からどのようにオキナワンという意識が芽生え、かたちを変え継承あるいは失わ
れていったのかを探る。プランテーションを基盤としない新たな時代が始まった時、オ
 - 11 - 
 
キナワンは暮らしの中で「オキナワン」というアイデンティティをどのように考え、何
がその要素だと感じ、何を次世代に残そうとしたのか。この 2 つの地域の暮らしを通し
て、意識とかたちを探っていく。 
第 3 章では「オキナワ」の継承の方法について述べる。第 1 節では 1 世と 2 世の時
代を中心に、彼らの「オキナワ」の継承の方法を探っていく。県人会をはじめ、町人会
や村人会などが数多く存在した。これらが設立された当初の目的は現在の目的とは異な
ると仮定する。しかしながら、ルーツを忘れないための仕掛けであることは共通する。
年々その数も減少し、規模も小さくなってきているが、ここでは当時の様子を中心に、
アイデンティティ継承のためにとられた方法とその要素を探っていく。 
第 2 節では 3 世と 4 世を中心としたオキナワンの意識とかたちを検証していく。こ
の頃オキナワンたちは、オキナワン・アイデンティティの衰退と復活を経験する。2 世
から 3 世の頃は太平洋戦争も影響し、アメリカ人になろうとする意識が高まる。日系人
であること、ましてオキナワンであることは二の次、あるいは否定すらしていた可能性
もある。さらにハワイの「ローカル」（地元の人）という意識が育ったことにより、こ
うした中でオキナワン・アイデンティティが今もなお受け継がれていることは、そこに
何らかの仕掛けがあり、重要な要素があると考えられる。また 4 世が出現すると、彼ら
を中心にオキナワン・アイデンティティの復活がみられる。また現在に至っては
“Uchinanchu at heart”という新たな意識が現れたように、オキナワンが自分たちだ
けをオキナワンとすることから、オキナワンでない人たちとも共有するようになってい
る。共有することもオキナワン・アイデンティティを絶やさないためのひとつの仕掛け
と言えるが、その代表例とも言えるのが HUOA 主催のオキナワン・フェスティバルで
あろう。オキナワン・フェスティバルは、ハワイ・オアフ島で毎年開催されるイベント
で、沖縄を思い起こさせる食べ物が出身地（沖縄の出身地）毎に決められたテントで作
られ販売され、舞台では琉球舞踊や琉球・沖縄音楽などが披露される、年に 1 度のオキ
ナワンの一大イベントである。フェスティバルに携わる世代は幅広く、沖縄とは全く関
係のない人々も携わっている。オキナワンであることと、それを共有することの違いは
何か、そこにどのような意識が働いているのかを探る。 
 最後に終章では、ハワイ・オアフ島のオキナワンのアイデンティティ、つまり意識と
かたちがどのような要素によって形成され、かたちを変え継承され今にいたるのか、そ
の意味を明示したい。また本論文は、聞き取り調査が重要な位置を占めている。数回に
わたって現地に赴き、インタビューを行った。それぞれが育った当時の様子を話してい
ただき、オキナワンというアイデンティティに対する考えを聞き取っていった。インタ
ビューは全て英語である。よってインタビューの内容を文中では英語と日本語の両方で
載せる。また、よりインタビューの様子が鮮明になるよう、英語で記述する際、必要に
応じてピジン・イングリッシュでも掲載する。英語、日本語、沖縄方言、ハワイ語、様々
な言葉を巧みに織り交ぜながらの話し方はハワイ独特であるが、このような話し方もア
イデンティティと関連していると捉えられるので掲載する価値はある。 
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第 1 章 ハワイの沖縄移民 
 
 1868 年（明治元年）に日本人が初めてハワイへ移住した。それから排日移民法が制
定される 1924 年まで、実に長期間にわたり日本人がハワイへ移住をした。「ハワイ」
と言ってもその移住先は、ハワイ島、マウイ島、オアフ島、カウアイ島、モロカイ島な
ど一か所に留まっていない。また「日本人」と言っても山口県、広島県、熊本県、福岡
県、沖縄県と出身地は様々である。これらの県の中でも沖縄県の存在は特異なものであ
る。沖縄県の場合、1900 年 1 月 8 日、オアフ島へ渡った 26 名が沖縄移民の始まりだ
からである。他の県より遅れた理由のひとつに、沖縄が琉球王国であったという歴史的
背景がある。そこで第 1 章では、沖縄県からハワイへ移住した人々について論ずる。第
1 節では主にハワイでの労働を取り上げ、「オキナワン」という「意識」をもつように
なっていった過程を追っていく。第 2 節では沖縄の文化を取り上げ、「オキナワン」と
いう「意識」がどのような「かたち」となって表れていたのかを考察する。 
沖縄県から移住した人々を指す言葉として「沖縄人」「沖縄県人」「オキナワン」「ウ
チナンチュ」などがあるが、本論文では「オキナワン」に統一する。なぜなら、「オキ
ナワン」という言葉はハワイの生活の中から創り出された「意識」であり、この論文に
最も適しているからである。しかしこの論文はアイデンティティについて論ずるもので
あるため、例外的に他の研究者が用いる「沖縄県人」と「沖縄出身者」を用いることも
ある。例えば、沖縄からハワイへ渡るまでの沖縄の人々を「沖縄県人」と表記し、ハワ
イに渡り「オキナワン」としての意識が芽生える頃までの過程では「沖縄出身者」とい
う表記を用いる。 
また「日本人」も同様に、「日本人」と「日系人」のふたつの表記を用いる。「日本人」
を用いる場合、日本からハワイへ移住するまでを「日本人」とする。「日系人」はオキ
ナワンと区別する意味で用いる。なぜなら日系人とオキナワンは民族的に区別されたか
らである。 
 日本人と沖縄県人は、同じ日本列島に暮らしながらも民族的には異なる。それは移住
先のハワイでも根強く残った。その様子はまず、さとうきびプランテーションで顕著に
表れる。そこで生まれた差は、その後の生活でも大きく影響した。そのひとつが養豚業
である。多くの日系人が経営者や学校の教師となっている頃、オキナワンは養豚に関連
する事業で生活を支えた。清潔な仕事は日系人が、汚い仕事はオキナワンが。そのよう
な関係性がありながらも、オキナワンは沖縄の伝統・文化を継承していった。それはハ
ワイの中だけに留まらず、沖縄県との繋がりも断つことなく続いていった。 
 ここで琉球王国、沖縄、日本、ハワイ、米国の主要出来事から互いの関係がより明確
になるよう、参考までに年表を付しておく。琉球王国と江戸（薩摩藩島津）との関係は
14 世紀頃から続いているが、両国の関係のひとつの転換期とも言える 1609 年から記述
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する。 
 
1609 年 薩摩藩島津の琉球侵攻  
1617 年 島津氏、琉球の日本化を禁止する 
1764 年 将軍家治就任の慶賀使派遣 
1776 年 アメリカ独立宣言 
1790 年 将軍家斉就任の慶賀使派遣 
1842 年 将軍家慶就任の慶賀使派遣 
1854 年 琉米修好条約に調印 
1854 年 日米和親条約を結ぶ 
1858 年 日米修好通商条約を結ぶ 
1871 年 廃藩置県 
1872 年 琉球藩設置 
1879 年 琉球処分、沖縄県を設置 
1899 年 入墨禁止令。海外移民が始まる 
1908 年 Kin Chojin Kai が発足（ハワイ） 
1918 年 Ginowan Shijin Kai が発足（ハワイ） 
1919 年 Osato Doshi Kai が発足（ハワイ） 
1920 年 Nago Club が発足（ハワイ） 
1921 年 Gaza Yonagusuku Doshi Kai が発足（ハワイ） 
1922 年 Itoman Shijin Kai が発足（ハワイ） 
1924 年 Oroku Azajin Club が発足（ハワイ） 
1925 年 Yonabaru Chojin Kai が発足（ハワイ） 
1926 年 Awase Doshi Kai が発足（ハワイ） 
     Kanegusuku Sonjin Kai が発足（ハワイ） 
1927 年 Aza Gushikawa Doshi Kai が発足（ハワイ） 
     Chatan-Kadena Chojin Kai（Chatan Sonjinkai として）発足（ハワイ） 
     Gushikawa Shijin Kai が発足（ハワイ） 
     Okinawa City-Goeku Son が Goeku Sonjinkai として発足（ハワイ） 
     Urasoe Shijin Kai が発足（ハワイ） 
     Yomitan Club が発足（ハワイ） 
1928 年 Haneji Club が発足（ハワイ） 
     Hawaii Shuri-Naha Club が発足（ハワイ） 
     Maui Okinawa Kenjin Kai が発足（ハワイ） 
     Tamagusuku Club が発足（ハワイ） 
1929 年頃 Oroku Doshi Kai が発足（ハワイ） 
1930 年 Motobu Sonjinka として現在の Club Motobu が発足（ハワイ） 
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     Ishikawa Shijin Kai が発足（ハワイ） 
1935 年 Tomigusuku Sonjin Kai が発足（ハワイ） 
1937 年 Haebaru Club が発足（ハワイ） 
1938 年 Nishihara Chojin Kai が発足（ハワイ） 
1939 年 第二次世界大戦 
1941 年 Nishihara Chojin Kai 解散（ハワイ） 
1942 年 第 100 歩兵大隊結成（100th Infantry Battalion ; 米国） 
1943 年 第 442 連隊戦闘団結成（442nd Regimental Combat Team ; 米国） 
1945 年 3 月米軍沖縄上陸 
    広島と長崎に原爆投下 
     米海軍軍政府布告（ニミッツ布告）公布（沖縄） 
     9 月 7 日、日本軍降伏文書に調印（沖縄） 
     ポツダム宣言受諾（日本） 
1946 年 マッカーサーが日本と南西諸島の行政分離を宣言 
     Hui Makaala of Hawaii が発足（ハワイ） 
     Hui Okinawa が発足（ハワイ） 
     Kitanakagusuku Sonjin Kai が発足（ハワイ） 
     Yonabaru Chojin Kai が再発足（ハワイ） 
1947 年 Hawaii Sashiki-Chinen Doshi Kai が発足（ハワイ） 
     Hui Alu Inc.が発足（ハワイ） 
     Onna Sonjin Kai が発足（ハワイ） 
     Tamagusuku Club が再発足（ハワイ） 
1948 年 Ginoza Sonjin Kai が発足（ハワイ） 
     Gushikawa Shijin Kai が再発足（ハワイ） 
     Oroku Doshi Kai が再発足（ハワイ） 
1949 年 沖縄で本格的な米軍基地建設が始まる 
     Bito Doshi Kai が発足（ハワイ） 
     Nakagusuku Sonjin Kai が発足（ハワイ） 
1950 年 Itoman Nisei Club が発足（旧 Itoman Shijin Kai、ハワイ） 
     Yagaji Doshi Kai が発足（ハワイ） 
1951 年 Hawaii Okinawa Rengo Kai がハワイで発足 
1953 年 Gaza Yonagusuku Doshi Kai が再発足（ハワイ） 
1954 年 Nishihara Chojin Kai が再発足（ハワイ） 
1968 年 Hui O Laulima が発足（ハワイ） 
1972 年 施政権が日本に返還される 
     沖縄県が誕生する 
1980 年 Young Okinawans of Hawaii が発足（ハワイ） 
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1982 年 第 1 回 オキナワン・フェスティバル開催（ハワイ） 
1990 年 第 1 回 世界のウチナーンチュ大会開催（沖縄） 
1995 年 Hawaii Okinawa Rengo Kai が Hawaii United Okinawa Association 
(HUOA) に改名 
          第 2 回 世界のウチナーンチュ大会開催（沖縄） 
2000 年 ハワイで移民 100 周年 
2001 年 第 3 回 世界のウチナーンチュ大会開催（沖縄） 
2006 年 第 4 回 世界のウチナーンチュ大会開催（沖縄） 
2011 年 第 5 回 世界のウチナーンチュ大会開催（沖縄） 
2016 年 第 6 回 世界のウチナーンチュ大会開催（沖縄、10 月） 
 
 
第 1 節 オキナワンの労働の歴史 
 
1－1 ハワイの「オキナワン」 
 
沖縄県人がハワイへの移住を許されたのは 1900 年になってのことで、かれらの移住
の理由も諸説ある。琉球王国の滅亡が引き金となったという説や、『移民の父』と言わ
れている当山久三の影響であるという説、貧しい生活から解放され経済的な安定を求め
たという説などがある。例えば琉球王国の滅亡が引き金となったのではないかという説
について、鳥越皓之は「国の滅亡」は「国の統治力というタガが外れること」で、経済
的に困窮したり、国という縛るものがなくなることで自由となり「可能性を求めて他に
移住」したりするとした上で、以下のように述べている。 
 
   かれら沖縄県人をこのように異常な割合で送り出したのには、もっと根本的な沖
縄固有の理由があると想定するのである。 
    それは琉球国の滅亡である。国の滅亡が高い割合の移民をもたらしたと言える。
（中略）国の統治力としてのタガが外れたので流出したし、またタガが外れたこ
とによって、制限が弱くなったからである。このタガというのは、土地制度をも
含めた法的なものを含むし、社会関係、また意識的なものにまでいたる。（中略）
タガがゆるんだという事実は、その当時の為政者にとってはおもしろくない。（中
略）民権運動は政治運動から移民活動という経済活動に移っていくことによって
成功する。ただ、移民に呼応した人たちは、当山久三の名前を知っている者はい
たにはいたが、そのほとんどは、民権運動的な考え方には無関心で、経済的安定
と、できるならば経済的に豊かになることのみを夢見て移民として海を渡ったの
が現実であった （2013：19-20）。 
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 また同じような観点で岡野宣勝は、「琉球処分」に伴う日本への併合、「それに続く明
治政府による国民化＝同化政策と旧慣温存政策に象徴される植民地的状況において精
神的にも経済的にも疲弊した」沖縄人にとって海外へ移住することが一つの希望でもあ
ったと論じている（岡野、2007）。 
また貧しい生活からの脱出という説に関しては、必ずしもそうではないと鳥越は言う。
なぜなら「移民をするには、お金がかかるので、もっとも貧しい人たちはその用意がで
きない。経済的に苦しかったかもしれないけれども、もっとも貧しい人が移民に出るの
ではなくて、それ以上の階層の人たちが移民に出た」という、最近の研究に着目した考
えを述べている（鳥越、2013：17）。移住の理由は様々であるが、1924 年の時点で沖
縄県人の人口は 1 万 6536 人、日本人全人口の 13.1％を占めた（ハワイ日本人移民史刊
行委員会編、1964：314）。4 番目に人口が多いにも関わらず、日本本土出身者と沖縄
県人との社会的、経済的な差は埋まらなかった。その差の理由は大きく 2 つに分けられ
る。第一に琉球王国の歴史から始まる、日本への同化政策に伴う沖縄県人に対する差別
感情、そして第二に 15 年の遅れによる差である。 
日本本土出身者と沖縄県人の関係性には、これまでの研究によって民族的差異による
社会の差がもとになっていたことが明らかにされている。例えば琉球処分を機に、同化
政策を執り、教育の面でも日本化を図ったことである。豊見山・高良によると「日本へ
の同化＝ヤマト化を目標として展開されたものの下層社会には浸透せず」就学率を挙げ
るために「一九〇一年、四年制義務教育制度を発足」や「就学させない保護者に対して
は、罰金を科すなどの強制的方法がとられ（中略）一九〇六年には就学率は九〇％を超
えた。（中略）しかし、教育界の実権は依然として他府県出身者（ヤマトゥンチュ）に
にぎられ（中略）教育界の差別的状況に不満を抱く沖縄出身の教員たちも、差別的状況
を克服するためには沖縄人の社会的地位の向上を図らなければならないとの立場から、
同化教育・皇民化教育の推進に積極的に呼応した」とし、日本から強制されただけでな
く、沖縄県人も望んだ政策であったことが読み取れることから、いかに差別意識が強か
ったかを伺うことができる（豊見山・高良、2005：138-139）。また「一九〇三年、大
阪の博覧会会場周辺に設置された「人類館」に、中国人・韓国人・琉球人・アイヌ・「生
蕃」などが見せ物として収容され」たことによって、沖縄県人に対する差別感情に拍車
をかけた（豊見山・高良、2005：139）。これにより沖縄県はますます日本化に力を入
れ、沖縄固有の文化を排除する動きをとっていった。このような沖縄県人に対する日本
本土出身者による差別意識は、移住先のハワイにも引き継がれ、ハワイ社会において社
会的、経済的差として表れた。 
沖縄県人がハワイへの移住を開始した同じ頃、ハワイは大きな節目に差しかかってい
た。沖縄県人が移住を開始する 2 年前の 1898 年、ハワイはアメリカ合衆国に併合され
た。琉球王国が日本に併合されたように、ハワイもまた米国の一部となったのである。
そのため、ハワイの内情も、沖縄県人が沖縄で置かれていた状況とさほど変わりない状
況だったのである。そのような中で、日本人より 15 年遅れてハワイへ入国した沖縄県
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人に対しての「差別はかなり厳し」く、その要因のひとつに「言葉が相互に通じなかっ
たことが大きな理由だと沖縄からの移民の人たちは言っていた」という（鳥越、2013：
12）。また日本人による沖縄県人への差別の理由に「貧困」（他県出身者より貧しい）と
「後発」（新参者）を挙げている一方で、差別の根源は「沖縄が日本によって滅ぼされ
た（併合）」からであり、「負けた国の国民は劣った者という価値観が厳然と生きていた」
という考えを示している（鳥越、2013：14）。以上が日本本土出身者と沖縄県人の差の
根源の一部である。その後、沖縄県出身者は自分たちに対する差別を逆手に取るかのよ
うに、「オキナワン」という新たな意識を作り出していく。その要因となったものがプ
ランテーションという一種の社会である。 
他国からの移民同様に、日本本土出身者も沖縄県人も、さとうきびプランテーション
労働に従事した。ハオレ（ハワイ語で白人を意味する）の他に、日系、中国系、ポルト
ガル系、プエルトリコ系、フィリピン系、朝鮮系、そしてハワイアン(ハワイ先住民)が
住み、その多くが労働力であった。沖縄県人が移住した頃には既にプランテーションと
いうある種の社会が完成されていた。その構造は「プランテーション・ピラミッド」と
呼ばれ、移住してきた異なる国籍をもつ者たちを人種別に分け、それぞれのグループに
優劣をつけ階層社会に配列する、といったものであった（タカキ、1985：137）。この
「プランテーション・ピラミッド」の中に、沖縄県人が加わった時、｢二重のマイノリ
ティ｣(a minority within a minority)｣が発生したのである（岡野、2007）。つまり、「ジ
ャパニーズ」という民族カテゴリーの中に別のカテゴリーがつくられたのである。これ
は先述した日本と沖縄の関係によるもの、つまり「言語的、文化的、身体的特徴は理解
不能な異民族性として他県人に認識され」たということであり、沖縄県人は、｢日系社
会内」において「正統な日本人である｢ナイチ（内地）人｣と、日本国籍を有しながらも
非日本的で非文明的な異民族｢オキナワ人｣という序列的な関係」（岡野、2007）を強い
られることになったのである。またプランテーションでは、国別に分けられるだけでな
く、出身県別に労働地や居住地が割り当てられた（Kimura、1988：24）。沖縄県人に
対する差別感情と、プランテーション構造によって、オキナワンという新たな意識が沖
縄県人の間で生まれていく。こうしてオキナワンという新たな意識の基盤が形成される
と、その後かたちを変化させながら受け継がれていく。その方法のひとつとして労働が
挙げられる。特にプランテーションと養豚を軸に見ていくことで、オキナワンという意
識の形成過程と定着されるまでの流れを追うことができる。 
沖縄県人が移住を始めた 1900 年というのは、契約労働が廃止された年と重なる。そ
して日本本土出身者の労働形態に変化が見える時期でもあった。「一八九〇年ごろには
早くも都市の日本人コミュニティが成立しつつあ」り、「一九〇〇年に契約労働が廃止
されると、プランテーションから都市へ移る日本人の流れは加速し、ホノルルとヒロの
両都市に住む日本人移民の割合は、（中略）右肩上がりで上昇していった」（森、2008：
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78）2。プランテーションという肉体労働から“卒業”していく日本本土出身者と、プ
ランテーション労働をはじめたばかりの沖縄県人との間の差が日本を離れたことによ
って縮まることはなかった。しかし「オキナワン」という意識が芽生える要因のひとつ
となったと言える。なぜならプランテーション内において出身県別に居住場所が割り当
てられたことによって、既存していた沖縄県人に対する差別意識に対抗するかのように
仲間意識が強くなり、オキナワンという意識が生まれるきっかけをつくったからである。
白水はプランテーションの中で生まれた文化を「プランテーション文化」といい、この
「文化の核心の第 1 は「仲間
ピ ア
集団
グループ
」の存在」があるとし、プランテーションがオキナワ
ンという意識の基盤の形成に一役買ったと言う（2011、8-10）。その後、沖縄県人もプ
ランテーション以外の労働に従事するようになる。しかし当初はそれも日本本土出身者
が手放していった副業が主だった職業であったため、日本本土出身者と沖縄県人との差
はなかなか縮まらなかった。 
沖縄県人が就いた職業は養豚や菜園といった、かつて日本本土出身者が就いていた職
業を引き継いだものであった。しかし、ここでもまたプランテーション同様の現象が起
こる。同郷の者同士がまた同じような職業のもとに集まったことにより、オキナワンと
いう意識は沖縄県人の間でさらに根付いていった、ということである。 
日本本土出身者が残していった職業には風呂屋、食堂、理髪、養豚、養鶏、菜園、豆
腐屋、こんにゃく屋、魚屋、大工などがある3。その中でも日本本土出身者と沖縄県人
との差を決定的とさせた職業が養豚であった。豚に対する考え方に違いがあったため、
養豚業に積極的であった沖縄県人に対して日本本土出身者は「根拠のない差別」をした
（下嶋、1997：55）。養豚業の詳細は本節 1-3 で後述するが、養豚業は沖縄県出身者が
オキナワンという意識を強くもつ要因ともなり、またハワイ移民としての社会的、経済
的地位を高める役割も担うこととなった。オキナワンが養豚業で成功を収めた背景には
米軍基地の存在と太平洋戦争が関係している。戦後、養豚業が衰退するまでにオキナワ
ンは経済的にも豊かになり、社会的にもオキナワンという日系人とは異なる意識が定着
していった。養豚業が衰退を見せる頃というのは、ハワイの発展に伴って養豚場を移転
させなければならなくなったことと、2 世、3 世がホワイト・カラー層の職業に就くよ
うになったことが重なった時期でもあった。 
こうして「オキナワン」という意識は、プランテーションと養豚業の 2 つの労働を軸
に沖縄県出身者の間に根付いていった。その後もオキナワンという意識は受け継がれて
いくが、プランテーションや養豚業のようにかたちある労働によるもの、あるいは仲間
といった集団によって生み出されるものではなく、文化的側面と危機感といったような
個々人が意識することによって受け継がれていくものとなっていく。無論、周りに影響
されてオキナワンであることを意識することは大いにあるが、プランテーションのよう
                                                   
2 データは飯田（2003、19-20）を参照し、日本人労働者の人口推移を示している。 
3 森（2008、77）およびハワイ日本人移民史刊行委員会編（1964：318）を参考にした。 
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な環境は現在では存在しないわけであり、よって意識の形成過程はそれとは異なるもの
である。 
では「オキナワン」という意識の基盤を形成する要素のひとつであるプランテーショ
ンは、どのような構造をしていたのか。プランテーションの歴史と、日本本土出身者と
沖縄県人の関係性の観点から、プランテーションとオキナワンという意識の相互関係を
探っていく。 
 
 
1－2 さとうきびプランテーション 
 
さとうきびプランテーションは、様々な国と地域から集まった人々の集合体であり、
その労働と生活環境は過酷なものであった。それは仕事の内容が厳しかっただけでなく、
民族間の差別もあったからである。特に、日本本土出身者と沖縄県出身者間の差別意識
は顕著であり、「オキナワン」という意識が形成されるきっかけとなった場でもある。
そこで、ここではプランテーションがどのような場であったか、日本本土出身者と沖縄
県出身者の生活における違い、そして「オキナワン」という意識が生まれるまでを追っ
ていく。 
ハワイのプランテーションには、多くの移民が集まった。「最初は、1850 年代の中国
人で、次に 1868（明治元）年から始まる日本人、その後フィリピン系や朝鮮系のアジ
アの労働者、さらにはポルトガル系などのヨーロッパの人達も加わ」り、日系人は「と
くに 1910～20年にかけては、40％を超」すまでに人口が増加した（飯田、2003：15-16）。
また「出身地別に見ると、一九二四年の時点で二世を含む日系人のうち、広島が約二四
パーセント、山口が約二一パーセント、熊本が約一六パーセント、沖縄が約一三パーセ
ントと西日本への偏りが見られ、以下、福岡、新潟、福島、和歌山、宮城が続く」（市
川・中野・篠原・常光・福田、2015：53）。このように日系人（沖縄系を含む）の割合
が、他国の移民の割合を上回るまでには、さとうきびプランテーションに関連して、ハ
ワイ王国（1898 年からはハワイ州）は次のような歴史の流れを辿った。 
日本本土や沖縄からの労働者が渡布する以前から、さとうきび耕地は外国の人びとの
手によって、開拓され始めていた。ハワイで初めてさとうきびから製糖されたのは中国
人男性によるもので、1802 年頃であるとされている。1840 年代に砂糖が主要作物とな
ってからは、白人がビジネスを展開し始めた。そこで問題となったのが土地の所有権で
あったが、1850 年までにカメハメハ 3 世が様々な法律を制定することによって解決し
た。法によって土地が所有出来るようになった白人らは膨大な土地を購入し、さとうき
び畑を作り上げていった。そうなると次に問題となるのが労働力である。当初はハワイ
アンが雇われさとうきびを栽培していたが、アメリカ本土のゴールドラッシュに伴い、
ハワイアンはさとうきび畑を去っていった。労働力の減少に不安を覚えた白人らは、外
国から移民労働者を連れて来ることを考え始めた。1850 年に契約労働が法律で守られ
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るようになると、いよいよ契約労働者によるプランテーション労働が実施されるように
なった。 
1852 年、最初に契約労働者としてハワイへやって来たのが中国人であった。しかし
彼らは過酷な労働状況や不衛生な居住に不満を抱き、自ら畑を所有し生計を立てるなど
して、契約期間が終了するとプランテーションを去っていった。そのため、プランテー
ションに契約期間を過ぎても残る者は少なかった。中国人労働者の確保が大変であった
ため、人員確保のためポリネシア人やヨーロッパの国々にも手を広げたが、どれも失敗
に終わった。そこで次に目に留まったのが日本であった。その頃日本では幕藩体制の崩
壊の危機を迎えていた。日本ではまだ出国することが認められておらず、契約移民の交
渉が難航した。しかし 300 名程の男女の出航が認められ、旅券の手続きが済み、ハワ
イへ発とうという矢先、明治時代が幕を開けた。明治政府ははじめこの出航を認めてい
なかったが、なんとか船を出し、153 名（男性 146 名、女性 5 名、子ども 2 名）がハ
ワイ・オアフ島に辿り着いた。1868 年 6 月 19 日のことである。この 153 名の日本人
は、明治元年に渡った人ということで｢元年者
がんねんもの
｣と呼ばれている。彼らはその後 10 人か
ら 30 人程のグループに分けられ、指定された場所・島へと送られ、そこのプランテー
ションで働くこととなった。労働期間は 3 年で、1 か月 4 ドルの賃金であった。 
プランテーションでの生活は、思い描いていたものと全く異なっていた。労働時間は
12 時間にも及び、慣れない炎天下での労働は過酷極まりなかった。日本とは異なる自
然環境に加え、人の扱いもかなり乱暴だった。遅刻や欠席による賃金の引き下げはもち
ろんのこと、英語の分からない日本人労働者が指示に従わないと、ルナと呼ばれる監督
者の持つ鞭によって叩かれることも多々あった。労働者というより奴隷である。少しは
金を貯えることができるであろうと思っていたが、物価が高いため、安い賃金しか支払
われなかった労働者が貯えられる金は僅かであった。このような状況はすぐに日本に伝
わり、一人の日本人男性が日本政府によってハワイへ派遣され、ハワイ王国との交渉の
末、状況は改善された。最終的に 3 年の契約期間後の 1871 年には、90 余名の日本人が
ハワイに残ることを決め、日本政府もこれを了解した。その後、船いっぱいに乗った日
本人労働者がハワイを訪れるのは 17 年後のことになる。 
17 年もの月日が流れたのには日本側の事情と、元年者の酷い扱いなどの理由があっ
た。とにかく、その間に中国人労働者が増加し、その人数も 1872 年までには白人と同
じくらいになっていた。雇う側としては人の輸送から支払う賃金まで全てを安く済ませ
たいわけで、中国人の他にポルトガル人、太平洋諸島系の人たち、ノルウェー人、スウ
ェーデン人、ドイツ人などを労働者として連れて来たが、手間がかかり過ぎることで、
日本政府への説得が続いた。そして 1881 年、転機が訪れた。ハワイ王国のカラカウア
王が世界を航海する途中、日本に立ち寄った。そこで明治政府は王を歓迎し、王も日本
人の歓迎ぶりに感動した。二人は会談し、双方の問題を話し合い、その結果、一定の条
件のもと、日本人をハワイへ送ることを明治政府は約束した。1884 年 9 月に契約が成
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立した。その後明治政府が契約労働者を募集したところ、600 人の募集人員を遥かに超
える 28,000 人が応募してきた。そのほとんどが広島県と山口県だった。特に山口県は
経済的にも困窮しており、仕事を求めて他県に出て行く者も多くいた。そのような状況
下での新たな移民の募集は山口県人にとって驚くものではなかった。政府は募集者の中
から男性 676 名、女性 150 名、子ども 110 名を選出した。ほとんどが農民で、選ばれ
た人の半分が山口県出身だった。彼らは 1885 年にハワイ・ホノルルに到着し、白人や
ハワイアン、｢元年者｣の日本人に迎えられた。数日後、全員が幾つもあるプランテーシ
ョンに割り振られ、日本政府とハワイ政府間によって改善された契約のもと、日本人労
働者は働き始めた。契約の内容は 8 つの条件で構成されており、それ以外にも、白人監
督者らには日本人の文化などを教え、日本人労働者が人間らしく扱われるようにさせた。
しかしそのような状況は長くは続かず、労働状況はまた元に戻ってしまった。契約違反
ともとれる状況を耳にした日本政府はハワイ政府に抗議し、今後状況が改善されない場
合、契約移民を打ち切るというところまでもつれてしまった時期もあった。プランテー
ションの持ち主や監督者である白人にとって、労働力が減ることは困るわけで、改善せ
ざるを得なかった。こうして日本からの官約移民は増加し続け、1885 年から 1894 年
の間で 29,069 人がハワイへ渡った。 
日本政府によって選ばれ渡布して来る日本人官約移民が増え続ける状況に不安を感
じたハワイ政府は、またしても中国に目を向けた。このままでは日本にハワイを乗っ取
られてしまうのではないかと考えたハワイ政府は、入国手続きに必要な書類などを増や
したり、個人の移民斡旋会社を使って入国しようとする者に対しては 50 ドルと保証人
の証明を義務付けたり、またプランテーションの人種の割合は 3 分の 2 を中国人、3 分
の 1 を日本人にするなど、様々な対策を打ち出して、日本人の入国を軽減しようとした。
ハワイ内ではこの政策に対して政府側の言い分と、労働者を雇うプランテーション側と
で意見の不一致があったようである。ハワイ政府は、以上の理由から日本人労働者を減
らそうとしたいのだが、安価で多数の労働者を必要としていたプランテーション側は、
日本人が入って来ないことに安心はしていられなかった。一方、このような対策を受け
て日本政府は、政府による移民斡旋を止め、個人の会社に任せるようになった。個人の
会社によって集められた最初の移民は 150 名で、3 年契約を強制的に結ばされた。 
この 150 名がハワイに到着すると、番号札を渡し入国を許可する前に、様々な質問
をした。この対応により、実際 1897 年には 1000 名以上の日本人が日本へ戻された。
同じ時期、ハワイ政府もひとつの転換期を迎えていた。1898 年 8 月 12 日、ハワイ王国
は、アメリカ合衆国の準州となったからである。 
1898 年から 1905 年の間に、さとうきび産業は飛躍的に拡大し、土地も労働力も不
足した。特に人手が足りず、領土を司る米政府の組織によって急遽約 3 万人の日本人労
働者が導入された。この行動は、ハワイの有機行為（Organic Act）と呼ばれる米国の
連邦法を定める引き金となった。この法律は、契約労働を廃止する内容で、法制定以前
に連れて来られた契約労働者にも適用された。自由の身となった日本人労働者はプラン
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テーションをいつでも去ることができることに喜び、契約という束縛から解放されたこ
とを祝った。数ヵ月後には、労働者も自分らに与えられた権利を理解し始め、ストライ
キを起こす者まで出現した。内容は賃金の増加、労働条件の改善、解雇された労働者の
復帰、そして日本人ルナ(監督者)による雇用であった。 
とは言うものの、すぐに白人ルナや農場主の考え方を変えることができたわけではな
く、全てが改善されるのは難しかった。ストライキの結果に不満だった者の中にはプラ
ンテーションを去り商売を始める者や、大工になった者、小売店主や、村や街に出てプ
ランテーション以外の労働に従事する者が出てきた。1907 年までには 4 万人もの日本
人が、ハワイ同様に労働者不足だった米国本土へ雇われて行った。 
引き続き、米国の準州であるハワイに多くの日本人が居住・労働していることに懸念
を示していた米政府は、西海岸の圧力に押されるように、日本人労働者の受け入れを阻
止しようと様々な案を繰り出した。5 年間の契約で導入したのが中国人だったが、日本
人のケースを繰り返さぬよう、5 年の契約期間は徹底された。その後ポルトガル人やス
ペイン人の導入がなされたが、彼らもまた米国本土へと向かうケースが多かったため、
人員確保には結果的にならなかった。この問題を解決するために導入されたのがフィリ
ピン人で、フィリピンはこの時既に米国の保護国であったため、米国への入国は自由に
できた。1906 年まで日本人労働者は増加し続けた。しかし 1907 年以降、日本政府は
米国で労働を希望する者への旅券の発行を中止することを米政府に約束し、米国への入
国を制限した。1924 年には排日移民法が制定され、いかなる日本人の入国も禁止され
た。 
以上のことから、日本人移民の歴史の大筋が見えた。そして日本人が移住を開始する
以前から、ハワイへの海外からの移住は始まっており、プランテーションには既に先住
者がいたことも分かる。では実際にプランテーションの生活とは、どういうものであっ
たのだろうか。 
 プランテーションでの労働と生活は、肉体的にも精神的にも厳しいものであった。一
般的なプランテーションでの一日の暮らしと、仕事の内容（賃金も含む）は以下のよう
なものであった。 
 
砂糖きびプランテーションにおける典型的な一日の生活は、五時の起床を知らせ
るサイレンとともにはじまる。朝食後、耕地へ移動して六時に作業開始、三〇分
間の昼食休憩をはさんで夕刻四時半に作業終了となる（市川・中野・篠原・常光・
福田、2015：53）。 
 
   砂糖耕地の仕事は灌水（ハワイ語でパナワイ）、溝堀、黍の葉むしり（ホレホレ）、
運搬（ハパイコー）、草取り、黍取り、黍切、馬使など、数限りなくある。その
中にはずいぶん辛い仕事もあるが、そういう仕事は給料も高くなっている。灌水
と草取りは女性もできる仕事でいたって容易である。野外の仕事は 1 日 10 時間
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働いて、ふつう男１ヵ月 16 ドル（18～20 ドル：1909 年）、女が 10 ドル（13～
14 ドル：1909 年）であった。（中略）野外の仕事のほかに製造場の労働がある。
（中略）砂糖焚き、機関助手等で、熟練した者はその技量に応じて月給に差があ
り、大抵は 30～40 ドルであるが、なかには 80～90 ドルを取る者もある。（中略）
また、同じ耕地の労働でも大工や馬使などは少し日給が高く、大工は 1 日 30 セ
ント増し、馬使は 10 セント増し程度になっている（飯田、2003：60）。 
 
また耕地での作業風景とは一般的に、 
 
   炎天下の耕地では、日系や他のアジア系の労働者たちが馬上からムチを振るうポ
ルトガル系の現場監督（ハワイ語でルナ）の命令にしたがって働いた。労働者は
全員「バンゴー」（番号が共通語化したもの）と呼ばれる金属製の番号札を首か
ら下げ、個人名でなく番号で命令され、管理された。耕地の作業は、主に男性が
きびの刈り取りや運搬などの力仕事を行い、女性は刈り取られたきびを束ねる作
業や枯れ葉を掻き落とす作業を担った（市川・中野・篠原・常光・福田、2015：
53） 
 
というものであった。日の出前から一日が始まり、日没まで耕地で働き、常に監視の目
が光る中で作業が続けられた。また R.タカキの言う「プランテーション・ピラミッド」
が、移民たちの精神面に影響を与えた（タカキ、1985：137）。この「プランテーショ
ン・ピラミッド」は、「職種・賃金・居住施設・居住空間などは人種や性別、来布時期
などに応じて不均衡に配分され」た構造となっており、「グループ間の序列関係を厳格
にすることでマイノリティ間の連帯を防ぐ分割統治システム」の役割を果たした（岡野、
2010：115）。特に「アジア系移民たちに対しては、下級労働者層の中にさらに設けら
れた序列に従ってグループごとに」分けられ「差異化がはかられ（中略）日本人も「ジ
ャパニーズ」としてハワイ社会の下層に配置され、過酷な労働・生活環境と露骨な人種
差別」を受けた（岡野、2010：115）。1800 年代から 1900 年代の「労働力の調達と住
民の民族性との間のこの関係は、雇用と人口類型についての一研究のなかにみることが
でき」（タカキ、富田・白井訳、1986：42-43）、それをグラフにしたものが、次のとお
りである（<雇用>と(表 1)）。 
 
<雇用> 
ハワイ人およびハワイ人の血をひく人       中国人 
                              
1872 年        82.8％               11.5％ 
            ↓                 ↓ 
1882 年        25.1％               49.1％ 
 - 24 - 
 
 
        日本人          ポルトガル人 
 
1882 年       0.1％(15 人)          637 人 
            ↓              ↓ 
1892 年       63.3％(13,019 人)      12.3％(2,526 人) 
            ↓              ↓ 
1902 年       73.4％(31,029 人)      6.3％(2,669 人) 
 
            朝鮮人 
 
1908 年頃      4.5％(2,125 人) 
 
            フィリピン人 
 
1908 年        0.8％(141 人) 
              ↓ 
1912 年          9.7％ 
              ↓ 
1920 年       29.4％(13,061 人) 
 
 
 
(表 1) 
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日本人はアジア系移民の中でも遅く移住したこともあり、ピラミッドの最下層に位置づ
けられた。これはプランテーションの一般的な様子であった。そうした中、さらに 15
年遅れで沖縄県からの移住がはじまり、日本本土出身者と沖縄県出身者の生活に違いを
もたらした（図 1）。 
 
（図 1）プランテーション・ピラミッド 
 
沖縄県出身者も他国からの労働者たち同様に、プランテーションに送り込まれた。 
 
Almost all the Issei Okinawans started as plantation laborers, cutting sugar cane in 
the field or loading it on the train cars while some worked in sugar mills, and those 
who were very young or physically small were given easier jobs such as irrigating 
the fields. … According to one such contractor, there were about 10,000 Okinawans 
working on the plantations from 1907 to 1915 (Uchinanchu, p.59). 
 
ほとんどのオキナワン 1 世はプランテーション労働者として始まった。耕地でさと
うきびを切るか、車両に積んでいた。製糖所で働く者もいた。幼い子や身体的に小
さいものは、耕地に水を撒くなどの簡単な仕事が与えられた。ある請負人によれば、
1907 年から 1915 年までに約 1 万人のオキナワンがプランテーションで働いたとい
う。 
 
キムラは Issei: Japanese Immigrants in Hawaii の中で、沖縄県出身者であるカサク・ヨ
ナシロが経験したプランテーション生活を紹介している。ヨナシロが暮らしたプランテ
白人 
ハワイアン 中国系 日本系 
日本本土出身
者 
沖縄出身者
（オキナワ
ン） 
ポルトガル系 
プエルトリコ
系 
朝鮮系 フィリピン系 
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ーション・キャンプには 5 つの木造のシェルターが建っており、100 人以上の移民が生
活をしていたと言う。 
 
At 5:30 in the morning we marched in a single line to the cane fields, each carrying 
his lunch. The luna, the watchdog of hell, mounted on a horse, followed us so 
closely that those at the rear were almost trampled and some were forced to step 
aside to avoid being trampled. Except for thirty minutes for lunch, there was not 
time to rest until 4:00 P.M. If anyone resting was caught by the Watchdog, even if it 
was a minuted before four o’clock, the closing time, he would be told, “You go 
home. You Pau.” [You have no pay for that day.] Anyone who was declared “Pau” 
would be beaten half to death by the Big Luna [superior overseer] unless he ran 
away to another plantation during the night (Issei, p.54). 
 
朝の 5：30 に私たちはそれぞれ昼食を片手に、1 列に並び砂糖耕地へ行進した。ル
ナと呼ばれる地獄の番人は、馬に跨り、私たちの後について来た。その距離はとて
も近く、後方の者は踏まれそうになったり、踏まれないように避けざるを得ない者
さえいた。30 分の昼食時間以外に、午後 4 時まで休む時間などなかった。もし終
了時間の 4 時前に、1 分でも休んでいるところを監督者に見つかれば、「家に帰り
なさい。もう終わりだ」（今日の分の賃金は払わない）と言われた。「終わり」と宣
言されたものは、夜間に別のプランテーションに逃げなければ、ビッグ・ルナ（最
高監督者）に半殺しにされるまで殴られた。 
 
 
プランテーションでの労働状況を見る限りでは、沖縄県出身者と日本本土出身者の労働
条件はさほど変わりないように見えるが、沖縄県出身者は言葉や習慣の異なる日本本土
出身者から差別を受けていたことにキムラは同著書の中で言及している。つまりこの時、
沖縄県出身者は「ジャパニーズ」と認識されるのではなく他者化されたのである。 
 他者化されたのにはいくつか要因がある。ひとつは日本国内においての沖縄の位置づ
けである。もともと琉球王国としての歴史がある沖縄に対して日本人は差別意識をもっ
ていた。その意識がそのままハワイでも続いたのである。もうひとつの要因は、日本人
による沖縄県出身者に対する差別意識に、プランテーションの支配者層が影響されたこ
とである。 
 
   プランテーションでの沖縄移民は、日本人とは違う集団として認識されており
（中略）この日本人移民との分離は、単に移民してきた時期が日本人とずれてい
るということだけではなく、沖縄移民を他者として扱う日本人移民に触発されて、
周りの移民や支配者層が日本人移民と同様の態度をとっていた。近代化や「日本
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的」という言葉で、本土と沖縄を分断した社会構造は、ハワイにも持ち込まれて
いたのである（近藤、2008：202）。 
 
日本人と支配者層の両者から他者扱いを受けた沖縄県出身者は、「二重のマイノリティ」
の扱いを受けた。ここで言う「二重のマイノリティ」とは「ハオレを頂点とする人種階
層的秩序におけるマイノリティ集団「ジャパニーズ」として他者化され、さらに「ジャ
パニーズ」の中でのマイノリティ集団として他者化される」ということである（岡野、
2010：116）。しかし沖縄県出身者を他者化し、「日本人ではない」という意識を強くも
つようになった最大の要因は、日本と琉球王国が異なる歴史を歩んだという人々の認識
よりも、実際にプランテーションで両者が接触することにより違いを経験したことによ
るものだと岡野は指摘する。なぜならそれまで「オキナワ人との接触経験をもつ者はほ
とんどいなかった」からである（岡野、2010：116-117）。さらに岡野は次のように述
べる。 
 
   「日本語を理解しない日本人」の登場が日系社会に与えた衝撃は非常に強く、短
期間のうちに人々の意識の中に「ナイチ人」と「オキナワ人」を区分する境界線
が形成されていった。一旦、境界線ができると、文化や慣習・行動・容姿・仕草・
衛生状態・生活レベルなど、オキナワ人をめぐるあらゆる側面において「差異」
が発見されるようになり、それらの「差異」はオキナワ人の「異民族性」として
ネガティブに解釈され、その解釈により生じるオキナワ人に対する違和感は偏見
や差別となってオキナワ人に向けられるのである（2010：117）。 
 
さらに島田は、日本本土出身者と沖縄県出身者が別々のキャンプに住むことが多かった
理由について、岡野同様に言葉の壁を挙げ、「日本語を理解できないことを引け目に思
わされ劣等感を抱かされた」と述べている（2004：227）。また「プランテーション・
ピラミッド」の観点からこの日本本土出身者と沖縄県出身者の関係をみると、日本本土
出身者にとって沖縄県出身者は、「ハオレから付与される「人種的劣位性」によって不
安定化したアイデンティティを再安定化するために必要な「民族的優位性」を提供して
くれる存在だったのである」（岡野、2010：119-120）。「差異」や「優劣」といったプ
ランテーション内における日本本土出身者と沖縄県出身者の生活における違いは、沖縄
県出身者が「オキナワン」という意識を生み出す要因ともなった。 
 自分たちのルーツに自信が持てない状況は、1900 年に沖縄から初めて移民が到着し
た時から 70 年程続く。プランテーションで受けた日本本土出身者からの差別は沖縄県
出身者の記憶に根強く残り、2 世にも受け継がれた。しかしここから「オキナワン」と
いう意識が生まれたのも事実である。この「オキナワン」という意識はその後代々かた
ちを変えながら受け継がれていくこととなる。 
ここで、2012 年におこなったインタビューの一部で、オキナワン 2 世から聞き取り
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をしたプランテーション生活について記しておきたい。ハワイの移民の暮らしで頻繁に
取り上げられる内容は、プランテーション労働の貧しく苦しい生活環境である。このイ
ンタビューでも“We were poor”や“Plantation life was hard”という声が聞こえてき
た。しかし彼らの話を聞いていると単純に｢貧しい暮らし｣だったわけでなく、次第にそ
の状況が変わっていったことが以下の話からうかがえる。 
J.S.は 1938 年生まれのオキナワン 2 世の女性である。彼女の両親はマウイ島へ移住
し、最初の仕事がさとうきびプランテーションだった。そこで子どもたちと暮らしなが
ら朝から晩まで働いた。その後引越、貯金を使って畑を購入し、畑仕事の他に、パイナ
ップルプランテーションでも働くようになった。この間 9 人の子どもに恵まれ、末っ子
の J.S.はさとうきびプランテーションの生活は生れていなかったことで記憶していな
いものの、両親から聞いた話を語ってくれた。労働で稼いだ安い賃金の一部を、沖縄の
家族のもとへ送っていたという話もこの時聞いた内容である。J.S.の両親の場合、さと
うきびとパイナップルプランテーション、畑仕事の他に母親は男性労働者の食事を支度
したり、服を洗ったりなどして賃金を得た。どんなに小さな仕事でも引き受けていた。 
“It was the only job that they could get as a contract laborer”と J.S.がインタビュ
ーで話していたが、全くその通りで、オアフ島でさとうきびプランテーションの仕事の
空きがないと分かると、彼女の両親のようにマウイ島や近隣の島へ移動した移民も少な
くなかった。確かに 1 世たちはさとうきびプランテーションで労働をしていた。しかし
移民がずっとさとうきびプランテーション労働をしていたわけではない。今回のインタ
ビューに応じてくれた 2 世たちの両親は、生活が落ち着くと、パイナップルプランテー
ションや養豚などに仕事を変えたり、畑を購入して農作業で生計を立てていた家族もい
た。中にはパン屋を営んでいた家族もいて、当時、子どもを私立の学校に通わせていた
という家族の話も聞けた。 
プランテーション労働の形態についてもうひとつ興味深い話を聞くことができた。プ
ランテーションというと、管理役が契約移民を労働者として雇い、労働者が安い賃金を
支払われる、という形態である。しかし N.N.の両親のプランテーションでの暮らしは
違ったようである。 
N.N.の両親は福島からハワイへ移住した日系人である。プランテーションはさとう
きびで N.N.自身も手伝っていたと言う。しかし他の労働者と違っていた点は、両親に
ある一部のプランテーションを与え、両親が契約移民を雇っていたということである。
そのインタビューの内容が以下である。夫婦でその時の様子を語ってくれた。 
 
N.N.: Those days my mom was working in the sugar field so I helped them out. 
(laugh) I worked for them.  
F.K.: It was unusual. Her father and mother had a acreage of sugarcane but 
that belongs to the plantation. They were contracted to grow the 
sugarcane. 
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N.N.: So he had about four, five men work for him and my mom included in 
there. 
F.K.: He would get bonus on top of his salary for maintaining it. So both the 
mother and father worked hard on that.  
N.N.: They used to get the most tonnage. Plenty money they used to earn 
(laugh). That’s why he could send the kids to private schools. 
(2012年 9月 6日記録) 
 
N.N.：その頃私の母親は砂糖耕地で働いていたから、私も手伝った。（笑い）両親
の下で働いた。 
  F.K.：まれだった。彼女の父親と母親はさとうきびの土地をもっていた。でもそれ
はプランテーションが所有していた。彼らはさとうきびを育てるために契約
を交わしていた。 
  N.N.：だから父親は、4 人か 5 人を雇っていた。そこに母親も含まれていた。 
  F.K.：彼は給料の他に、管理することでボーナスを貰っていた。だから、母親も父
親もそのためによく働いていた。 
  N.N.：彼らが最も多いトン数をあげていた。たくさん儲けていたよ（笑い）。だか
ら子ども達を私立の学校に通わせられたんだよ。 
 
 4・5 人の契約移民男性を雇い、1 エーカーのさとうきび畑を管理することで、通常
の収入の他に管理料も貰えていたというこの形態は、F.K.が言うように“unusual”だっ
たようである。日系人やオキナワンがルナのような立場になるようなことは、それまで
は考えられないことであった。その他にも、定かではないがハワイ島でオキナワンがル
ナをやっていたという話もインタビューをする中で聞いた。 
 以上が 2012年におこなったインタビューから得られたプランテーション生活の様子
だが、「オキナワン」という意識はプランテーション生活と日本本土出身者との関係か
ら発生したことが分かった。またここでいう「オキナワン」という意識は負の感情から
くる意識である。これは次項の養豚業でも見受けられる意識である。約 70 年続いた「オ
キナワン」という意識に誇りが持てない状況は、養豚業を中心にどのようにかたちを変
化させていったのであろうか。 
 
 
1－3 その他の労働：養豚を中心に 
 
 さとうきびプランテーション内において確立した「オキナワン」という意識は、沖縄
出身者の間で誇れるものではまだなかった。プランテーションを去るにあたり、多くの
オキナワンが養豚業に就いたのだが、日本文化と沖縄文化の豚に対する意識の差が、ま
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た日系人とオキナワンとの間に差を生みだした。一足先にプランテーション労働から脱
却していた日系人の中には、養豚業に携わっていた者も少なくない。しかし日系人にと
って養豚業は苦痛そのものであったため、オキナワンの養豚業参入は願ってもないこと
であった。オキナワンにとって豚は神聖なものと考えられていたため、養豚業に関わる
オキナワンの人口は日系人の人口を瞬く間に上回った。結果的に養豚業は、オキナワン
がプランテーション労働から脱却する手助けをし、養豚ビジネスで成功することによっ
てその存在をハワイ社会に認めさせ、オキナワンという意識に誇りを持てるようになる
役割を担ったのである。そこで、沖縄・オキナワンの豚に対する信仰がどのようにプラ
ンテーション労働からの脱却に役立ったか、そして養豚業がオキナワンの意識にどのよ
うな影響を与えたかを探っていく。さらに、ハワイの養豚業に関する一資料として、聞
き取り調査で得られた情報をもとに、当時の養豚業の実態を明らかにしていく中で、オ
キナワンという意識がどのように関わっていったのかをみていく。しかしその前に、な
ぜ沖縄出身者またはオキナワンに特化した養豚業に関する資料が乏しいのかを述べて
おく。 
 オキナワンを中心とした養豚業に関する資料は多くない。その原因はいくつか考えら
れるが、ひとつは「日系人」という枠組みである。移民の人口統計は「日系人」には民
族の別など無く、沖縄出身者を日本本土出身者に含むかたちで採られていた。出身者別
に統計をとる時以外は、日系人は全ての日本人を指した。しかし実際に移民の歴史をみ
ると、日本本土出身者の移住開始時期と沖縄出身者の移住時期には差があり、それによ
って、プランテーションの中では日本本土出身者とは区別された。このことから、日本
本土出身者の「日系人」と沖縄出身者の「オキナワン」は統計をとる時でも、民族別に
する必要があったのである。しかしその区別が厳格になされなかったため、オキナワン
のみの年代別の養豚業者の人数、居住地の詳細を知ることは極めて難しいのである。 
 また「養豚業」という職種の詳細な記録が乏しい背景もあった。飯田耕二郎は『布哇
日系人の歴史地理』の中で、「養豚業については養豚業だけで分類されてはいないので、
いずれの年にも登場しない。第 3−６表でも養豚業は 1909 年のホノルルのみに５位で養豚
養鶏と出てくるだけである。他の年度では農業や農耕、畜産に分類されていると考えられ
るため、詳細な数字は不明である」とする（飯田，2003：76）。一方、同書で 1910 年代の
養豚業については以下のように記している。 
 
漁業と同様に 1910 年の『布哇日本人年鑑』の「人名録」で養豚業者を拾ってみると、
第 3−10表にみられるように、ハワイ全体で 37名、うちホノルルだけで合計 35名と、
この時期ホノルルに集中していることがわかる。出身地別では山口 13 名、熊本 11
名と２県が圧倒的に多い。居住地別では、カリヒ 21 名（ホノルル最西端の地区で、
第１−4 図の 3 番）、カリヒプハレ８名（第１−4 図の２番のカリヒカイ内の地区）、モ
イリイリ 4 名（同図 24 番で、ワイキキの北側にあり、当時日系人の新興中心地であ
ったと思われる地区）など、当時日本人が最も集中していた、いわゆるダウンタウ
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ン（同図 9 番のあたり）からいずれも離れた郊外に分布している。 
1909 年発刊の『布哇実業案内』によると、ホノルル近郊はその飼料である厨房の
残飯を得るのに便利なために養豚業が発達し、当時その業者は日本人または中国人
であった。また地方では各耕地の賄方（コック）および独立農家の副業であった。
そして前者は食料の残飯で、後者はパパイアやバナナで飼育していた。同書の「布
哇在留日本人名鑑」では、やはり養豚業者はホノルル郊外に多く、例えばカリヒ地
区に 38 名、モイリイリ地区に 52 名（兼業も含む）など、上記より多くの業者が記
載されており、実際はかなり多数の業者が従事していたと考えられる。 
1915 年においても、ホノルルを含むオアフ島が特に養豚業が盛んで 73 ヵ所に日
本人の養豚場があった。その多くが山口、熊本、広島県の出身者によるもので、他
に 3 人の沖縄県人と少数の福岡県人がみられた、との記述があり先の傾向を示して
いる（飯田，2003：78−80）。 
 
 ここから、1910 年代の養豚業者の人数と出身地別の記録は残っていることが分かる。
また飯田は 1920 年代の養豚業者数や出身地、居住地の数字などはあると示しつつも、
養豚業者としての暮らし振りがどうであったかという詳細な記述はしていない。実際、
当時の養豚業の仕事の内容などを詳細に記録したものは少なく、とりわけオキナワンの
養豚家の話に特化した文献は極めて少ない。そこでまず、沖縄文化と豚の関係と脱プラ
ンテーションとの関連を探っていく。 
 第一に、豚は脱プランテーションに大きな役割を果たした。それは琉球王国時代から
繋がる豚との関係があるからである。豚は、1350 年頃に「中国から琉球に帰化したビ
ン人（現福建省）三六姓の持参とされる」（下嶋、1997：42）。琉球王国時代「当時、
中国の明や清との朝貢関係にあった琉球王府」が使節団をもてなすために「一日に二〇
頭ものブタが必要」で「必要にかられた王府は、半ば強制的に養豚を推奨していった」
という歴史がある（比嘉、2015：25）。ちなみに肉食を禁じたヤマトが「養豚を奨励す
るのは一八七三年（明治四）のこと」である（下嶋、1997：42）。サツマイモの伝来（17
世紀初頭）をきっかけに沖縄では養豚は盛んになり、豚の数は明治まで全国一を保った
（下嶋、1997：42-44；比嘉、2015：25）。下嶋によると、「日露戦争（一九〇四）の肉
製品の需要の急増をきっかけにして、養豚全国一の座をしめ（中略）戦前における県別
豚保有率は、沖縄が常にトップの座を占めた」という（1997：44-49）。こうした豚と
の長い歴史の中で信仰心も生まれる。 
豚を飼育することは琉球・沖縄の人々の生活の一部であり、豚の飼育場を「フール」
と呼び、その「元来の意味は豚小屋」で、「フールはウチナーンチュの生活に溶けこん
だ文化の一部」であり、「フールにも神が宿ると信じ」られており、「神にも身分の上下
があるが、フールの神はかなり上位に位置する」という（下嶋、1997：52-53）。琉球・
沖縄の人々が豚を正月の儀礼食などに用いる習慣や、琉球においては豚が神の供養にな
っていたことから、人々の生活に重要な役割を果たしていた。このような豚に対する考
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えや習慣は、移住先のハワイでも受け継がれた。しかし豚を「人間の蔑みのシンボルと
して」捉えた日本人は、豚を神聖扱いする沖縄にその蔑みを重ね合わせ、「根拠のない
差別として、ハワイの日系人移民社会」へも持ち込んだ（下嶋、1997：54-55）。その
ため、プランテーション脱却後すぐに、オキナワンが「オキナワン」という意識に誇り
をもてたわけではなかった。 
豚は神聖であるという考え方は、沖縄出身者の間でも受け継がれ、プランテーション
労働から脱却した後の彼らの生活を経済的に支え、その結果、オキナワンの社会的地位
を確立し、オキナワンとしての誇りも生まれた。 
ではハワイ移民と養豚業の歴史はどういうものであったのだろうか。ハワイで最初に
養豚業に携わったのは中国系移民だった（下嶋、1997：72）。その後日本本土出身者も
養豚業を始めるが、彼らが「本格的に参画するのは一九一三年頃からである」（下嶋、
1997：72）。養豚に携わった日本本土出身者は 1915 年で 73 人、1940 年には 246 人に
まで上り、オキナワンの占める割合は全体の 63％で 153 人であった（下嶋、1997：72）。
つまり日本本土出身者（日系人）の数はほぼ横ばいであるのに対して、オキナワンの数
が急増したということである。やがて養豚業に携わるオキナワンの数は、中国人を上回
るまでになった。日本本土出身者（日系人）の豚に対する考え方が、オキナワンとは異
なっていたこともあり、彼らは他の職種に就ける余裕ができると、養豚業から去ってい
く者もいた。彼らの残していったものをオキナワンが引き継いだこともあり、オキナワ
ン養豚家の数が急増し、一時期、養豚家の総人口の約半数をオキナワンが占めた。それ
と比例するように豚の数も増加し、数百を超えた時もあった。養豚業がオキナワンの独
占状態になると、そこに米軍の存在が重なり、オキナワンの養豚業の発展に大きな影響
を与えた。つまり「ウチナーンチュ・コミュニティーの独立の足掛かり」となったので
ある（下嶋、1997：63）。 
アメリカは「第一回沖縄移民が到着したその年の一九〇〇年」からハワイ真珠湾に軍
港の建設を開始し、1904 年から海兵隊の常駐を決定した（下嶋、1997：66）。そのた
めハワイには「常時数万人の兵隊が」おり、食堂から「出る大量の残飯が豚の餌となっ
た」（下嶋、1997：67）。軍の食堂から出る残飯は養豚業には欠かせないわけだが、や
がて軍にとってもビジネスとなり、残飯に値段が付けられるようになる。当時の軍関係
者とオキナワン養豚家とのやり取りは、後述する聞き取り調査内容内で示す。米軍が常
駐するようになると、オキナワンもレストラン経営に進出する。この豚とレストランの
成功がさらなるオキナワンの発展に繋がり、脱プランテーションにも成功するのである。
しかしこの時点ではまだオキナワンという意識に強い誇りはもてないでいた。現実に、
「オキナワ ケンケン ブタ カウカウ」はあまりにも有名な表現で、日本本土出身者
（日系人）が沖縄出身者（オキナワン）を蔑む意味合いで出来たものである。しかしこ
の日系人とオキナワンの上下関係を一変させたのが太平洋戦争であった。豚と戦争がオ
キナワンのハワイでの地位を変え、オキナワンの意識のかたちも変化を見せる。 
 養豚は戦中、戦後の日本の沖縄とハワイのオキナワンを社会的、経済的に支えた。オ
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キナワン養豚家が増え始めたのと同じ頃、太平洋戦争が闘われていた。ハワイの「日系
人」は「敵性外国人」とみなされ、オキナワンも「日系人」として例外なく扱われた。
つまり、「約半世紀にわたってオキナワ人を他者化してきた権力構造は無力化する一方、
ナイチ人とオキナワ人がともに日本的要素の払拭とアメリカへの同化を急務とする立
場におかれたことにより、初めて「対等」な関係と」なったのである（岡野、2011：
130）。 
日系人と「対等」となったオキナワンの経営するレストランなどは戦争によって繁栄
した。なぜなら「日米関係が緊迫化するにつれてハワイにおける兵力は急速に膨張し、
また軍事労働者も流入してきたため、人口の膨張に伴ってハワイ経済は拡大を続けた」
からである（島田、2004：236）。レストランは兵士や軍関係者らにとって食糧確保の
意味合いで必要不可欠の場となり、閉鎖されるどころかハワイでは、養豚がレストラン
経営の循環を助け、よって戦時中の景気を支えた。さらに戦後は打撃を受けた沖縄県を、
戦後沖縄救済運動として支えることになった。実際「一九四〇年の国勢調査によると、
全ハワイの養豚農家は一〇六六軒、豚保有数は三万一六八一頭で、そのうちホノルル（オ
アフ）が農家三四一軒、豚二万二三〇三頭を占めた」（島田、2004：236）。戦争によっ
て「かつて軽蔑の的であった養豚業は今や重要な国防産業となり、他の食糧生産、食品
加工業とともに、養豚業に従事する者は徴兵を延期すること」さえできた（島田、2004：
236-237）。養豚業と徴兵に関しては、執筆者の祖父である Theodore が生前に養豚業を
営んでいたがために、軍に徴兵されなかったと言っていたことを記憶している。戦争に
よってもたらされた好景気で資金を蓄えたオキナワンは、子供たち（二世）を大学へ進
学させることができるようになり、これまでになかった社会への進出を可能にさせた。
またその資金は戦後の沖縄の救済にも使われることとなる。 
戦後のオキナワンと日系人の決定的な違いは団結力であった。島田は沖縄救済運動を
次のようにいう。 
 
   ハワイのオキナワン約五〇〇〇世帯のほぼ全てが沖縄に親族を持っていたこと、
そしてハワイの日系人社会に根深く存在したナイチ対オキナワンの二重構造が、
オキナワンによる大規模な沖縄救済運動を起こさせた原動力となったようだ
（2004：239）。 
 
また、「沖縄救済運動の原点は、第一〇〇大隊の二世兵士トーマス・ヒガ［比嘉太郎］
の思いにあった」とし、彼に続いて様々な支援が始まった4。沖縄に 550 頭の豚を贈り、
繁殖計画と技術を指導したのも支援のひとつである（島田、2004：243；『布哇報知』
1947 年 12 月 30 日；下嶋、1997：132）。これら「一連の運動は突出した凝集力と行動
力を備えたオキナワ人の存在と沖縄文化の魅力をハワイ社会に強く印象づけ、加えてオ
キナワ人自身も郷土救済という目的を共有し相互に団結することで汎オキナワ人的な
                                                   
4 オキナワンが行った支援活動の内容は島田、2004：239-251 を参照。 
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集合的アイデンティティと誇りを醸成していくのである」（岡野、2011：130）。養豚業
はオキナワンを差別から解放し、それによってオキナワンという意識に対する負のかた
ちを自立や自身、誇りへとかたちを変える役割を果たしたのである。 
 養豚業を営むオキナワンはホノルル市内の他に、カリヒ（Kalihi）などにも多かった。
養豚業の場はワイアナエ（Waianae）やココヘッド（Koko Head）などへ移転するが、
その頃の様子があまり記録に残っていない。そもそもカリヒ（Kalihi）からワイアナエ
（Waianae）やココヘッド（Koko Head）へ移転しなければならなくなったのは、ホノ
ルル市の開発計画なのだが、移転先での生活の様子はあまり知られていない。さらに、
ワイアナエ（Waianae）やココヘッド（Koko Head）にも宅地化計画が持ち上がり、立
ち退きが余儀なくされる。その後徐々に養豚業も消えていくのだが、この頃のオキナワ
ンの養豚業がどういうものであったのか、オキナワンと日系人との関係、そしてオキナ
ワンの意識との関連を聞き取り調査内容をもとに探っていく。 
 実際に養豚業の経験のあるオキナワンから話を聞くことができた。以下は執筆者が
2014 年 8 月にハワイ・オアフ島でインタビューを行った際の内容である。 
 彼の名前はホゼン・シマブク（Hozen Shimabuku）で、1931 年生まれのオキナワン
2 世である。ホゼンはマウイ島でオキナワンの両親の間に生まれ、第二次世界大戦開始
の 3 か月前に家族とともにオアフ島へ移住した。マウイ島で父親はサトウキビ・プラン
テーションで働き、副業として養豚業を営んでいた。大家族であることは当時珍しくも
なく、このシマブク家も家計を支えるために養豚を副業として始めた。その後、既に養
豚業を始めていた伯母が手伝いが必要だということで呼ばれオアフ島へ移住したのを
きっかけに、養豚業を本格的に始めることとなる。 
 まずホゼンの父親は、オアフ島で養豚業を始める土地を探した。近くに住んでいたオ
ガネクという名の家族が土地も豚も全て売り払いたいことを聞きつけると、そこを早速
購入した。住む場所が確保できると、ホゼンら家族をオアフ島へ呼んだ。マウイ島から
オアフ島までは船旅だった。マウイ島を去る時、近所に住んでいた多くの日系人家族と
別れを惜しんだと言う。 
 オアフ島に移住した時、ホゼンや兄弟はまだ 10 歳前後の子どもだった。しかし養豚
業では豚の餌となる残飯を集める必要があり、その為にはトラックの運転を覚えなけれ
ばならなかった。当時家の外には、残飯や生ゴミを捨てる缶が置かれていた。それを取
りに、一軒一軒トラックで集めて回るために、運転を覚えることは必要不可欠であった。 
残飯・生ゴミを取りに行くことのできた場所は、一般家庭（“house to house” と言
っていたと言う）、学校、レストラン、米軍基地であった。例えば学校、レストラン、
米軍基地の場合は、集合場所が決められていた。なぜなら、残飯・生ゴミでさえ、タダ
ではなかったからである。養豚業がそれ程盛んではなかった初めのうちは無料だったが、
シマブク家が養豚業に携わるようになる頃には既に有料化されていた。ホゼンと妻のミ
ルドレッド（Mildred）は口を揃えて“Nothing was free”とインタビューの中で言って
いた。さらに、その残飯・生ゴミの値段も決まっていなかった。例えば A さんが＄50
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で買うと言ったら、B さんは＄60 で買うと言う。餌を必要とする者が多くいればいる
ほど値段はつり上がっていった。あるひとつのレストランでは、1 カ月＄100 になった
時があったとホゼンは言う。何軒も回って残飯・生ゴミを買い取らなくてはならない養
豚家たちにとって、たった 1 か所で＄100 も払わなくてはならないことは苦しかった。
ホゼンの場合、15 か所のレストランから残飯・生ゴミを買い取っていたため、1 年間
の餌代は跳ね上がった。 
米軍基地での残飯・生ゴミの買い取り方法についても教えてくれた。基地で出る残飯
や生ゴミの量はレストラン同様、大量である。そして個人的に買い取ろうとすると、レ
ストランでの例のように、どんどん値段が上がっていってしまう。そこで養豚家同士で
グループ（協同組合）を作り、例えば A グループは a の基地へ、B グループは b の基
地へ、といったように、買い取りに行く場所を互いに決め、可能な限り安い値段で買い
取れるようにし、また量が平均的に行き渡るようにした。しかし基地にしてみれば、値
段が高い方が、基地の利益に繋がるわけであるから、このような取り決めが行われてい
ることを知ると、それを阻止した。協同組合が壊れると、また餌の値段は高くなった。
また、基地で買い取る時の値段が高いと感じられる原因は他にもある。例えばその中身
である。豚は何でも食べると思われるが、ホゼン曰く、オレンジの皮やメロンの皮、卵
の殻は食べない。しかし基地側は分別などしてくれない。その上、豚が食べられない物
に対しても値段をつけてくるわけである。そこで養豚家たちはその都度、残飯の中に手
を入れ、餌にできない物を取り出し、兵士と交渉し、価格を下げさせるといった努力を
した。 
餌代に幾ら払うか、どれだけの量の餌を毎日運べるか、という点は、養豚家にとって
は非常に重要な問題であった。なぜなら彼らの多くが、数百匹の豚を育てていたからで
ある。この頃の各養豚家の平均的な豚の飼育頭数は 500 匹で、シマブク家の場合、一
時期は 2000 匹いたと言う。2000 匹もの豚を飼育するためには、3 人が養豚場に残り、
3 人が運搬を担当した。餌の材料となる残飯・生ゴミを確保するために、一日 8 時間も
道路を走り回っていた。朝 4 時半に出発し、一日 12 時間から 16 時間労働を毎日続け
た。休む暇さえなかったと振り返る。 
また養豚家であるがゆえに、軍に徴兵されなかったという実例があることを先述した
が、ホゼンからも同じような話が聞けた。ある 2 つの家族は、子どもたちが軍に入れら
れることを嫌った。当時、養豚業を営んでいれば、軍への徴兵が延期または免除された。
その為、この 2 家族は養豚業を始めた。ホゼンの場合も同様であった。ホゼンは朝鮮戦
争に行く予定だった。訓練も受け、身体検査も通過した。しかし最終段階で、軍の方か
ら止められた。軍にとっては食料を確保しておくことも重要であったからである。養豚
をしているのなら、その仕事を続けることを優先させられた。ホゼンは 6 人兄弟の一人
だが、誰一人戦争には参加できなかった。シマブク家の近くに住んでいたオキナワンの
家族の場合は、もともと饅頭を作って生活を支えていたが、息子を軍に入れたくなかっ
た両親は、饅頭の商売を辞め、養豚業を始めるべく、土地を買った。しかし、いざ養豚
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の仕事を始めてみると、あまりの重労働に息子は軍に参加し、その土地をまた売らなく
てはならなくなった。このような出来事がこの時期は多々あったと言う。 
これまでに何名かのオキナワンにインタビューをしたが、日系人とオキナワンとの間
の差別を感じたことはない、という解答が多かった。だがホゼンの場合は違った。ホゼ
ンの家族はワイアラエ（Waialae）で養豚業を営んでいた。この地域は養豚業が盛んで、
その他に規模は小さいが鶏といった家畜の飼育で生計を立てる家族や、レタスなどの野
菜農家もいた。しかしワイアラエ（Waialae）の養豚家の大部分がオキナワンであった。
「オキナワ ケンケン ブタ カウカウ」はオキナワンを差別する時によく使われるが、
豚の餌の材料を取りにトラックに乗り込むと、日系人の住む辺りを通過する時は、身を
隠したそうである。やはり養豚業に携わる日系人はいなかったようで、日系人とオキナ
ワンの違いを感じて、ホゼンは育ったようである。また差別的な感情が依然として残っ
ていたことが、ホゼンとミルドレッドのインタビューを通して明らかとなった。また多
くのオキナワンが名前を変えていたことからも、日系人とオキナワンの差を感じること
ができる。例えば「ナカンダカリ」は「ナカムラ」に変えたとホゼンが例え話をしてく
れた。用いる漢字は同じだが、読み方を変えたわけである。そうすることによって、日
系人かオキナワンかを分からなくしていたのである。 
オキナワンと日系人の意識の差は、ホゼン・シマブクの聞き取り調査から 40 年代に
は依然として存在していたことが分かった。しかし養豚業が太平洋戦争や戦後のハワイ
と沖縄に重要な役割を果たしたことにより、両者の意識が大きく変わったのも事実であ
る。太平洋戦争では多くの日系人、オキナワンが軍に入隊し、「年配のナイチのあいだ
では差別意識が容易に消滅しなかったが、ナイチとオキナワンの子どもたちのあいだで
は争いがなくなり、差別の感情も消滅しつつあった」という報告もある（島田、2004：
234）。また「戦後は、二世のあいだだけでなく、一世のあいだでもオキナワンとナイ
チの壁はじょじょに低くなった」ことの背景のひとつに養豚業で成功したことが挙げら
れる（島田、2004：237）。養豚業の成功によってオキナワンという意識に誇りがもて
るようになり、沖縄の救済を通してハワイ社会においてオキナワンの存在が揺るぎない
ものとなった。 
 
 
第 2 節 ｢オキナワン｣の歴史 
 
2－1 差別 
 
 ここでは、沖縄県出身者・オキナワンに対する差別をみていく。第一に、なぜ沖縄県
出身者・オキナワンに対する差別意識が生まれたのかを再度、歴史の観点から確認する。
第二に職業と差別の関係を探る。プランテーション労働後、養豚関連の職種に多くの沖
縄県出身者・オキナワンが就いたことにより、彼らに対する差別が続いた。第三に教育
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をみていく。差別から抜け出す方法として挙げられるもののひとつとして教育がある。
高等教育を受けることで職種の選択の幅が広がる。オキナワン 2 世と 3 世に強く望んだ
教育と差別からの脱却について論ずる。これら 3 点を通して、オキナワンに対する差別
と意識とかたちの関係と、その移り変わりをみていく。 
 はじめに、沖縄県出身者・オキナワンに対する差別意識が生まれた背景についてであ
る。彼らに対する差別は、琉球から始まり、沖縄となってからも日本本土との様々な違
いから、異質な存在として捉えられ続けた。加えて沖縄の移民が 10 年遅れたことも、
両者の関係を悪化させることとなる。 
日本人の官約移民が本格的に始まったのは、1885（明治 18）年であった。これはハ
ワイ国王カラカウアと日本政府間の契約によって結ばれたものであり、双方の政府が関
わっての契約移民は 1894（明治 27）年まで続き、3 万人がハワイへと渡った。1891
年からは民間の移民会社5が次々と設立され、これらの機関を通して外国へ渡航する者
たちも増えていった。日本から直接外国へ発つ自由渡航者もそこに加わり、アメリカや
カナダで徐々に高まっていた排日感情を煽った。こうした移住先での感情に危機を覚え
た移民会社は、日本人移民をハワイのみならず、フィリピンやペルー、メキシコへと送
った。しかしこれも一時の慰めに終わる。ハワイへ移住した日本人の中には、アメリカ
本土やカナダへ移住先を変える者もいた。1904 年頃のことである。この行動はさらに
アメリカ人の非難を買い、とうとう 1907（明治 40）年に日本人移住が制限される事態
となった6。カナダにおいても同様であった。結果、アメリカとカナダへの移住者は減
少し、代わりに南米への移住者が増加していった。協約が結ばれ、日本人移住者は制限
されたのだが、アメリカ本土で排日感情が消えたわけではなかった。収まるどころか
1924（大正 13）年には、排日移民法が制定され、日本人移民は完全に締め出されてし
まった。これ以降、アメリカ本土とハワイへ渡航した日本人はいない。また排日移民法
に伴い移民会社も減少し続け、生き残った移民会社も 1917（大正 6）年、海外興業株
式会社として統一された（飯田，2004：6）。その後、日本政府は移民先をブラジルへ、
さらに満州へと移民の主流を変えていくことになる。沖縄からの最初の移民がハワイに
渡ったのは 1900 年である。 
 ハワイは日本人の主な渡航先となり、その数は排日移民法が実施されるまでに 20 万
人に達した。日本から新たに入国できなくなってからも、約半数の日本人がハワイに留
まり、人口を増やしていった。以下のデータは全て飯田耕二郎の表を参考にしたもので
あり、日系人の集住地域に特色があることが分かる。例えばオアフ島を取り上げると
1930 年度・1940 年度ともに、ホノルル市内のいくつかの地区と市外のワイパフという
地区に日本人が集中している。｢島別では、最初は砂糖耕地の多かったハワイ島がとく
                                                   
5 1891 年に日本初の移民会社である日本吉佐移民会社が設立(1893 年より日本吉佐移民合名会社)。移民会
社の取り扱いによる契約移民が始まる。日清戦争終結とともに特に北米への渡航が活発となり、移民会社
が続々と設立され、政府は 1896(明治 29)年に移民保護法を制定してその保護指導に当たることとなった(飯
田，2004：4－5)。 
6 1907(明治 40)年 日米紳士協約成立 
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に日系人人口・比率とも高かったが、1910～20 年頃から耕地労働者の転業が進｣んだと
ある（飯田，2004：20－31）。このことは執筆者の聞き取り調査からも裏付けがとれて
おり、現在 80 代~90 代の日系・オキナワン 2 世の中には、プランテーション生活を送
ったことがないという者もいる。1910 年代から 20 年代頃には既に転業が始まっていた
ことが生の証言と飯田の分析とで一致した。 
 さらに飯田は｢日系人の居住地と出身地分析－1885 年と 1929 年－｣という研究も行
っており、ハワイの各島々に、どの県出身者がどのように分布しているか分析し、その
結果を表や分布図を用いて論じている。1929 年の場合、ホノルル市の 36.7％とホノル
ル市以外のオアフ島の 14.1％を合わせて、圧倒的にオアフ島が日本人の割合を占めて
いる。そして出身地の分析結果ではハワイ各島を総合して、広島県が約 2,000 人の差を
つけて第 1 位で、次いで山口県、第 3 位に熊本県、第 4 位に沖縄県、第 5 位に福岡県
となっている。場所によっては新潟県や福島県が上位に入っている。人数が一桁の県も
あるが、47 都道府県からハワイへ渡っている。 
 また出身県別の居住地を表にしたもの（1929 年）で、オアフ島の欄を見てみると、
上位 7 県(沖縄を含む)全て重なっているものがない。つまり広島県はホノルル市・アイ
エア・ワヒアワ・ワイアナエ・ホノウリウリ、熊本県はハレイワ、山口県はワイアルア
とカフク、という具合である。｢その他居住地｣と各欄に記載があるので、極少数の人が
他県の多く住む居住地で暮らしていた可能性はあるが、大半がみな同じ場所で暮らして
いたことが分かる。これは、プランテーションでの生活形態と似ている。 
プランテーションの中に「プランテーション・ピラミッド」（タカキ、1985：137）
が存在したことは先述した。プランテーションの中では「居住施設・居住空間」が「人
種」で分けられていた（岡野、2010：115）。日本本土出身者は沖縄県出身者と自らを
別々の枠組みとして捉え差別した。このような同じ人種・民族が、同じ場所に集中する
ことは転業後も繰り返された。転業後も、日本本土出身者と沖縄県出身者がそれぞれ同
じ地域に集中したことによって、日本本土出身者・日系人の間でも、仲間意識が形成さ
れたと言える。白人やハワイアン、フィリピン系、朝鮮系、中国系など、様々な人種が
入り混じっていたハワイの中で、日本人という意識を見失わないためにも、日本本土出
身者同士が集合体をつくり生きていくことが必要だった。しかし、沖縄県出身者・オキ
ナワンの仲間意識から生まれる団結とは、日本本土出身者・日系人のそれとは、かなり
の差があった。なぜなら沖縄県出身者・オキナワンの仲間意識には「差別」という共通
項が根底にあったからである。 
日本本土出身者による沖縄県出身者に対する差別意識は、日本から持ち込まれたもの
である。本土とは異なる文化をもつ琉球・沖縄の人びとを受け入れられない、という感
情は、彼らに対する差別として表れた。特に言葉は違いがはっきりと分かるため、理解
のできない沖縄の言葉に対して蔑む態度がとられた。さらに方言札を用いて、沖縄の人
びとに対して日本語を話すよう強要した歴史もある。ハワイでも沖縄県出身者が次の世
代に方言を教えることはなく、太平洋戦争が始まるまでは子どもたちを現地の日本語学
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校に通わせていた。暮らしの中で 1 世が沖縄の言葉（方言）を使ってはいたが、それは
次世代に繋げようとしたのではなく、英語が話せなかったため、意思疎通の手段として
用いられただけである。それを聞いて育った 2 世は、現在でも話せる者もいれば、いく
つかの言葉を覚えているだけの者もいる。日本国内において、沖縄の人びとが日本語を
覚え、方言を忘れようとしたように、ハワイでも 2 世からは母国語が英語となり、日本
語学校で日本語を習うようになっていった。こうした日本での動きは、プランテーショ
ンの中でも反映された。 
プランテーションに遅れて入った沖縄県出身者は、「プランテーション・ピラミッド」
の最下層に位置づけられた。最下層には既に日本本土出身者がいた。日本国内において、
日本人によって虐げられてきた沖縄の人々の環境は、プランテーションでも同じであっ
た。日本本土出身者とは異なる習慣、言葉、思想をもつ沖縄出身者との違いはハワイへ
移住しても変わらず、差別は主に外見（容姿）や言葉（方言）に対してであった。差別
されないように日本人的な姓に変える者さえいた。生活の様々な面で差別を受けていた。
こうした差別は 2 世が誕生することによって少しずつ変化を見せる。 
2 世は英語も話すことができ、子供が学校へ行くようになることで、少しずつ両者の
差は縮まっていった。当初、日系人とオキナワンの結婚は認められなかった。「認めら
れない」というのは法的にではなく、日本本土出身者の親が沖縄県出身者との結婚を許
さなかった、ということである。それが結婚を認める場合がでてきた。太平洋戦争が始
まる頃までには、結婚を認めない事例は、ほとんどなくなっていたと言ってよい。ただ
し、1 世の中には差別意識を持ったままの者もいた。 
こうした過程の中で、沖縄県出身者は＜個＞になるのではなく＜集団＞となり、「オ
キナワン」という意識を形成させていった。プランテーション内部でも、同じ場に集ま
り生活をし、虐げられる環境の中で差別からお互いを守り続けた。日本人ではないと言
われた負の意識を、オキナワンという独自の意識を創ることにより正のものに生まれ変
わらせたのである。負の概念から始まった「オキナワン」という意識はその後、かたち
を変化させながら継承されていく。継承の第一弾として、職業をみていく。先に移住を
開始した日本本土出身者は、職業を選択する際にも有利な立場にあった。そこで、職業
がオキナワンという意識にどのような影響を与え、またどのようにかたちを変え、次に
継承されていったのであろうか。 
日系人とオキナワンが選択できる職業にも差は表れた。日本本土出身者・日系人は先述
したように、沖縄県出身者・オキナワンと比べると、職業の選択においても優位な立場に
あったことが言える。その理由はやはり、プランテーション時代の労働契約期間が関係す
る。はじめに、日本本土出身者・日系人の職業をみていく。 
契約労働移民は 1885（明治 18）年に始まった。当初の日系人の働き口は、さとうき
びプランテーションであった。｢したがって当初の日系人社会はこれら主として砂糖耕
地のなかで形成されていった｣（飯田，2004：59）。この頃の契約期間というのは 3 年
で、契約期間が満了すると、他の職種へ移っていく場合がほとんどであった。そのため、
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｢耕地とは別個の都市における日系人社会も形成されていった｣（飯田，2004：59）。 
 1910 年から 1940 年までの職業を列挙すると、パイナップル農場労働者、コーヒー
農場労働者、使用人、大工、小売商、店員、運転手（馬車御車）、事務員、簿記係、出
納係、学校教師である。｢砂糖耕地労働｣から｢農場労働｣へと栽培するものに変化はある
ものの、この 30 年間は圧倒的に農業に携わる日系人の数が多い7。その他にも漁業や養
豚業に関してはコーヒー栽培同様に日系人が独占状態であった。事務員、簿記係、学校
教師などの職業から分かるように、労働から解放されつつある。2012 年 9 月の聞き取
り調査時の N.H.の義理の父、O.M.は日系人で、オアフ島では有名な魚市場を営んでい
た。そして漁業に関しては、出身県ごとに地域が分かれており、日本人としてのアイデ
ンティティの他に、出身県別のアイデンティティが日系人の中でも生まれたのではない
かと推測される。オキナワンのように｢○○県人｣とまではいかなかったが、少なくとも
出身県が同じ者がひとつの場所に集まって生活していることからも、なんらかの意識が
生まれた可能性は否定できない。この場合は、アイデンティティ＝場所である。 
 農業や漁業のように、1910 年から取り上げると、養豚業は当初、山口県や熊本県と
いった日系人の間で営まれていた職業である。盛んだった地域は幾つかあるが、｢ホノ
ルル近郊はその飼料を厨房の残飯を得るのに便利なために養豚業が発達｣したように、
養豚業が盛んだった地域は、発達するための条件が備わっていた場所に集中した（飯田，
2004：79）。オキナワンの間で養豚業が盛んになったのは、この頃から少し経ってから
である。 
 オキナワンが本格的に養豚業を営むようになるのは 1929 年頃になる8。この頃になる
と、オキナワンの数が日系人の数を大きく上回るようになる。先述した通り、｢厨房の
残飯」を厨房や個人宅から貰って運んで来ることも、養豚業を営む家族、取り分け子ど
もの仕事だった。戦前に生まれたオキナワン 2世のG.S.の聞き取り調査内容によると、
彼の父親もまた大工仕事の傍ら養豚業をしていたと言う。この頃は既に養豚業は副業で
あったが、豚の飼料確保のため、個人宅に備えられている養豚用のゴミ箱（生ゴミ入れ
のような場所）から残飯を取りにまわったことがあると話してくれた（2012 年 9 月イ
ンタビューより）。こうして徐々にオキナワンが養豚業を独占するようになっていく。
日系人と中国人の仕事として始まった養豚業は、ある意味で「プランテーション・ピラ
ミッド」である。つまり、沖縄出身者より先に移住を開始していた日本本土出身者は、
彼らが来るまでは、ピラミッド型の人種階級の最下層に位置していた。今まで最下層に
いた自分たちの下に、新たな集団が入れば、自分たちはひとつ上の階層に上がった気分
になれるのである。プランテーションの場合は重労働を、プランテーション後は「汚い」
と考えられていた養豚業をオキナワンに与えたのである。オキナワンが日系人のあとを
常に追うような構造である。しかし、豚を神聖な動物としていたオキナワンが日系人の
養豚家の数を上回るのに時間はかからなかった。 
                                                   
7 職業の変遷と男女別の表は、飯田耕二郎，2004：64－67 を参照。 
8 オキナワンの養豚家が初めて現れるのは 1910 年である（Uchinanchu、1981：218）。 
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日系人による養豚業は次第にオキナワンに独占が移っていった。養豚業＝日系人とい
うイメージは薄い。しかし、オキナワンによる養豚業独占は、同時に、養豚業に携わる
オキナワンに対しての差別も生んだ。この差別に立ち向かうように、オキナワンは養豚
業で成功する。成功の陰には以下のような背景があった。 
 
First of all, they [Okinawans] considered hog raising as an integral part of 
agriculture and hog farmers were respected as business enterprisers and they 
themselves took pride in being hog farmers. For the Okinawans pigs were not only 
precious property and commodity, but they had a warm sentiment toward them, 
since practically all the farmers in Okinawa had some pigs and from their childhood 
they had a tender feeling toward them just as they would toward other pets 
(Uchinanchu, p. 219). 
 
  まず第一に、彼ら（オキナワン）は養豚を農業の一部だと考えており、養豚家を
企業家として尊敬しており、養豚家自身もその仕事に誇りをもっていた。オキナ
ワンにとって豚は大切な財産と商品であっただけでなく、温かな感情ももってい
た。実際に沖縄の全ての農家で何匹かの豚を飼い、子どもの頃から豚に対して他
のペット同様に、愛情をもっていた。 
 
また豚を食することに関しても、ハワイという土地柄が後押しをした。 
 
One of the reasons for lack of prejudice on the part of the Okinawans toward 
eating pork was that in Okinawa pork was considered as a delicacy and luxurious 
food among both the upper class people and the general population ever since 
Okinawa was a kingdom, and it was indispensable for an official banquet. […] 
Fortunately in Hawaii, not only the Chinese and Caucasians, but also all the other 
ethnic groups had a custom of eating pork, and hog raising was regarded as an 
important branch of agriculture. Among the Hawaiian, pigs were used in sacred 
offering to gods in the olden days, and also there was a time when pork was 
consumed only by the privileged aristocrats (Uchinanchu, p.219-220). 
 
  豚を食べることに悪感情がなかった理由のひとつに、琉球王国時代から、上流階級
から一般住民まで、沖縄の豚はご馳走であり高級食材と考えられていたからである。
そして、それは公式な宴会の場では必要不可欠な食材であった。 
  幸いにもハワイでは、中国人と白人のみならず、他のエスニック集団も豚を食べる
習慣があり、養豚業は農業の重要な一部であると考えられていた。ハワイアンの間で
は昔、豚は神への神聖な捧げものとして利用され、特権階級の者たちだけが食べるこ
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とを許された時代もあった。 
 
また同時に、養豚業が営める場所は自ずと決まっていたため、オキナワンが同じ地域
に集まる結果となった。そのことから、アイデンティティ＝職種＝地域という関係がで
き、プランテーション社会があった時のように、オキナワンとしての意識をより強固な
ものとしていった。ここで強調したいことは、大規模なプランテーションとは違って、
個人主体の養豚業のような小規模な集団となっても、オキナワンという意識が消えなか
ったことである。プランテーションより、養豚業で築いた地域社会は集団としては小規
模なものである。だが、オキナワン同士の繋がりを絶やさない意識には、徐々に差別と
いう負の意識から誇りにかたちを変えつつある過程を見ることができる。またプランテ
ーションという共通の記憶が互いを結び続けていると言える。さらに、家族の繋がりも
養豚業の成功と、意識の継承に結び付いている。 
 
Another reason for the Okinawans’ thriving hog industry was that the whole 
enterprise was based on the strong family cooperation. Their hog raising was started 
on a small-scale for supplementary family income … As their children grew up, 
their hog raising became an efficiently organized family business (Uchinanchu, 
p.220). 
 
  オキナワンが養豚業で繁栄したもうひとつの理由は、事業全体が家族間の強い連
携のもとに成り立っていたからである。養豚業は通常の収入を補うための小規模
なものとして始まった。（中略）子ども達が成長するに従い、彼らの養豚事業は、
効率的に組織された事業となっていった。 
 
 最後に教育である。養豚業で成功したとはいえ、多くの場合プランテーションから始ま
った生活は決して裕福なものではなかった。そこでオキナワンが次に求めたものが教育で
あった。既にこの時多くの日系人が労働から離れ、教師などの職種に就いていた。オキナ
ワンの間でも、2 世・3 世には教育を与えたい、そしてより良い生活を求めたいという考え
が広がっていった。この時のオキナワン 2 世は、アメリカ人としての意識と、プランテー
ションを基盤とするローカルという意識がオキナワンという意識に加わり、ハワイのオキ
ナワンとしての独特な意識構造ができていた。そこに第二次世界大戦が重なったことによ
り、教育を受けられる可能性が広がった。高等教育を受けたオキナワンが多くなるという
ことは差別が少なくなり、また養豚業も衰退していくことにも繋がっていった。 
さとうきびプランテーションが衰退していくと、日系人やオキナワンは職を求めて移
動、転職を繰り返した。そのひとつが養豚業であった。その間、オキナワンに対する日
系人の差別意識は続いた。プランテーションや貧しい暮らし、差別から抜け出す唯一の
方法が教育だった。教育の重要性を語る日系人やオキナワンは少なくない。執筆者によ
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る聞き取り調査でも全員が口を揃えて言っていた。 
2 世は既にプランテーションの暮らしから抜け出す方法を考えていた世代である。教
育はその夢を叶えた。多くの日系人、オキナワンが教師、医師、弁護士などになった。
F.K.も教育を受けたことによって、プランテーションから抜け出した一人である。その
方法として、通称 G.I.Bill がある。これは 1944 年に成立した Servicemen’s 
Readjustment Act の権利である。内容は第二次世界大戦を戦った退役兵に対して様々
な利権を与えるものであるが、その中に無償の教育が含まれていた。F.K.は朝鮮戦争を
戦い、G.I.Bill が適用された。そして教育に関する費用は免除になった。第二次世界大
戦中、F.K.は学校に通う生徒で、土日の他、金曜日は強制的に学校が閉められ、人手の
足りなかったプランテーションで働いていた。その後結婚したが召集令が届き、妊娠し
ていた妻を残し韓国へ出兵した。米兵として戦ったことで教育が受けられ、米国本土の
大学へ進学することも可能となった。 
これは G.I.Bill によって教育が受けられた一例である。ただし、戦争と教育と職種に
は、次のようなことも起こっていた。オキナワン 2 世の男性、T.S.は、養豚家であった。
戦時中、豚は重要な食糧であったため、戦争に参加したくても養豚家たちは兵力になる
ことを禁止されたと言っていた。 
 
During World War II hog farmers were frozen to their jobs as part of the essential 
sources of food supply for both civilians and the armed forces (Uchinanchu, p. 
220). 
 
第二次世界大戦中、養豚家は事業から離れられなかった。なぜなら一般市民と軍人
の食糧供給源として極めて重要であったからである。 
 
この頃、多くのオキナワンが養豚業に携わっていたわけだから、G.I. Bill を利用して教
育を受けることができないオキナワンもいたと言って良い。教育を受けられた者と受け
られなかった者の間で、その後の生活環境に差がついたことは言うまでもない。職種に
よって得られたもの、得られなかったものの差は大きい。“Education is important”と
よく 2 世は口にするが、それにはこのような歴史的背景があるからではないだろうか。
教育を優先する考えは 3 世へと受け継がれている。 
G.I. Bill がもらえなかったからといって、オキナワンが教育を受けられなかったわけ
ではない。事実、ハワイ大学に最初に入学した「日系人」の中にオキナワンもいた。結
果として教育はオキナワンにも様々な機会をつくり、差別からの解放にも繋がった。「オ
キナワン」という意識に付随していた負の概念は、この頃から払拭されていく。太平洋
戦争後に至っては、Hawaii United Okinawa Association (HUOA)が 1951 年に発足さ
れるなど、オキナワンは精力的に活動を始め、オキナワンという意識に対する負の概念
は消え、沖縄の文化とオキナワンの歴史と文化を継承していこうとする意識に取って代
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わっている。 
沖縄出身者・オキナワンに対する差別との関連性を、歴史、職業、教育の 3 点を通し
てみてきた。さらに意識とかたち（アイデンティティ）と照らし合わせることで、「オ
キナワン」という意識に対する概念がどのようなかたちとなって変化したかを辿ってい
った。その結果、移住前から存在した沖縄に対する差別意識はプランテーション内部に
も持ち込まれ、養豚家としてのオキナワンに対しても差別は繰り返されたことが分かっ
た。しかし教育が受けられるようになったことで、オキナワンも社会に広く進出するよ
うになり、オキナワンに対する差別は薄れていった。またこの一連の移り変わりを次の
ようにまとめる。 
 
In the community, the issei (original immigrants, first generation) became 
successful particularly in agriculture and business – farming, raising hogs, and 
starting small retail outlets. Subsequently many expanded their businesses as their 
children (nisei, second generation) became educated and involved in different 
phases of their enterprises. The nisei and their children (sansei, third generation) 
were also able to enter new fields such as education, administration, medicine, law 
and politics (Uchinanchu, p.243). 
 
コミュニティの中で 1 世（最初の移民、初代）は、農業、養豚、小売店などの、農
業と商売で成功した。続いて、彼らの子ども達（2 世、次の世代）が教育を受け、
事業に参加するようになると、多くの事業が拡大していった。2 世とその子ども達
（3 世、3 世代目）も、教育、管理職、医学、法律、政治などの新しい分野へ進出
していった。 
 
そしてオキナワンが「オキナワン」という意識に対する考え方も、プランテーション
から養豚業、高等教育へと時代が移り変わるにつれ、変わっていった。日本国内で沖縄
に対して日本への同化を図ったように、ハワイでも沖縄出身者は子どもを日本語学校に
通わせるなど、日本本土出身者の中に溶け込もうとしていた。しかし「オキナワン」で
あることに養豚業や教育を通して誇りを持てるようになると、沖縄の文化やオキナワン
の歴史・文化を継承していくことへの重要性に気付く。現在のかたちは Hawaii 
Okinawa Center（1990 年完成）やオキナワン・フェスティバルが表している。 
沖縄出身者も日本本土出身者も移住の目的は同じであった。以下の聞き取り調査記録
がそれを物語っている。F.K.は日系 2 世で、両親は福島からオアフ島へ移住した。彼は
以下のように述べている。 
 
The Okinawan came here because they were discriminated from Japan themselves, 
you know. They came here to work and they weren’t afraid to work in any kind of 
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job. Not only sugarcane but they would work in piggery, with pigs, gardening, you 
know the farming and all that, and they did well, too…. They were lot of 
Okinawans, and in fact my good friend was Tamayose, he’s Okinawan boy… really 
lot of Okinawan and you know, it doesn’t bother us, we don’t think Okinawa is 
anything different because we all in the same group that working to accomplish 
what we want to do. (2012 年 9 月 6 日記録) 
 
オキナワンは日本で差別を受けていたからハワイへ来た。彼らは働くためにここへ
来た。そして彼らはどんな仕事にも臆することなく就いた。さとうきびだけでなく、
養豚場でも働いた。豚、庭仕事、農業などでも働いた。そして仕事ぶりも良かった。
（中略）オキナワンはたくさんいた。実際、仲の良かった友達に、タマヨセという
名のオキナワンの男の子がいた．．．本当にたくさんのオキナワンがいた。だけれど、
そんなことは気にしない。みな同じことを目標に掲げて生きていたから、沖縄も私
達と同じだ。 
 
 
2－2 沖縄の文化・イン・ハワイ 
 
 沖縄の人々のハワイへの移住によって持ち込まれた文化は、プランテーション時代と
戦時下の抑圧された時期を経て、現在では、毎年 8 月末頃に Hawaii United Okinawa 
Association（以下：HUOA）が主催するオキナワン・フェスティバルが、ワイキキ
（Waikiki）にあるカピオラニ・パーク（Kapiolani Park）で開催されるまでに至る。
HUOA が発足されたのは 1951 年で、戦後のオキナワンの意識を象徴するものである。
オキナワン・フェスティバルでは、三線や琉球舞踊をはじめとした伝統芸能とエイサー
や現代の沖縄音楽が野外の舞台で披露される。広場には村人会、町人会毎にテントが与
えられ、そこで沖縄の食べ物、例えばアンダギーや、ハワイ文化と融合したミックスプ
レートなどの屋台が並ぶ。アンダドッグ、チャンプループレート、チキンプレート、オ
キドッグ、オキナワソバ、豚足スープ、焼き鳥、チリ＆ライス、タコライス、焼きそば、
かき氷などが一例である。最終日にある盆踊り（ハワイでは Bon dance と言われてい
る）では、プランテーション労働をうたった曲や日本各地の盆踊り、琉球太鼓と、沖縄
の文化と融合した曲の中で踊る。オキナワンの一大イベントである。このような沖縄の
文化は戦後のオキナワンによって復活したのである。 
オキナワンがプランテーション、脱プランテーション、養豚業の成功、太平洋戦争、
戦後の沖縄救済運動の一連の流れの中で「オキナワン」という意識のかたちが劣等感か
ら誇りへと変化していった様子を第 1 節でたどった。意識が変わることによって、様々
な部分に変化をもたらした。そのひとつが、沖縄の文化の復興である。復興を可能にさ
せたのが、戦後のハワイに生まれた新しい社会であり、そして沖縄救済運動で培われた
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意識が挙げられる。この 2 点を通して、オキナワンの意識と文化の関連性を探っていく。 
 第一に、戦後の新しいハワイ社会である。まず「ロコ（Local）」という意識である。
「土地の者」という意味であるが、ハワイの「ロコ（Local）」にはもうひとつ、プラン
テーションでの経験の有無が含まれる。プランテーション生活の中でも文化が生まれ、
これを「プランテーション文化」という。この「文化の核心の第 1 は「仲間
ピ ア
集団
グループ
」の存
在（中略）第 2 は食（フード）と言語（ピジン英語）」である（白水、2011：8-10；礒、
2015：13）。多くの移民 1 世と 2 世にとってプランテーションやプランテーション文化
が共通項となり、オキナワンも同様にプランテーション・プランテーション文化を共有
した。特に「仲間
ピ ア
集団
グループ
」という意識はオキナワンの間では特に強いのではないだろうか。
その表れが村人会や町人会といったオキナワン独自の「仲間
ピ ア
集団
グループ
」である。日系人の県
人会は存在するが、オキナワンのように村人会や町人会、字
あざ
といったレベルまで分かれ
て活動することはおろか、県人会ですらオキナワンのようには機能していない。オキナ
ワンの間で「仲間
ピ ア
集団
グループ
」という意識は細部にまで浸透し、沖縄の文化を継承・保持する
ことへも貢献している。また「ロコ（Local）」という意識に加えて、戦後のハワイ社会
の主義が変わったことが、沖縄文化の復興と継承・保持に繋がった。岡野が以下のよう
にいう。 
 
    新生ハワイ社会の特徴の一つは、人々が自らのエスニック・アイデンティティ
を主張すると同時に、多様な「エスニック文化」や「エスニック集団」が調和的
かつ混淆的に「共生」する「ローカル（local）」コミュニティの一員としてのア
イデンティティを重視している点にある。米本土のマイノリティ運動の影響がハ
ワイに及ぶ 70 年代以降、「人種」に代わる概念として徐々に「エスニック集団」
が定着するが、その変化はハワイ社会の支配的イデオロギーが、人種主義や植民
地主義から多文化主義へとシフトしたことを意味していた（2011：126-127）。 
 
またハワイ社会の成り立ちについては以下のように述べている。 
 
   ハワイにおける「人種」と「エスニック集団」の連続性について（中略）「人種」
と「エスニック集団」の間には歴史的経緯や社会的意味における重大な違いがあ
るにもかかわらず、今日のハワイ社会において両者は明確に区別されることなく、
むしろ互換的に用いられている。（中略）ハワイにおける「人種」はもともと身
体的特徴や「生物学的」特徴といったいわゆる「人種」的指標に基づいて分類さ
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れたカテゴリーではなく、先住性や国籍など「エスニック集団」的な指標に基づ
いてカテゴリー化された集団に無理やり「人種」概念を当てはめたに過ぎない。
したがって「人種」と「エスニック集団」の境界線は大方一致しており、「人種
リスト」はほとんど変更することなく「エスニック集団リスト」として引き継が
れたのである（2011：127－128）。 
 
また白水のいうエスニック・アイデンティティは次のようなことである。 
 
   エスニック・アイデンティティというのは集団的アイデンティティ、つまり
collective identity または group identity の一種である。集団的アイデンテ
ィティ自体が多義的な概念であるためにエスニック・アイデンティティもいくつ
かの意味を有する。（１）まず、当該のエスニック・コミュニティに所属してい
るという強い感情、エスニック・コミュニティとの一体感として把握される場合
がある。これをひとまず「エスニック・コミュニティへの帰属意識」と呼んでお
こう。（２）また、当該のエスニック・コミュニティに愛着を感じ、それが昂じ
てエスニック集団を誇りに思う、そしてその集団の一員としての自分にプライド
をもつという感情として把握されることもある。「エスニック・コミュニティへ
の愛着・誇り」と呼んでおこう。エスニック・アイデンティティとは、この（１）
と（２）の両方の意味を有し、状況や文脈に応じて使い分けられるのが一般的で
ある（白水、2008：6-7）。 
 
「ロコ（Local）」、「仲間
ピ ア
集団
グループ
」、「多文化主義」、「エスニック集団リスト」、「エスニック・
アイデンティティ」、これらの意識が沖縄の文化を復活させるひとつの要因となった。
ハワイ社会の変化に伴い、オキナワンの意識が「共生」へとかたちを変えたことにより、
沖縄文化に繋がったのである。 
 第二に、沖縄救済運動である。戦後の沖縄は、ハワイのオキナワンたちの支援によっ
て大いに支えられたのだが、その結果「ハワイでは琉球の歌や踊りのリバイバル」に繋
がったのである（島田、2004：248）。琉球三線、歌、舞踊、劇、沖縄相撲、沖縄唐手
拳法などが募金活動に利用された（島田、2004：248－249）。プランテーション時代と
太平洋戦争期に抑圧されていた沖縄の文化は、戦後の沖縄を救うために復活した。1951
年の HUOA 設立は、「沖縄救済運動を通じてオキナワンの団結が強まったこと、ハワイ
における沖縄文化が開花して沖縄の文化遺産を保持することに誇りを養ったこと、そし
てハワイにおけるオキナワンの立場の強化がオキナワンとしてのアイデンティティを
強めたこと」を示している（島田、2004：249－250）。さらに「戦後のオキナワンは救
済運動を通して村人会や町人会などのクラブの復活」に成功した（島田、2004：250）。
これは更なる沖縄文化継承の場を生み出すことへと繋がった。 
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 村人会や町人会は今でも存続しているが、特にオキナワン 1 世と 2 世が中心だった頃
はピクニックと呼ばれる各クラブ主催の催しの場で、沖縄の芸能の披露や伝統的な料理
が振る舞われ、沖縄文化継承の場であった。 
村人会や町人会などの小規模な場や、オキナワン・フェスティバルといった大規模な
場を通じて、文化は継承されていった。オキナワンが意識的に継承していったとも言い
換えることができよう。意識的に継承していったことにより、今では「オキナワン」の
境界線も曖昧になってきている。 
 これまでもオキナワンは時代に沿った意識を生み出し、「共生」することによってオ
キナワンという意識を継承していった。これは文化にも当てはまる現象で、混血が進む
今日、「オキナワン」と沖縄の文化を受け継ぐ「オキナワン」にも意識のかたちの変化
が見える。 
オキナワン・フェスティバルは沖縄の文化を継承する場であると同時に、ある種の「仕
掛け」である。フェスティバルを主催する HUOA は、「沖縄とハワイのオキナワン文化
を継承していくことの重要性を早くから気付いたオキナワンの女性たちによって意図
的に仕掛けられたのである」（礒、2015：17）。その仕掛けの場で目にするものは「沖縄
とハワイの要素がフュージョンされたパフォーマンス」である（城田、2010：98）。こ
の「フュージョン」とは「ことなる複数の文化的エレメントが、それぞれの境界線やオ
リジナルとされる部分をある程度たもちつつ、混成・混合している状況」を指す。（城
田、2010：102）。例えば沖縄の音楽は、「移民先でうまれた沖縄系二世、三世、四世た
ちのルーツやアイデンティティにつながる音源であると同時に、沖縄系以外の人びとに
よる音楽活動のツールにもなってきた」のであり、また近年ではハワイアンの音楽を取
り入れ、「ハワイと沖縄と日本をいきかう人と文化と情報と資本の流れをたくみに利用
しながら、ハワイのマルチ・エスニックな状況をうまくのりきっていこうとするオキナ
ワンたちの工夫がよみとれる」（石原・喜納・山城［編］2010：110-111）。 
エイサーもまた「フュージョン」のひとつである。エイサーはその他の古典芸能と比
較すると、新しい要素も取り入れる、開放的な部分がある。これまでもエイサーは、日
本的要素やアメリカ的要素を取り入れたり排除したりを繰り返しながら、その時代に合
った踊りを提供している。近年ではエイサーに、現代の若い世代に通ずる要素を取り入
れることにより、オキナワンであることが楽しい、誇らしいというイメージをつくり（仕
掛け）、結果的に沖縄の芸能文化の継承に一役かっているということである。 
沖縄の文化がオキナワンによって継承され続けている背景には、ルーツ探しと
“Uchinanchu at heart”という新たな意識の出現が関係している。 
近年のハワイのオキナワンの間では、“Uchinanchu at heart”という表現に頻繁に出会
う。これは混血が進むハワイ社会において、「オキナワン」が純粋なオキナワンではな
くなったとき、沖縄にルーツを持たない者も取り込むことになったときに生まれた意識
である。もはや沖縄とは無関係であっても、何らかのかたちで沖縄と関係をもっていれ
ば“Uchinanchu at heart”だという考え方である。沖縄の芸能を例とすると、オキナワ
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ン・フェスティバルで三線を弾く白人や、エイサーで琉球太鼓を打つ白人である。彼ら
もまた“Uchinanchu at heart”である。 
この場合の“Uchinanchu at heart”は、芸能を通して生まれる「仲間集団」の意識の要
素もある。これはエスニック・アイデンティティの「（2）エスニック・コミュニティへ
の愛着・誇り」がより強く表れており、オキナワン・フェスティバルのように「楽しさ」
を通してオキナワンの文化や沖縄に興味を持ち始め、そこから「愛着」や「誇り」が生
まれてくることによる意識である。 
また、沖縄にルーツをもたない者たちも沖縄やオキナワンに関心を寄せるようになっ
てきていることを意味し、「「血」やルーツだけでは、コミュニティを支えていく人員を
じゅうぶんに確保しにくい状況となってきている。そこで、オキナワンの「ハート」を
もつ非沖縄系の配偶者なども積極的にとりこんでいこうとする戦略が、近年、目立って
きている」ということなのである（城田、2010：105）。 
沖縄で 5 年に 1 回開催される「世界のウチナーンチュ大会」には「ウチナーンチュで
あるということへの深い誇りと共属意識」があり、「大会を通してアイデンティティを
確認し、絆を確かめ合」う場となっている（野入、2008：110）。ハワイのオキナワン・
フェスティバルにも当てはまる意識である。年に 1 回、フェスティバルを開催すること
で、2 世や 3 世はオキナワンという意識を再確認し、4 世や 5 世はオキナワンであるこ
とを意識し始め、やがて愛着や誇りのような“Uchinanchu at heart”に変化させていくの
である。また沖縄にルーツを持たない者も取り込むことにより、オキナワンという意識
が文化を通して「フュージョン」され、新たな意識が生まれるのである。 
現在ハワイ社会にある沖縄の文化は、沖縄の人びとがハワイへ移住した当初のものと
は異なるものである。しかし沖縄の文化を継承していくためには、オキナワンの意識同
様に、かたちを変えていかなければならなかった。日本的要素、ハワイ的要素、アメリ
カ的要素を取り入れながら、今のかたちとなった。またオキナワン・フェスティバルや
三線同好会、琉球舞踊会などの「団体」に所属することによって、オキナワンとしての
意識を再認識、あるいは新たに生み出し、帰れる場所（「帰属意識」）をつくることによ
って、沖縄文化の継承と意識の継承を可能にした。 
 
 
第 2 章 オアフ島のオキナワン・コミュニティ 
 
 1950 年代から 60 年代にかけてのオアフ島の地域像を詳細に残したデータはほとん
ど存在しない。そのため、プランテーションを去った後のオキナワンがどのような環境
のもとで育ったかを知る術がない。 
そこで第 2 章では、ココヘッド（Koko Head）とカハルウ（Kahaluu）の 2 つの地
域を取り上げ、そこでオキナワンがどのように暮らし、どのようにオキナワンという意
識と向き合っていったのかを探っていく。方法は聞き取り調査が中心で、主に 3 世がそ
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の対象である。 
第 1 章では、1 世と 2 世が対象だった。プランテーション労働を見ていくことで、1
世から 2 世へのオキナワンという意識の継承は、オキナワンへの差別やプランテーショ
ン労働生活を通して自然と受け継がれていったことが分かった。しかし、ここで取り上
げる 3 世という世代は、2 世とは性質が異なる。2 世から 3 世へのオキナワンという意
識の継承は難しかったのではないかと仮定する。なぜなら 3 世というのはアメリカ人で
あることを基本に、育つ環境によっては沖縄やハワイが生んだオキナワに触れる機会が
極端に減る世代だからである。 
プランテーションやオキナワンに対する差別が薄れていった時、次にオキナワンはど
のような方法で、その意識を継承させていくのか。ココヘッド（Koko Head）とカハル
ウ（Kahaluu）はともに多くのオキナワンが移り住んだ地域である。それぞれの場所で
オキナワン・コミュニティが形成されたのか。もし形成されたのであれば、それがある
種の仕掛けとなり、オキナワンという意識が受け継がれる結果に結び付いたのか。ある
いはオキナワン・コミュニティは形成されずに、別の方法で継承されたのか。あるいは
オキナワンという意識は継承されなかったのかを探っていく。 
 
第 1 節 ココヘッド 
 
1－1 コミュニティ 
 
 ここでは、50 年代から 60 年代にかけてのハワイ・オアフ島のココヘッド（Koko Head）
という地区をみていく。第一に、ココヘッド（Koko Head）を含む、ハワイカイ（Hawaii 
Kai）という地域の歴史を辿る。第二に、ココヘッド（Koko Head）の地域像を、実際
の証言をもとに描き出す。第三に、ココヘッド（Koko Head）という地区とオキナワン
という意識の継承の関連性を探る。50 年代から 60 年代は、オキナワンが脱プランテー
ションを果たした後であり、またハワイの至る所で開発が始まっていた時代でもある。
これら 3 点を通して、オキナワンという意識がどのようなかたちで継承されていったの
かを探っていく。 
 はじめに、ハワイカイ（Hawaii Kai）という地域についてである。現在この辺りは
住宅が建ち並んでいる（写真 1）。海沿いから渓谷まで住宅が密集している。しかし 50
年代から 60 年代のハワイカイ（Hawaii Kai）は、現在とは全く違う姿であった。 
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（写真 1）ハワイカイ（Hawaii Kai）の現在の様子 
 
写真 2 はココヘッド（Koko Head）から撮った、後にハワイカイ（Hawaii Kai）と
なるところである。1953 年に撮られた写真で、クアパ池（Kuapa Pond）とハハイオ
ネ渓谷（Hahaione Valley）を望む。現在とは異なり、住宅はほとんど見られない。単
に開けた大地、といった様子である。実際の当時の様子というのは、道路は舗装されて
おらず、沼地の中をトラックが進み、人が歩くのも赤土の上を裸足や草履で歩くといっ
た日常であったと、聞き取り調査の中でも示されている。このような土地が、ヘンリー・
J・カイザーという男性によって開発されていく。 
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（写真 2）Hawaii Kai, the First 20 Years. P.4 より抜粋。 
 
写真 3 と写真 4 は、その移り変わりを示したものである。写真 3 は 1961 年のクアパ
池（Kuapa Pond）周辺を撮影したものである。写真 4 は同じ場所の 1971 年の様子で
ある。 
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（写真 3）Hawaii Kai, the First 20 Years. P.18 より抜粋。 
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（写真 4）Hawaii Kai, the First 20 Years. P.19 より抜粋。 
 
ヘンリー・J・カイザー（Henry J. Kaiser）は米本土の実業家である。1950 年初頭
のハワイ州民の多くは、「安定した収入が得られる仕事を求めており」、「観光業は冬と
夏の 2 シーズン」しかない短いもので、シーズン外は「多くの者が一時解雇」されてい
た（Hancock, p.1）。誰もが望む安定した生活を提供するにあたり、カイザーは当初、安
価な住居を多く建設することを考えていたが、この計画は進まなかった（Hancock, p.2）。
米本土にカイザーが戻ってからも、ハワイの失業率や景気は良くなることはなかった。
そのような中でカイザーはまず、何を始めるにしても資金が必要であるとし、その資金
の調達源を探した。そこで目を付けたのがハワイの温暖な気候である。世界で一番良い
気候を売りにして、最高の観光業を生み出すことに意欲を注いだ（Hancock, p.3）。1955
年には、カイザー ハワイアン ビレッジ ホテル（Kaiser Hawaiian Village Hotel）
の建設が始まり、ここの観光業から得られた資金を基にセメント工場や、ホテルや観光
を宣伝する目的でラジオ局を創設した（Hancock, p.3）。ハワイの人びとに雇用の場を
与え、ハワイの景気回復にも繋がっていった。この間、カイザーは全く不動産業には関
心を示さなかった。しかし 1958 年頃、彼は後にハワイカイ（Hawaii Kai）となる場所
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の一部分の土地を、当時土地の賃貸業を行っていたビショップ不動産（Bishop Estate）
から買収した（Hancock, p.3）。これを機に次々とビショップ不動産（Bishop Estate）
から土地を買収し、ハワイカイ（Hawaii Kai）という地域をつくり上げていった。写
真 5 は 1961 年のハワイカイ（Hawaii Kai）である。開発が始まってわずか数カ月後の
写真である。場所はカラニアナオレ・ハイウェイ（Kalanianaole Highway）とルナリ
ロ・ホーム・ロード（Lunalilo Home Road）が交差するところである。 
 
（写真 5）Hawaii Kai, the First 20 Years. P.8－9 より抜粋。 
 
このルナリロ・ホーム・ロード（Lunalilo Home Road）沿いに住居を構えていたオキ
ナワンと、その近隣に住んでいたオキナワンに開発前の様子を聞くことができた。詳細
は後述するが、この周辺一帯は、ビショップ不動産（Bishop Estate）から土地を借り
ていたオキナワンが多く住んでいた。 
 この頃の移民の暮らしは、ビショップ不動産（Bishop Estate）のような不動産から
土地や家屋を借り、野菜などを生産し、その売り上げで生活したり、自分の土地を買い
求め、商売を始めるなど、自立した生活が多くなっていた。プランテーション生活から
抜け、人種・民族別に集団で暮らしていた環境から一転、自由な生活が送れるようにな
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ったと同時に、核家族化が進んだ。ルナリロ・ホーム・ロード（Lunalilo Home Road）
周辺のように、オキナワンが集まる場合もあったが、その規模はプランテーションのも
のとは比較にならない程小さなものである。オキナワンがこの場所に集中したのには、
養豚業が関係しているのだが、この周辺一帯のオキナワンが団結していたわけではなく、
基本は家族主体の生活となっていた。 
 やがてカイザーによる開発が進んでいくと、ルナリロ・ホーム・ロード（Lunalilo 
Home Road）沿いに住んでいた住民たちも立ち退く日がやって来る。養豚場も 1966 年
までには全てが閉鎖され、次々と住居などが建設されていった。 
 ではココヘッド（Koko Head）という地区はどのような場所であったのか。この辺り
は未開発な土地でもあったため、養豚業や農業を始めるのに適していた。特に養豚業を
営んだ家族はビショップ不動産（Bishop Estate）などから広大な土地を借り、そこで
数百頭規模で豚を飼育し、商売を始めた。写真 6 はハワイカイ（Hawaii Kai）となる
前のココヘッド（Koko Head）周辺にあった養豚場の様子である。 
 
 
（写真 6）Hawaii Kai, the First 20 Years. P.41 より抜粋。 
 
写真に収められている家族のように、家族経営の養豚業がこの時の主な形態であった。つ
まり、オキナワンという意識が継承される可能性のある環境ではあった。では、実際に養
豚業を営んでいたオキナワンからの聞き取り調査内容をもとに、ココヘッド（Koko Head）
周辺の様子と、養豚業についてみていく。 
 名前はフランシス・スエミ・スコットで、旧姓はナカマである（以下：フランシス）。
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彼女はオキナワン 3 世で、両親は共にオキナワンである。母親の名前はハルエ・ナカマ
（旧姓：アラカキ）で、1913 年にハワイ島のホノカア（Honokaa）で生まれた。彼女
はマカデミアナッツ農園を経営していた伯父夫婦のもとで育ち、1930 年頃までにはオ
アフ島のホノルル（Honolulu）へ移住している。 
 父親のイサム・ナカマは 1910 年生まれで、ハワイ島のヒロ（Hilo）でサトウキビ・
プランテーションの仕事をして暮らしていた。 
 
   一人目の妻であるヨシコ・ナカマ（旧姓：シマブクロ）との間に 4 人の兄弟をも
うけ、死別後、オアフ島ホノルルへ子ども達と移住した。ここでの最初の仕事は
チャイナタウンにあった Wing Sing Wo という主にコーヒーを売買する店での
配達などの仕事だった。1940 年代初め頃から 1950 年頃までのことである。終戦
後、チャイナタウン全体の景気が悪くなったことなどを理由に、家族とともにコ
コヘッド（Koko Head）へ生活の拠点を移した。そして 1951 年、ココヘッド（Koko 
Head）でフランシス・スエミ・ナカマが誕生する（礒、2014：64）。 
 
フランシスの家族はココヘッド（Koko Head）で養豚業を始めた。50 年代から 60 年代
頃の当時の暮らしを聞き取り調査の中で振り返った。図 2 は、フランシスの聞き取り調
査内容を基に再現したルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）周辺の様子であ
る9。詳細を次のように語った。 
 
   まずカラウラナオレ・ハイウェイ（Kalaulanaole Hwy.）を抜けると、ルナリロ
ホームロード（Lunalilo Home Road）という道路に出る。この道沿いに住んで
いた人たちは主にバラや野菜といった農園を営んでいた。例えば、イゲという人
物がカーネーション・ファームという農園を経営し、オカベという人物がバラ園
を経営していた。ヒガという姓の家族はレタス畑を持っており、その他に、カミ
ヤ、タキグチ、オクハラの 3 世帯も暮らしていた。かき氷屋やサービス・ステー
ション、小さな食料品店、ルナリロ・ホームと呼ばれていた老人ホーム、そして
日本語学校もあった（礒、2014：64）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                   
9 礒、2014：66 より抜粋。 
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図 2 ココヘッド周辺地図 
 
 
次にカイアマロード（Kaiama Road）とカイワロード（Kaiwa Road）周辺には
シマブク養豚場、タテイラ・ジャンクヤード（くず物集散所）、カネシロ養豚場、ト
ヤマ野菜農園、シマブクロ養豚場、そしてニイ・ナーサリーがあった。その他、ズ
ケランという姓の家族、ガキヤ家、シロマ家、シンセト家、ヒガ家、アセト家、カ
ネシロ家などが暮らしていた。ルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）一帯
とカイアマロード（Kaiama Road）とカイワロード（Kaiwa Road）の一帯を遮る
ように、クアパ池（Kuapa Pond）が存在した。その上を道が通り、橋を渡るとフラ
ンシスが暮らしていた地域に辿り着く。 
カミロヌイロード（Kamilonui Road）に面して、ナカマ養豚業（フランシスの家
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族）、イシカワ酪農場、タマシロ家、マエド家が暮らしていた（礒、2014：64－65）。 
 
図 1 からは１軒１軒の家が近いように感じられるが、実際は離れていて、特に養豚家や酪
農家の家は、家畜を飼育するのに広大な場所が必要であったため、家々は極端に離れてい
た。フランシスの家族も養豚業を営んでいたので、広大な敷地を借り、数百頭の豚を飼育
していた。その時の父親や兄兄弟の仕事について次のように語った。 
 
   豚の世話は朝早く、４時から始まった。まず餌を作るところから始まるのだが、そ
の材料となるのは、レストランなどの残飯だったため、それを貰いに行くところか
ら始まる。私の兄と、Aunty Stella の長男・ジョージがある日トラックに乗って、
レストランへ集めに行ったことを覚えている。ジョージは自分の家の畑仕事を手伝
うより、残飯を貰いに行って豚の餌を作った方が楽だと言っていたけれど、私たち
はジョージの畑仕事の方が楽だと思った（礒、2014： 65）。 
 
冗談を交えたこの会話から言えることは、この時既にオキナワンの間では核家族化が定
着していたということである。他の地域に暮らしていたオキナワンに話を聞いた時も、
フランシスの家族同様に、養豚業は各家族が個人で経営するものだと言っていた。つま
り、３世がオキナワンという意識を継承していくのであれば、それは家族の影響が大き
い、ということになる。では、ココヘッド（Koko Head）という地域性とオキナワンと
いう意識の継承との関連はあるのだろうか。 
 図１からは、オキナワンが多く暮らしていたことが分かる。それにもかかわらず、こ
の地域のオキナワンが密接に関わっていたかと言えば、そうではない。フランシスの場
合、偶然にも親戚家族が近くに住んでいたことから、彼らとの関係はあったようである。
しかし、ココヘッド（Koko Head）という地域が、オキナワンという意識を彼女の内に
生み出したとは考えにくい。Aunty Stella の次男も、フランシスと同年代のオキナワン
３世であるが、彼の場合もココヘッド（Koko Head）という地域がオキナワンという意
識に影響を与えたとは考えにくい。なぜなら２人に共通しているのが、幼少期に体験し
た所属クラブのピクニックや、それぞれの家庭内においてどれだけ「沖縄」に触れて育
ったかによるからである。詳細は次項で述べる。 
 またココヘッド（Koko Head）という地区は、ビショップ不動産（Bishop Estate）
が主に管理していた土地である。移住してきたオキナワンたちは、不動産から土地を借
りていたため、そもそも定住する予定がなかったのである。実際、カイザーによって開
発が始まり、移住を余儀なくされた。写真 5 は、1961 年に撮影されたルナリロホーム
ロード（Lunalilo Home Road）の様子であるが、これは開発が始まってたった数カ月
の様子である。ココヘッド小学校（Koko Head Elementary School）など、いくつかの
建物は残されたようであるが、養豚や農業を営んでいた場所とは思えないほどに様変わり
している。 
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1－2 オキナワン・コミュニティ 
 
 ここでは、1950 年代から 1960 年代にかけてココヘッド（Koko Head）に住んでい
た二家族の実際の証言をもとに、この地区のオキナワン・コミュニティがオキナワンと
いう意識の継承にどのような影響を与えたのかを探っていく。 
ルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）を中心に、ココヘッド（Koko Head）
という地域を前項で取り上げたことで、オキナワンが多く住んでいたことと、核家族が
主流であったことが分かった。戦後、ヘンリー・J・カイザーによって観光業を媒体に
地域開発が進むことで、ハワイ経済を促進させた。そこで得た資金をハワイカイ
（Hawaii Kai）開発に投入した。そのため、農業や養豚業を営んでいた日系人やオキ
ナワンは退去を余儀なくされた。 
 ハワイには確かに経済と雇用の安定が必要であった。カイザーという人物が、戦後の
ハワイにとって必要な存在であった一方、オキナワンの生活に影響を与えたのも事実で
ある。 
 ここで取り上げる家族は、前項でも取り上げたフランシス・スエミ・スコット
（Frances Suemi Scott、以下：フランシス）の家族であるナカマ家と、スミダ家の二
家族である。 
フランシスの母親（旧姓：Arakaki）は、1913 年に 4 人兄弟の長女としてハワイ島
のホノカア（Honokaa）で生まれた。母親と 3 人の兄弟は両親に連れられ、一度沖縄
に戻った。沖縄で育った母親が十代の頃、ハワイ島のホノカア（Honokaa）に戻った。
伯父・伯母を訪ね、彼らが経営していたマカデミアナッツ農園でしばらくの間手伝いを
しながら暮らした。彼女の仕事は、従業員の洋服の洗濯で、それが母親の小遣いとなっ
ていた。また母親がハワイに戻ったのが 1920年代と推測できることから、この時既に、
従来のプランテーションの姿が消えた、あるいは無くなりつつあったことが、彼女の伯
父・伯母の事例からうかがえる。つまり、白人が経営する農園やプランテーションでは
なく、日系人やオキナワンが経営することが増えていた、ということである。この場合
は、母親の伯父・伯母がマカデミアナッツ農園を経営し、従業員を雇っていたこと、さ
らには、オキナワンが既に土地を保有し経営していたことになる。従業員も多数雇って
いたようである。母親はその後、オアフ島のホノルルに移り住んだ。 
父親はハワイ島のヒロ（Hilo）で生まれ育ち、さとうきびプランテーションで働いて
いた。最初の妻との間に 4 人の子供がおり、死別後、オアフ島に移住する。フランシス
の母親と結婚後、チャイナタウンにあったコーヒー店で 1940 年代初頭から 1950 年頃
まで働いていたが、チャイナタウン全体の景気と、似たような商業施設の商売が成り立
たなくなっていったため、第二次世界大戦後、ナカマ家はココヘッドへ生活の拠点を移
した。フランシスは 1951 年から 1968 年までの 17 年間をココヘッド（Koko Head）
で過ごした。 
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フランシスは 6 人兄弟の末っ子で、家族は養豚業を営んでいた。2012 年 9 月の聞き
取り調査から、ルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）周辺に、オキナワンが
たくさん住んでいたことが分かっている。日系人の名前も数名挙がっている。皆仲が良
かったと言うが、1 世のプランテーション労働時代とは異なって、2 世の時代は、それ
ぞれの家族が独立していたと言う。プランテーションを去った後は、皆がそれぞれ家庭
を築き、各方面に移り住んで行った。またプランテーションが衰退し始めた頃は、2 世
が成人する年であり、アメリカ人としての意識もあることから、結婚などを機に親元を
離れ独立する場合も多くなっていった。しかし一方で、結婚などで離ればなれになった
親兄弟の仕事を手伝いに、バスを乗り継いで出掛けに行く、というような家族も多かっ
たと言う。フランシスが日本語学校へ通うのに使ったルナリロホームロード（Lunalilo 
Home Road）沿いには、バラ園・野菜園・養豚場・カーネーション畑など、様々な職
種が見られる。フランシスが幼い頃、よく自転車で橋を渡って、ルナリロホームロード
（Lunalilo Home Road）に出て、日本語学校に通い、授業が終わるとその先にあるか
き氷屋に立ち寄って、帰り道の途中で親戚の家に寄り、時にはご飯を一緒に食べ、それ
から家に帰ったと言っていた(2012 年 9 月録音より)。それぞれの家族が独立していた
とは言え、お互い助け合って生活していたようである。 
2013 年 2 月にフランシスと再会した時に、ハワイカイ（Hawaii Kai）全体を車でま
わった。彼女が住んでいた場所やルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）も走
った。車の中から｢この辺りにスミダ・ファミリーが住んでいた｣とか、「この辺りにか
き氷屋があった」とか、いろいろと説明してくれた。今は住宅街になっており、手つか
ずの土地という雰囲気の場所はもうない。ここで何百匹もの豚を買っていたとは思えな
いほどに整えられていた。彼女の住んでいた山の麓の方はまだ農園やガーデニング用の
植物を販売しているような場所が残っているが、その少し奥にはまた住宅街が姿を見せ
る。 
フランシスが描いてくれた地図や当時の航空写真を見ると、ルナリロホームロード
（Lunalilo Home Road）沿いの住宅は、野菜を中心とした農家や、大工が住んでいた
ようだが、道一本隔てただけで職種が変わる。彼女の言う「山の麓」に住んでいた家族
のほとんどが養豚業を営み、「道路の方」と言う「道路」はルナリロホームロード
(Lunalilo Home Road)を指すが、その近辺に家を構えていた家族らは、野菜やバラと
いった農業や農園を営んだり、雑貨や食料品を売る小さな店を持っていたりと「ハイク
ラス」な生活をしていたと例えていた。様々な家族形態が混在していた。フランシスは
ここでの暮らしを次のように話した。 
 
Care free. You know. It’s a country. Play with whoever was in the neighborhood. 
We used to have a pond. I drew a sketch and I don’t know if you understand the 
sketch. [Explanation of the map] All over here was developed by Kaiser. So 
everybody in here had to move out. We were at the last one hit over here because I 
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was living here (pointing at the map). My Dad had a pig farm. But now all this 
Kamilonui Road here is now not livestock. Because here it was all livestock and 
now it is all vegetable farms currently. So this Kuapa Pond kind of came in from the 
main highway all the way back and we had…. So I used to play in this pond over 
here. Used to catch tadpoles and do all kinds of stuff over here. When it rained, it 
was really flooded. It really flooded. Lots of… had nursery, had Nii Nursery, 
Toyama Vegetable farmers, or just families, no farms or anything like that. But this 
is where my sister married to a Shimabuku family. They also had pig farms. They 
lived over here. Now, this lot over here is the, I don’t know what they call… 
Kamilonui Park? There is a part over here. Current. It was their front yard. And 
there is a school up here. This is a map of the old days. Lots of farms because they 
had rose farm, carnation farm and all kinds. And I went to Japanese school over 
here. 
So I would walk from here, stop at the shave ice stand (laugh), went here to 
Japanese school. And after I went to Japanese school, I went to Aunty’s house to 
stay until my Mom finish work. And my Mom would come and pick us all up and 
take us home. And Aunty raised me. She was my babysitter. So for years, I was 
over there. 
The bus actually came along the Kalaulanaole Highway, turned over here at 
Lunalilo Home Road, and then the bus stop ended right here. So from here, we had 
to get off and we had to walk home. So I had to walk home this way and this way 
and go straight down. 
 
自由だった。田舎だから。近所にいる誰とでも遊んだ。池があった。この辺りを描
いてみたけど、分かりづらいかもしれない。［地図の説明』］この辺りは全てカイザ
ーによって開発された。だから、ここに住んでいた全ての人が退去しなければなら
なかった。私達は、この辺りだったから、一番最後だった。［地図を指す］私の父
親は養豚業を営んでいた。だけど、このカミロヌイ・ロード一帯に家畜類はいない。
昔この辺りには家畜しかいなかったけれど、今は野菜農園になっている。ここのク
アパ池は、主要道路から繋がっていて、私はよくここの池で遊んだ。オタマジャク
シを捕まえたり、いろいろなことをここでした。雨が降った時は、冠水状態だった。
本当に水浸し状態になった。ニイ・ナーサリーやトヤマ野菜農園などもあった。あ
とは農園などを持っていない普通の家族世帯もあった。ここで私の姉はシマブク家
に嫁いだ。彼らも養豚業を営んでいた。彼らはここに住んでいた。現在ここの土地
は…何て言ってたか…カミロヌイ公園? ここが彼らの前庭だった。そして、この
辺りに学校がある。これは昔の地図よ。たくさんの畑があった。バラやカーネーシ
ョン、その他にいろいろ。そして私はここの日本語学校へ通った。 
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私はここから歩いて、かき氷屋さんに寄って（笑い）、ここの日本語学校へ行った。
日本語学校の帰りに、伯母の家に行き、母親の仕事が終わるのを待ち、父親が私と
母を迎えに来て、家へ帰って行った。伯母が私を育ててくれた。伯母が私のベビー
シッターだった。何年も伯母の家に行っていた。 
バスはカラウラナオレ道を走って、このルナリロ・ホーム・ロード（Lunalilo Home 
Road）を曲がり、そこに最後のバス停があった。そこで降りて、歩いて家に戻っ
た。だから、こう行って、こう行って、真っ直ぐ行った。 
 
いとこが 1 回だけ自分の父親が営む養豚業に話題が及んだ時、養豚業の仕事の内容も教
えてくれた。この頃は農業でも養豚業でも、やはり力仕事は男中心だったようで、フラ
ンシスが手伝うことはあまりなく、見ていることが多かったようである。しかしパソコ
ンや携帯電話など無かった時代、幼かった彼女にとっては、その仕事場は面白い遊び場
だったようである。 
 
  He said he went to collect garbage because in those days, we had to collect the 
garbage from the restaurants or wherever, you know, produce places and bring it 
home, cook it and feed it to the pigs and stuff like that. He went with my brother 
because they are like one year apart. So I didn’t know that until he (the cousin’s 
older brother) told me later. He thought it was easier to work than to work in the 
vegetable garden. (laugh) But a vegetable garden is probably easier than on the 
farm. (laugh) 
 
  彼（いとこ）は（私の兄と）レストランなどの残飯が出るお店を幾つかまわって、
生ゴミを集めに行った。それを持ち帰って調理し、豚に餌として与える。彼は私の
兄と 1 歳くらいしか年が離れていなかったから、一緒に行ったみたい。私はこのこ
とはあとになってから知った。彼（いとこ）は、家の野菜畑で仕事を手伝うより、
残飯を貰いに行って豚の餌を作る方が楽だと言っていたけれど、私たちは畑仕事の
方が楽だと思ったわ。（笑い） 
 
と、笑いながら冗談も言っていた。この当時、楽な仕事などなかったことが分かる。 
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                1950 年代から 60 年代頃のココヘッドの様子 
 
 
フランシスの場合、両親がともにオキナワンであるため、沖縄の文化に触れる機会が
あったのかどうかを尋ねてみた。彼女の答えは｢生まれた時から｣であった。両親とも沖
縄の音楽が好きで、養豚業を辞め、ダウンタウンにある地域に越してからは（1968 年）、
特に 2 人の沖縄の音楽の演奏を聴く機会が増えたと言っていた。父親が三線を弾き、母
親が琴を演奏していた。そして現在、自宅の壁に立て掛けてある母親の琴を見せてくれ
た。2 人は毎週 1・2 回教室に通い、先生から指導を受けていた。母は 2 つの教室に通
い、父はモイリイリ（Moiliili）にある、ハリー・ナカソネ先生の教室にずっと通って
いた。現在も彼の教室は残っており、ハワイ大学で三線を教えていたこともある、その
コミュニティの中では有名な三線の演奏家である。生まれた時から沖縄の音楽に触れて
いたことで、今もなお三線や琴を習いたいという思いはあるものの、実現には至ってい
ないと言う。しかし、いつかは習いたいという強い思いはあるようで、やはり幼少期に
沖縄の音楽に触れ、両親が演奏するのを見てきたことから、何らかの方法でオキナワン
という意識を持ち続けたいという思いがある。 
 料理もアイデンティティ＜意識＞の一部である。沖縄の料理はフランシスの人生の一
部である。正月は毎年、フランシスの両親の家に集まることになっていたそうだ。ココ
ヘッド（Koko Head）に住んでいた時も、ダウンタウンに越してからも、その習慣は変
わらなかった。大晦日に家族が集まり、一年の最後の日に家族で食卓を囲むこと、また
一年の始まりの元日も、家族で食卓を囲むことが習慣となり、その際、沖縄の料理がた
くさん並べられた。母親が豚足スープを大晦日に作り、それをまた元日の昼食に食べる。
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寿司、煮しめ、昆布巻き、さつま芋などの天麩羅、餅などが毎年恒例のメニューだった。
家族で正月に集まる習慣は今も続いているそうで、メニューはマカロニサラダや天麩羅、
煮しめや赤飯、黒豆や昆布巻き、フルーツの盛り合わせと、意外と日本の正月料理のよ
うな雰囲気に似てきている。料理に関して言えば、彼女からはオキナワン・アイデンテ
ィティ＜意識＞と言うより、ハワイ・アイデンティティ＜意識＞が感じられた。これは
オアフ島が、アメリカ・日本・沖縄・ハワイアンの伝統など、様々な文化が混ざり合い、
ハワイ特有の文化ができあがった結果である。フランシス達家族の料理に関しては、豚
足スープがあり、赤飯があり、マカロニサラダがあるように、フランシスの意識の根底
にはオキナワンであるという意識があるものの、それに加えて彼女が育った環境、つま
りハワイという環境で生まれたハワイ特有の意識がオキナワンという意識と並行して
存在することが分かる。 
そのオキナワン・アイデンティティが彼女には強く備わっていると感じられた部分が
聞き取り調査内容の中にあった。それは彼女の祖父母に関しての質問をした時である。
彼女自身が沖縄に親戚を訪ねて行ったことを話してくれた。初めて沖縄に行った時、ど
う思ったかと尋ねてみると、涙を抑えながら｢嬉しさ半分、悲しさ半分」と言った。母
親が持っていた沖縄の実家の写真をフランシスはよく見ていたらしく、実際その場所に
立ち、ここが母親の育った場所だと思ったら「嬉しさ半分、悲しさ半分」という気持ち
になったと言う。また「やっと自分の“家”に戻って来た」という気持ちになったそう
である。“I finally came home.” これはフランシスの根底にある、幼少期に影響を受
けたことによる、オキナワンであることへの強い意識の表れである。フランシスは現在
もオキナワン・フェスティバルにコミュニティの一員として毎年ボランティアで参加し、
夏の風物詩である盆踊りにも行って、沖縄の音楽に親しんでいる。 
以上のことから、フランシスの場合、「家族」というコミュニティの中でオキナワン
という意識を形成させていったと考えられる。ルナリロホームロード（Lunalilo Home 
Road）周辺には当時オキナワンが多く暮らしていたことは、フランシスが描いてくれ
た周辺地図からも明白である。そのため、プランテーションの時と同様に、ココヘッド・
オキナワン・コミュニティのようなものが形成されたことを予測していたが、実際は、
地域によって形成されたオキナワン・コミュニティによってオキナワンという意識が形
成されたわけではなく、家庭の中で沖縄に触れることによって個人的に意識するように
なっていったことが分かった。では、同じ時期、同じ地区に住んでいた S 家の場合は、
どのようにオキナワンという意識を形成していったのだろうか。 
S 家については、長男のジョージと次男のウェインの兄弟に話を聞くことができた。
兄弟の他に姉が 1 人と両親、祖父母と一緒に暮らしていた。彼らもまたオキナワンであ
る。2 人の父親はセオドア（Theodore、以下：テッド“Uncle Ted”）で、1917 年にハ
ワイ島のホノカア（Honokaa）で生まれた。母親はステラ（Stella、以下：アンティー・
ステラ“Aunty Stella”）で、1919 年にオアフ島のワヘワ（Wahiawa）で生まれた。2
人ともオキナワン 2 世である。長女は 1941 年にオアフ島のホノルル（Honolulu）で生
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まれ、オキナワン 3 世である。ジョージは 1943 年にオアフ島、ホノルル（Honolulu）
で生まれた。ウェインは 1951 年にオアフ島、ホノルル（Honolulu）で生まれた。2 人
もまたオキナワン 3 世である。 
彼らはレタス中心の農業や大工業、蘭の栽培などで生計を立てていた。フランシスの
親戚でもある。フランシスにも聞き取り調査をしたことを伝えると、“They were living 
in the back” と、言った。ルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）が｢前｣で養
豚業が主だったフランシスの家があった辺りを「後ろ」という認識なのだと、その認識
を興味深く思った。 
ウェインの場合はまだ幼かったため、ここに住んでいた頃は、年が近かったフランシ
スと彼女の兄と遊んだ記憶がほとんどだと言うが、兄のジョージの場合は、家の農作業
の手伝いの他、豚の餌となる残飯をレストランにトラックで貰いに行き養豚場まで運ぶ
など、働き詰めの毎日を送っていたようである。この当時の彼らの暮らしは決して楽な
ものではなかった。｢太陽が昇る前に仕事を始め、時間になると学校へ行き、帰ってく
ると日が沈むまで働いた｣とジョージは話してくれた（2012 年 9 月録音より）。土曜日
や日曜日も休めない。家にいれば仕事。特に男手は必要だった。1 世たちとはまた違っ
た苦労があったようである。そして彼らもまた、近隣住民との密接な関わりはあまりな
かったと言う。 
フランシス同様に、ウェインもまた当時、どの辺りに誰が住んでいたかという記憶は
あるものの、ココヘッド（Koko Head）やルナリロホームロード（Lunalilo Home Road）
を中心にしたオキナワン・コミュニティは築かれなかったと記憶している。ウェインの
場合、沖縄に接する機会はやはり家族を通じてであったようである。彼の祖父が三線を
弾いていた思い出と、祖父母の会話が沖縄方言であったこと、そして家族が所属してい
た与那原クラブのピクニックを通して、沖縄・オキナワンというものに接触していたよ
うである。ここでも家族主体であった。また、移住先で新たにオキナワン・コミュニテ
ィが形成されるというよりは、与那原クラブのように、親戚家族や出身地別に集まるこ
とによって、より強い意識をそこから形成させていった。これは一種の帰属意識である。
そしてこれは白水の言うところのエスニック・アイデンティティの中の当該のエスニッ
ク・コミュニティ帰属意識という強い感情である。このエスニック・コミュニティ帰属
意識は、エスニック・コミュニティとの一体感として把握される場合がある（白水、
2008：6）。ウェインの場合はこのエスニック・コミュニティ帰属意識を無意識に持っ
ていた可能性がある。 
なぜなら聞き取り調査の中で彼は年齢が 50 代後半になるまで、オキナワンであるこ
とを意識したことはなかったと言っていたからである。ピクニックに行くという習慣も
徐々に無くなっていき、沖縄に接する機会が減っていくにつれ、オキナワンであるとい
うことへの意識も薄れていった。ジョージの場合も、ウェインの場合も、成長過程の中
で太平洋戦争やベトナム戦争など、アメリカ人であることをより一層意識させる出来事
が起こり、また 3 世はまずアメリカ人であることが最優先となっていく世代でもある。
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そのためアメリカ人であるという意識と、ハワイ特有のローカル（Local）という意識
は形成されていくものの、オキナワンという意識を持ちながら成長する事例はあまり多
くない。 
また女性と男性でも差はあるようである。個人差はあるものの、聞き取り調査をする
上で、男性は女性よりも親との関係が薄いと感じられた。女性の場合は母親から沖縄に
いる親戚について聞かされていたり、沖縄について話し合う機会が多い。一方で男性は
父親とそのような話をすることもなく、興味さえ抱かなかったということが多かった。
事例を多く示せるデータではないが、実際このような関係があったのも事実である。 
ここまで 2 家族を中心に、オキナワン・コミュニティがココヘッド（Koko Head）
に存在したのか、そしてココヘッド（Koko Head）のオキナワン・コミュニティが 3
世のオキナワンという意識の形成に影響を与えたのかを探った。聞き取り調査内容をみ
ていく限りでは、ココヘッド（Koko Head）のオキナワン・コミュニティは無かった。
そのため、この地区に住むオキナワンが、地区を通してオキナワンという意識を形成さ
せていったことは極めて低い。この時代は既にプランテーションのような大規模なコミ
ュニティを通してオキナワンという意識を形成させていくことはなくなっており、家族
単位で継承させていくかたちとなっていた。 
 
 
第 2 節 カハルウ 
 
2－1 コミュニティ 
 
 ここではハワイ・オアフ島のカハルウ（Kahaluu）という地域をみていく。第一に、 
ハワイのオキナワン 1 世と 2 世の意識の違いを検証する。第二に、実際にカハルウ
（Kahaluu）で生まれ育ったオキナワンの事例をもとに、実際にはどうオキナワンとし
ての意識が形成されたのかを聞き取り調査内容から検証する。 
オキナワンであることを受け継いだ共同体のひとつとして、カハルウ（Kahaluu）と
いう地域に着目した。カハルウ（Kahaluu）は「オキナワン・タウン」（Ige、1989）
と言われるほど、沖縄に先祖をもつ人たちが集中して暮らしていた地域であった。プラ
ンテーション労働が衰退していった後、オキナワンが移り住んだ地域のひとつである。
オキナワンは、これまでのプランテーションという共同体から抜け出し、カハルウ
（Kahaluu）という新たな共同体に属するようになった。しかしこの共同体はプランテ
ーションという共同体とは性質が異なる。職種も様々な、それぞれの家族が独立して暮
らしている共同体である。そのような中で、どのようにしてオキナワンという意識が受
け継がれていったのかを検証する上で、カハルウ（Kahaluu） という地域像を描き出
すことが重要で、家庭やこの地域の中にあった沖縄の文化に接し育ったことが、オキナ
ワンであることへの意識を形作っていったのではないかと考える。では第一に、1 世と
 - 68 - 
 
2 世の意識の違いを検証する。 
 沖縄の人々が 1900 年にハワイへ移住を開始し、やがてそこで家庭を築いていった。
ハワイで生まれた子どもたちは、アメリカ国籍を有し、アメリカの教育を受けて育った。
2 世が自分たちをオキナワンであると意識するようになる背景に、その者の育った環境
がある。環境というのは人に大きな影響を与える。例えばプランテーションでの生活で
ある。彼らの多くは日系人（日本本土からの移住者）とオキナワンとの間の差別意識を
感じながら生きた。プランテーション生活に関する記録は Uchinanchu: A History of 
Okinawans in Hawaii（1981）や Kodomo no tame ni（Ogawa, 1985）などにも記され
ている。このような境遇を全てのオキナワン 2 世が経験したとはもちろん言えない（イ
ンタビューを通して、オキナワン 2 世であっても年齢によって差別を感じなかったと語
る人物もいた）が、自分がオキナワンであると意識する、一要因だったのではないだろ
うか。その他、家庭環境もオキナワンであることを意識する重要な役割を果たしている。 
 オキナワンの家庭では、沖縄の料理が食卓に並んだり、三線の音色が聞こえてきたり
した。沖縄の方言もよく耳にした。オキナワン 1 世は英語を話せない、あるいは片言し
か話せなかったため、沖縄の方言で会話をしたり、沖縄方言、日本語、英語などを混ぜ
た会話（ピジン・イングリッシュ）をしていた。沖縄の言葉を話す・聞くこともオキナ
ワンであることを 2 世が意識する要因である。 
 歴史こそがオキナワンであることを意識させる要因となり得る。日本が真珠湾を攻撃
したことにより、アメリカ・ハワイに住む日系人とオキナワンの立場が悪くなる。それ
まで、「日系人」や「オキナワン」だと民族の違いを意識してきたが、太平洋戦争によ
り、日系人とオキナワンを隔てる壁は無くなり、「日本人」または「ジャパニーズ・ア
メリカン」として見られるようになる。ここで一度両者を区別する意識は無くなった。
再びオキナワンであることへの意識が浮上することとなったのは、戦後であろう。それ
からのオキナワンであることへの意識は、これまでの劣等感から誇りへとかたちを変え
ていた。 
 戦後大きな打撃を受けた沖縄を、ハワイのオキナワンたちは支援した。食料、特に豚
を中心に支援したり、養豚の技術を教えたり、親戚・家族がいる者は仕送りもした。様々
な面で戦後の沖縄を支えた。これを機に、オキナワンであることを誇りに感じるように
なってきたのではないだろうか。 
以上のようにオキナワン 2 世の多くは、オキナワンであることに対して、様々な意識
の変化を経験してきた。劣等感に満ちた時期と、第二次世界大戦を経て芽生える誇りと
いう感情の両方を経験した。このような意識の変化を実際に経験した人物の記録がここ
にある。彼の名前はフィリップ・Ｋ・イゲで、オキナワン 2 世である。 
 
   Among other things, I’m an Okinawan, but if you should ask me what it feels 
like to be an Okinawan nisei in Hawaii, I would have a hell of a time answering 
you. But for sure I can tell you I don’t feel inferior or superior to others just 
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because my father and mother came from Okinawa of the Ryukyu Islands. I’m 
glad, of course, that they did, for that made me “Hawaii-born,” with all the rights, 
opportunities and responsibilities of an American citizen. I don’t feel particularly 
“different” from other Japanese Americans in the Islands. In fact, I don’t feel 
particularly “Okinawan,” if that makes any sense. But it wasn’t like that in the 
beginning. No, it wasn’t like that for a long time (Uchinanchu, 1981:149).  
 
   何よりも私はオキナワンである。しかしオキナワン 2 世であることをどう感じ
るかと問われたら、簡単な答えはない。両親が沖縄出身であるからと言って、
自分が他人よりも劣るとも優れているとも思わない。（中略）自分が他の日系ア
メリカ人と「異なる」と感じることもない。その上、自分がとりわけ「オキナ
ワン」だとも思わない。だが初めからこのように感じていたわけではない。長
い間、そうではなかった。 
 
イゲ氏の言う「No, it wasn’t like that for a long time」は彼の生まれ育った環境が物語
っている。イゲ氏の場合はカハルウ（Kahaluu）という地域で生まれた。そこはバナナ
栽培が盛んな地域だった。しかし彼にとっての一番古い記憶は、モロカイ島（Molokai）
にあるマウナロア（Maunaloa）のパイナップルプランテーションだと言う。そこで初
めて自分がオキナワンであることを認識した。その後も度々自分がオキナワンであるこ
とを感じさせられる出来事を経験し、オキナワンであることを恥じる思いもした。逆に
オキナワンであることで良かったことでさえ、どこか彼の心には常にオキナワンである
ことへの恥ずかしさのようなものが存在し続けた。しかし日本が真珠湾を攻撃したこと
により、日系人とオキナワンの民族的差異が消えた。出身がどこであろうと、アメリカ
人にとって日系人もオキナワンも皆「日本人」となったからである。そして彼の「オキ
ナワ」や「オキナワン」という言葉に対する感情も、沖縄戦の話題をラジオを通して聞
くたびに、もっとその言葉を聞きたいというものに変化していったと、自身の心境の移
り変わりを Uchinanchu: A History of Okinawans in Hawaii の中で記している（1981：
149-159）。 
 
I can say that the war years were the turning point for me as an Okinawan, a 
Japanese, and an American. … Rather than seeing these elements as conflicting 
parts of me, I see them as enriching and strengthening me in coping with life by 
providing me with otherwise unavailable choices from three or four cultures. I 
accept, respect, value, and enjoy each of these parts of me (Uchinanchu, 1981:160). 
 
  戦時中がオキナワン、ジャパニーズ、そしてアメリカンである私の転機だったと
言える。（中略）私のもち合わせているこれらの要素を相反するものとして捉える
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のではなく、生きる上で自分の価値を高めるもの、強めるものとして私は見てい
る。そうでなければ 3、4 つの文化から一つを選ぶことなどできない。私は私の中
のそれぞれの要素を受け入れ、敬い、評価し、楽しんでいる。 
 
フィリップ・Ｋ・イゲ氏にとって「オキナワン」であることは恥であった。それはプラ
ンテーションや学校などの場で経験した事柄が彼の恥じる思いに影響しており、この
「恥」という感情は、これまでに出版・記録された多くの書物に登場するオキナワンの
感情である。しかし彼の場合、第二次世界大戦がきっかけとなって、オキナワンである
ことへの意識が変わっていった。そして一度戦争によって消えたと思われた日本人とオ
キナワンの民族の境界線は、目に見えて存在はしていないが、彼の「for me as an 
Okinawan, a Japanese, and an American」という言葉にも表れているように、オキナワ
ンとしての意識がかたちを変えて存在していることが分かる。 
先述したように、全ての 2 世が同じ経験をしたわけではない。確かに 9 人兄弟の長男
（1924 年生）、次男（1931 年生）、三男（1936 年生）にインタビューを行った時も、
それぞれが違った経験をしているため、オキナワンであることをどのように意識したか
という経緯（かたち）については異なっていた。しかし、彼らにとってアメリカ人であ
ることが第一の意識（アイデンティティ）だとすると、第二の意識（アイデンティティ）
の表し方こそ違えども、オキナワンであることへの誇りのようなものが存在することは
確かなようである。では実際に、カハルウ（Kahaluu）という地域はどのような場所で、
どのように暮らしていたのか。 
カネオヘ（Kaneohe）はオアフ島の西部にあり、コオラウポコ地区（Koolaupoko 
District）に属する地域である。カネオヘ湾にこの地区一帯が面しており、北からクア
ロア（Kualoa）、ハキプウ（Hakipuu）、ワイカネ（Waikane）、ワイホレ（Waiahole）、
カアラエア（Kaalaea）、ワイヘエ（Waihee）、カハルウ（Kahaluu）、ヘエイア（Heeia）、
カネオヘ（Kaneohe）の地域が集まる。2010 年の時点でのカネオヘ（Kaneohe）の人
口は約 34,597 人で、アジア人の割合は 36.9%である10。カネオヘとカハルウの人口の推
移は以下のとおりである（表 2）。 
 
 
                                                   
10 "United States Census Bureau." Kaneohe CDP QuickFacts from the US Census Bureau. N.p., n.d. Web. 
21 June 2014. <http://quickfacts.census.gov/qfd/states/15/1528250.html>. 
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（表 2）1831-1970 年のコオラウポコ地区の人口の推移11 
 
 
カハルウ（Kahaluu）に住む人々の住まいは、主要道路よりやや奥まった所に集中し
ている。2014 年の現在も、緑が生い茂り、雨が降れば山々から雨水が滝のように流れ
落ちる様を見ることができる自然豊かな地域である。またカハルウは「オキナワン・タ
ウン」とも呼べる場所である（Ige、1989）。トム・イゲ（Tom Ige）によれば、1920
年までには 100 家族中、約 80%がオキナワンの姓を名乗っていたと言う。ナカマ、ヨ
ギ、アサト、ヒガ、アフソ、イゲ、セリカク、コガチ、アゲナ、ヨナシロ、コバシガワ、
コチ、ツハ、トグチ、ナカダ、ギノザ、キヤブ、オシロ、ミヤシロ、ヤマシロ、ヤマノ
ハ、ヨナミネ、ギマの姓を本文中で示している（Ige、1989：2）。ここに住む人の大半
がオキナワンの姓を名乗っていたことで、日系人との間の差別も感じず、他の地域では
躊躇われていた沖縄の音楽や踊りも、ここでは隠されることはなかった。そのため、イ
ゲは幼い頃から沖縄の文化に慣れ親しんで育った。では同じ頃、カハルウで育ったもう
ひとつのオキナワンの家族はどうであったろうか。 
 2012 年と 2013 年に計 3 回のインタビュー調査を行った。そこで得られた情報をも
とに、カハルウの地域像を描き出し、カハルウに長年暮らしている人物がどのようにし
てオキナワンであることを意識し始め、現在に至るかを考察していきたい。 
 この家族は両親（オキナワン 1 世）と 9 人の子ども達とともに暮らしていた。最終的
な住まいを構えるまでは、カネオヘ地区の中を 3 回ほど転々とした。9 人兄弟の内、3
男で末っ子の L・S・アサト（仮名）は 1936 年生まれで、兄弟の中では一番カハルウ
                                                   
11 Kane'ohe, a history of change に示されている表を基に作成。 
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に長く住んでおり、現在もカハルウで暮らしている。よって、ここでは彼の証言を重点
的に取り上げる。 
 L・S・アサトの両親の名はテイコとウシで、テイコは 1913 年にハワイへ渡った。2
人は 1916 年に婚姻届を出し、ウシは 1917 年にテイコの待つハワイへ渡った。そして
2 年後の 1919 年に第 1 子で長女が誕生する。その後 1921 年に次女、1922 年に三女、
1924 年に長男、1926 年に四女、1929 年に五女、1931 年に次男、1934 年に六女、1936
年に三男・L・S・アサトが誕生する。彼らはプランテーション労働というよりも、養
豚業や農業を中心に営み、家計を支えていった。そしてカネオヘで第二次世界大戦を経
験している家族でもある。 
 テイコとウシは島の中心部のワヘワ（Wahiawa）という地区から生活をスタートさ
せた。その後、真珠湾に近いパール・シティ（Pearl City）に移り住んだ。ここで長女・
次女・三女・長男・四女・五女までが生まれた。1919 年から 1930 年まで住んでいた
ことになる。五女の話によれば、父親はパイナップル畑で働いていて、母親は子供が幼
いこともあり、専業主婦だったと言う。そして風呂が家にあったことを鮮明に覚えてい
た。薪を使って風呂の湯を沸かしていたと言っていた。 
 1930 年頃、家族はオアフ島の西側にあるワイカネ（Waikane）という場所に引っ越
した。兄弟はここから学校へ行くようになったと言う。学校は小学校と日本語学校へ行
ったと言っていた。長女の兄弟・姉妹は口を揃えて長女が一番優秀だったとインタビュ
ーの中で語ってくれた。とにかく、この頃はまだ日本語学校へ行くことができ、日系人
やオキナワンは親に行かされていた。L・S・アサトのように生まれの遅い 2 世は、途
中で太平洋戦争が始まってしまったため、日本語学校が閉鎖されてしまったという事例
もある。 
 1931 年に次男が生まれてからはワイホレ（Waiahole）に移った。この辺りがカハル
ウと呼ばれる地域で、この家族はここに腰を据えることになる。ここで六女と三男・L・
S・アサトが生まれる。この時点で姉や兄は結婚し、別の場所に移り住んでしまってい
たため、この地域の様子の証言は主に六女と L・S・アサトによるものである。ここで
の生活は主にタロイモの栽培やフルーツなど、収穫したものを市場に持って行き、その
売り上げで生活をしていた。この周辺一帯は、1800 年代からタロイモ、さとうきび、
パイナップルなどの栽培が盛んで、家畜を放牧する牧草地も広がっていた。1900 年代
も、同じように暮らしていたことが分かる。 
また、L・S・アサトのインタビューから得られた情報のひとつに、この地域にはオ
キナワンが多く住んでいた、というものがあった。先述したトム・イゲの記録と重なる。
L・S・アサトは当時の自宅の周辺地図も描いてくれた。それによれば確かにオキナワ
ンの姓がたくさん書き込まれている。例えば、セリカク、ヒガ、ヤマシロ、ヨナシロ、
アラシロ、ミヤシロ、ツハ、ヨギ、アサトなどである。その他に日本姓が数名、中国姓
や韓国姓が 1 人か 2 人見受けられるが、「オキナワン・タウン」と呼ばれるように、オ
キナワンの姓が非常に多い。 
 - 73 - 
 
L・S・アサトは、幼少期からの自分の経験を話してくれた。以下は 2013 年に行った
2 回目のインタビューの内容である。インタビュー内での使用言語は英語のため、執筆
者が訳している。またこの内容に関しては要約をしているため、原文の英語は引用して
いない。 
 
私の父親は、私が 1 歳の時に沖縄に戻っている。そして 1939 年に沖縄で亡く
なっているため、父親の記憶はない。そして母親も体が弱かったため、私にとっ
ての母親は姉達だった。 
父親がハワイにいた頃はパイナップルを栽培して生計を立てていた。けれど、
それ程上手くはいかなかった。1937 年に父親が沖縄へ発った後は、パイナップ
ル栽培も続けていたかもしれないが、バナナやパパイヤかな．．．作物の栽培も試
みた。これらはワイカネ（Waikane）に住んでいた頃の様子だが、カハルウ
（Kahaluu）に移り住んだ理由は、タロイモが栽培できる畑があったからかもし
れない。 
タロイモの栽培は大変な仕事。常に体は水で濡れていた。2 エーカ （ー約 2,300
坪）程のタロイモ畑を持っていたが、水路を掃除したり、肥料を与えたりと、大
変な作業だった。近所の仲間が水牛で畑を耕してくれたけれど、残りは全て手作
業だった。袋にタロイモを詰め、約 50 キロの袋を抱えてトラックに積み込んだ。
一袋で 4 ドル~4 ドル 75 セントの稼ぎだった。5 ドルは貰えなかったと思う。タ
ロイモ栽培には水が欠かせなかったから、水を巡るいざこざも多少はあったけど、
それはその時代での出来事だから仕方ないこと。オキナワン 1 世と私達との軽い
口喧嘩のようなものだったよ。タロイモ栽培に従事していたのは、ほとんどオキ
ナワンだったからね。この地域は特にオキナワンが集中して暮らしていて、オア
フ島ではとても珍しい場所だった。こうした農業の仕事は各家庭がそれぞれに行
っていた。助けが必要な時、例えば畑を耕したい時は、水牛を飼っている家庭に
手伝ってもらったりした。 
 
この地域の沖縄連合会のようなものは存在したのか、という質問に対しての答えは
「無かった」という答えが返ってきた。人が集まる場所といったら、近くにあった教会
と、日本語学校だったと言う。だが、たくさんのオキナワンが住んでいたせいか、隣人
同士で結婚する場合も非常に多かった。L・S・アサトが描いた地図を参考に、このオ
キナワンが隣に住んでいたオキナワンと結婚したとか、この地域の住民全てがひとつの
家族のようにも見えてきた。 
教育もインタビューの話題に上った。 
 
A lot of Okinawan first generations were not educated. They were suppose to at 
least up to six grade but a lot of them didn’t go to school so like my mother was 
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like a secretary for this village because she could write. So I can tell you a lot of 
things that she did for the neighborhood for corresponding to Okinawans. So she 
was okay. 
My mother went to the six grade in her time. Mind you, she was born in 1897. 
She had learned how to write English, cursive, in that time in Okinawa. 
 
多くのオキナワン1世は教育を受けていなかった。オキナワン1世たちは本来、
最低でも 6 年生までの教育を受けられるはずだった。だけれどその多くが学校へ
行かなかった。だから、私の母親のように読み書きができる人が、その地域の秘
書のような存在となった。この地域に住んでいたオキナワンのために母は、いろ
いろなことをしていた。だから母は良かった。 
私の母親は 6 年生までの教育を受けた。母は 1897 年生まれだったことが重要
だ。彼女はその当時、沖縄で英語の読み書きを覚え、それも筆記体で書くことを
できた。 
 
1879 年生まれだということからしても、当時 6 年生までの教育を受けられたことがい
かに珍しいことであったかをうかがうことができる。自身の教育に関しては以下のよう
に語った。 
 
First grade. It was all small school time so we had about twenty five, maybe, 
students in our classes. That era if you didn’t make the grade, you stayed back. So 
I had ended up with a lot of my classmates being much older than me. I don’t 
know if you can do that but (laugh). A lot of my classmates in the first grade 
ended up a year or two after. It doesn’t happen anymore. 
We had very few Japanese teachers until we got into upper grades. Chinese, 
Caucasians,… I forgot what our first grade teacher’s name… Johnson? 
Something…. And then we had Ching,… oh our fifth grade teacher was 
Ikegami…. Yeah, after the fifth grade, we had an Oriental teachers. Japanese, 
Tanna, Deai? I don’t know. Someone said that was Japanese? Have you ever 
heard the name Deai? D-E-A-I? 
We used to like the school lunches. Different from home. You see, it’s like the 
first Mcdonald’s or the first something that comes into a country and people like 
it? Well, it was like that in school because what you had at home was typical 
Oriental, Okinawan fare. So anything is different, right. 
 
小学校 1 年生の時は少人数のクラスが多かった。おそらく、どのクラスも 25
人くらいの生徒数だったと思う。その当時は、もし進級できなければ同じ学年を
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繰り返した。だから私の場合、いつも周りは自分よりも年上の人たちだった。そ
んなことが許されていたのかは疑問だが。自分のクラスメイトは多くがその後 1
年か 2 年間落第したよ。今はそんなことはあり得ないけどね。 
教師に日系の人はほとんどいなかった。高学年になると、中国人、白人の先生
がいた．．．。1 年の時の担任は誰だったか．．．ジョンソン．．．？その後、チン先
生だった。5 年の担任はイケガミ先生だった。5 年生から上はオリエンタルの先
生たちだった。日本人の先生はタンナ？デアイ？分からない。誰かが日本人だっ
て言っていた。「D-E-A-I」だったか？ 
    学校の給食は好きだった。家で出される料理とは違った。初めてマクドナルド
のようなファーストフードが街にやってきたような感覚だった。家で出るのは典
型的なオリエンタルでオキナワンの料理だったから。だから全てが違うわけだ。 
 
インタビューの最中、度々料理の話題が出て、家庭の食卓には沖縄の料理と日本的な食
事が出されていたと言っていた。その後、L・S・アサトの母親の話題に戻る。母親と
の会話にはどの言語が使われたのかを知りたかったからだ。 
 
She spoke Japanese, she went to Japanese school. She spoke Okinawan. The 
neighborhood spoke basically fractured Okinawan. Their own village, kind of a 
Okinawa. So I used to hear three, four different languages all at once at times. We 
call it pidgin. But I used to hear in straight Japanese. My mother used to speak 
the language that they teach now in Okinawa, the Okinawan language. There are 
three levels basically. So she spoke. She always used to say speak the language 
correctly or not speak at all. 
 
母は日本語学校へ通っていたから、日本語が話せた。沖縄の方言も話した。近
所の人たちは砕けた沖縄の方言を基本的には話していた。それぞれの出身地別の
言葉のような。だから、3 つ、4 つの言葉が一度に聞えてくることが私にとって
は普通だった。それを「ピジン・イングリッシュ」と私たちは言っている。でも
綺麗な日本語も聞いていた。母は今日の沖縄の学校で教えられている沖縄の方言
を話していた。沖縄の方言には基本的に 3 つの階級があって、母はそれに倣って
話していた。母は言葉を完璧に話せないのなら、使うなとさえ言っていた。 
 
L・S・アサトは今でも沖縄の方言を幾つか覚えている。2012 年のインタビューでは、
家族も含め、周囲の人びとが沖縄の方言で会話をしていたから、方言が聞こえてくるこ
とが心地よかったと言っていた。実際に沖縄の言葉を話すことはなかったかもしれない
が、幼少期に聞いた沖縄の言葉の雰囲気は未だにはっきりと覚えていた。 
 最後に、「自分」というものをどう説明するか、という質問を投げかけてみた。以下
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は彼の言葉である。 
 
I was an American, first, I would think. Umm … I had a lot of Okinawan  
friends and families and my mother spoke the language so…I get basically two 
cultures all at one time so…. It was a mix thing like going to church, we had 
Methodist Church nearby so we went, you know, mostly for gathering, a 
gathering place, so….being a Christian or being a Buddhist or whatever, it’s 
kina (“kind of” in English) loose. I guess I call myself more ancestral, like a 
typical Okinawan. … What my mother used to tell us about the old country 
(Okinawa) and stuff are … maybe the reason why I felt that attachment when I 
went there, my first and second time, it was like going back home. It’s 
something that you cannot express all that, you know, feeling that cannot be 
expressed.  
 
  たぶん私は第一にアメリカ人だ。うーん。私にはたくさんのオキナワンの友達や親
戚がいた。そして母親が沖縄の方言を話していた．．．だから基本的に一度に 2 つの
文化を知った．．．。いろいろなことが混在していた。例えば教会へ行った。メソジ
スト派の教会が近くにあったので、そこには主に集会が目的で訪れていた。だから
キリスト教徒であるとか、仏教徒であるとか、かなり自由だった。私はおそらく典
型的なオキナワンのように自分を、祖先を敬う人間、と考えていると思う。（中略）
母親がよく私達に沖縄の話をしていたから、沖縄を訪れた時に繋がりを感じたのか
もしれない。1 回目と 2 回目に訪れた時は、故郷に戻って来た気持ちになった。言
葉にできない、表現できない気持だった。 
 
カネオヘ（Kaneohe）地区の中のカハルウ（Kahaluu）という地域像を探り、さらに、
ひとつの家族についてみてきた。結果、カハルウは当時稀に見る「オキナワン・タウン」
であったこと、そして周囲がほとんどオキナワンであったため、沖縄の文化は日常的に
見られる光景だったことが分かった。正確な理由は分からないが、L・S・アサトによ
れば、カハルウ周辺には、もともとプランテーションがあり、それが閉鎖されると、プ
ランテーションで働いていたオキナワンの多くが残り、タロイモなどの栽培を始めたの
ではないかと言っていた。 
彼らの場合、オキナワンであることを意識し始める経緯が異なる。プランテーション
で見られたような、日系人とオキナワンとの差別感情でオキナワンであることを意識し
たのではなく、周囲の環境が大きかったことが分かった。沖縄の方言を聞いて育ち、沖
縄の料理を食べて育った。当時のオアフ島の中で一番、沖縄に近かったのではないか。 
最後に L・S・アサトは沖縄を訪れた時の感情を「it was like going back home」と
言っていた。オキナワン 3 世の女性にインタビューした際も同じことを言っていた。彼
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女は「やっと戻って来た気がした」と、その時の感情を表現していた。L・S・アサト
とこの女性の場合も、幼少期から沖縄の文化の中で育った。世代は違うが、オキナワン
であることを意識させる鍵は、やはり幼い頃の経験が強いように感じられる。L・S・
アサトは、今日に至るまで、毎年オキナワン・フェスティバルのボランティアを務めた
り、彼の先祖の出身地である与那原の町人会主催のピクニック文化を継承するなど、オ
キナワンであることを誇りに思い、活動に励んでいる。 
以上のように、オキナワンであることを意識し始めるその過程にはコミュニティの存
在（集団）と家族（個）の 2 つの要因があることが分かる。ではカハルウ（Kahaluu）
のオキナワン・コミュニティとはどのようなものであったのか。 
 
 
2－2 オキナワン・コミュニティ 
 
 ここでは 40 年代から 60 年代を中心に、現在にかけてハワイ・オアフ島のカハルウ
（Kahaluu）という地域に住んでいる家族の実際の証言をもとに、この地域のオキナワ
ン・コミュニティがオキナワンという意識の継承にどのような影響を与えたのかを探っ
ていく。 
カハルウ（Kahaluu）を含む、コーラウポコ（Ko’olaupoko）はオアフ島の西側にあ
り、ワイカネ（Waikane）、ワイホレ（Waiahole）、カネオヘ（Kaneohe）などが集ま
り、「オキナワン・タウン」と呼ばれるほどにオキナワンが集まった地域であった（地
図 1）。 
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(地図 1) コーラウポコ 
 
そしてこの地域の主な収入源が 1800 年代からタロイモ、さとうきび、パイナップルの
栽培であり、1900 年代の初め頃まで続いたことも分かった。さらに「プランテーショ
ン・ピラミッド」（タカキ、1985：137）のように、人種・民族間の差別を経験してい
ないことからも、プランテーション労働を経験したことのあるオキナワンや、ココヘッ
ド（Koko Head）に暮らしたオキナワンとは異なった過程を経て、オキナワンという意
識を形成させていったことが分かった。では、カハルウ（Kahaluu）コミュニティは、
オキナワンという意識にどれ程の影響を与えたのか。 
「2－1 コミュニティ」でも取り上げた H 家の L・S・アサト（仮名）の証言の中に
もあったように、カハルウ連合会のようなものはなかったということから、何らかのオ
キナワンのみの組織をつくったことによって、オキナワンという意識が生まれ、継承さ
れていったということは考えられない。しかし「オキナワン・タウン」と呼ばれるだけ
の人数が住んでいたことから、日々の生活の中で、無意識にオキナワンという意識が生
まれたことが考えられる。そして、プランテーションのように沖縄の方言や音楽、料理
などの文化を制限されることもなかったと考えられることからも、各家庭環境の中で自
然とオキナワンとしての意識が備わったと言える。 
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例えば H 家の場合は、オキナワン 1 世の両親と、2 世になる 9 人の子供の 11 人家族
であった。当時の様子は 9 人兄弟の内、3 人に聞くことができた。そこから 1913 年に
ハワイへ渡った Teiko と、1917 年にハワイへ渡った Ushi は、1931 年にカハルウ
（Kahaluu）に腰を据えることになるまで、幾度か転居している。その間、収入源とな
っていたのが、パイナップル栽培や養豚業、タロイモ栽培などの農業であった。カハル
ウ（Kahaluu）では、収穫したタロイモやフルーツなどを市場に持って行き、その売り
上げで生活をした。当時のタロイモ栽培をとおしてのオキナワン同士の関係は以下のと
おりである。 
 
   タロイモ栽培に従事していたのは、ほとんどオキナワンだったからね。この地域
は特にオキナワンが集中して暮らしていて、オアフ島ではとても珍しい場所だっ
た。こうした農業の仕事は各家庭がそれぞれに行っていた。助けが必要な時、例
えば畑を耕したい時は、水牛を飼っている家庭に手伝ってもらったりした。 
 
「各家庭がそれぞれに行っていた」という証言からも分かるように、共同で農作業を行
っていたというよりも、個人主体となって生計を立てていた。しかし、近隣住民との関
係が全くなかったというわけではなく、オキナワン同士が接触する機会はあった。「オ
キナワン・タウン」と呼ばれる程の地域であるから、オキナワンがオキナワンと接触し
ないことは考えられない。では家庭環境はどうだったのか。 
 L・S・アサトの場合、家庭では沖縄の料理を食し、母親は沖縄の方言を使っていた
と言っていた。 
 
   母親は両方の言葉を使ったよ。両方というのは日本語と沖縄の方言。近所の人は、
沖縄の出身地の方言が混ざっていたけど、母親が理解できる程度の沖縄方言を使
っていた。 
 
言葉や料理などの文化は、個人の意識形成に影響を与える要素である。L・S・アサト
の場合、幼少期から沖縄の文化に触れることで、オキナワンであることを強く意識し始
めた。そしてオキナワンであることを誇りに思う気持ちは、現在もボランティアとして
参加し続けているオキナワン・フェスティバルにも表れている。彼は自分を次のように
分析する。 
 
   I was an American, first, I would think. I had a lot of Okinawan friends and 
families and my mother spoke the language so… I get basically two cultures all 
at one time … I guess I call myself ancestral, like a typical Okinawan.  
 
   まずはアメリカ人であることだと思う。オキナワンの友達や家族が多くいて、母
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親も沖縄の方言を話した。だから一度に二つの文化を持ったのだと思う．．．自分
は典型的なオキナワンのように、先祖を大切にする人間だと思う。 
 
彼は 2 世であり、第二次世界大戦を経験した世代でもあることから、第一にアメリカ人
としての意識が備わっている。しかし「一度に二つの文化を持った」という言葉からも
読み取れるように、アメリカ人であると同時にオキナワンであることへの意識も非常に
強いことが分かる。そしてこの同時進行的な意識が、幼少期から現在に至るまで続いて
いる要因は、このハワイの独特な環境であると考えられる。この点については第 3 章で
述べる。ではカハルウ（Kahaluu） の中のオキナワン・コミュニティと、L・S・アサ
トのオキナワンであることを意識するようになった関連性に戻る。 
 カハルウ（Kahaluu） は「オキナワン・タウン」と呼ばれるほどオキナワンが集住
した地域である。タロイモなどの農作物を栽培、収穫することによって生計を立ててい
たが、プランテーション労働のように、人種・民族がひとつの組織を形成し、ありとあ
らゆるものを共有し、共存していたわけではない。「オキナワン・タウン」をある種の
コミュニティとするならば、一個人の意識形成に影響を与えたとも言える。実際、L・
S・アサトのように、「オキナワンの友達や家族が多くいた」ならば、彼らを通してオキ
ナワンであることを意識したと言える。しかし、カハルウ（Kahaluu）という地域性や、
この中のオキナワン・コミュニティが彼の意識に大きな影響を与えたというよりも、家
族・家庭が影響を与えたと言える。ココヘッド（Koko Head）と同様に、やはり 2 世
へと世代が移り、プランテーションのような基盤がなくなると、影響力の源は家族・家
庭に移るようである。また、村人会や町人会などの沖縄出身地別に組織化されるコミュ
ニティが、中心的役割を果たしていった。 
ここで注目すべき点は、オキナワンであることへの意識が継承される点である。プラ
ンテーション組織の中で生まれた差別意識と、養豚業などの職種から生まれた差別意識
などが消えつつある中で、なぜオキナワン・アイデンティティ（意識）が失われなかっ
たのか。アメリカ人であることが第一となっていった 2 世から次世代へは、どのように
受け継がれたのか。第 3 章では 3 世から現在にかけて、オキナワンという意識がどのよ
うなかたちで受け継がれているのかを検証する。 
 
 
第 3 章 「オキナワ」の継承 
 
 ハワイはアメリカ合衆国の中でも、極めて混血率の高い州である。それは第 1 章や第
2 章でみてきたように、ハワイは様々な国から人々が集まった移民の州であるからであ
る。そしてプランテーションが崩壊し、ハワイのいたる所に人種・民族が分散し、各地
域でコミュニティを形成していったことで、混血が急速に早まった。さらにオキナワン
に対する偏見、差別意識が徐々に薄れていったことも重なり、オキナワンが日系人と結
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婚したり、全く別の人種・民族と新たな家族形態を築いていった。様々な要因が重なり
合った結果、ハワイは混血率の高い州へとなっていったのである。 
 しかし混血が進むということは、「オキナワン」という意識はどのように受け継がれ
ていったのであろうか。第 3 章ではハワイ社会が変容する中で、どのようにオキナワン
という意識が継承されていったのかを次の点から検証する。 
 第一にクラブの設立である。オキナワンは日系人とは異なり、沖縄の出身地域別に分
かれてクラブを立ち上げた。それらのクラブが、オキナワンという意識の継承にどのよ
うな役割をあったのか、そしてどのように影響を与えたのかを検証する。 
第二にルーツを忘れないための仕組みを探っていく。仕組みのひとつとして挙げられ
るのが Hawaii United Okinawa Association（以下：HUOA）である。HUOA は現在、
各クラブをまとめており、オキナワンという意識を継承するひとつの組織である。オキ
ナワンという意識を受け継いでいくために、これまでに幾つかの仕組みがあったと仮定
する。そこで、それらの仕組みがどのようにオキナワンという意識に作用していったか
を検証する。 
第三に第二次世界大戦である。これを境に、オキナワンと日系人の互いに対する感情
が変化したと考えられる。また沖縄本土を救済する動きが重なり、オキナワンという意
識は、ハワイの内外両面から刺激を与えられたと考えられる。その結果、オキナワンと
いう意識が受け継がれていったのではないかと考える。 
第四に、「Uchinanchu at heart」という考えである。ハワイは混血率が高いことは先
述したが、「Uchinanchu at heart」という新たな継承方法は、オキナワンの間でどのよ
うに考えられているのかを検証していく。 
これら 4 点から「オキナワ」「オキナワン」という意識の継承の方法と、その意義を
検証していく。 
 
 
第 1 節 はじまり 
 
1－1 クラブの設立 
 
 ここでは、Hawaii United Okinawa Association（以下：HUOA）に登録されている
クラブの歴史と、そこからみえてくるオキナワン・アイデンティティ、つまり意識とか
たちの受け継がれ方を探っていく。各クラブの情報は、HUOA のホームページに記載
されている内容を和訳、要約したものである。 
 HUOA に登録されているクラブは現在のところ、50 ある。設立当初の情報が記載さ
れているクラブもあれば、詳細が全く不明のクラブもある。また現在も活動が盛んなク
ラブもあれば、そうでないクラブもある。以下、各クラブについて要約したものである。 
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1．Kin Chojin Kai 1908 年発足  
当初は 3 つのクラブが存在した。それぞれのクラブに特徴があった。
ラハイナは病弱なメンバーを沖縄へ帰郷させる援助を目的とした。
キパパは、パイナップル産業を営んでいるメンバーの金銭的な援助
をすることが目的だった。カハルウは、結婚式や誕生日などの記念
日に開かれる宴会などに使われる食器類に投資することを目的とし
た。当時、各家族が特別な時に使う食器類を買うことは経済的に困
難であったため、カハルウの活動は感謝された。1 世によれば、第
一次世界大戦前は相撲大会が開かれていた。1918 年頃、當山久三の
銅像を作るにあたり寄付金を送ったが、第二次世界大戦中、日本軍
によってその銅像は溶かされてしまった。そのため再度寄付金を送
った。 
 
2．Ginowan Shijin Kai 1918 年発足  
Ginowan-Urasoe Doshikai と Ginowan Sonjinkai として以前
は知られていた。 
非公式には 1912 年に 12 人のメンバーから始まった。発足の
目的は、宜野湾と浦添出身の家族が助けを必要とした時、直ぐ
手を差し伸べられるようにと始まった。 
1918 年に再発足された時の会の役割は、第一次世界大戦を戦
い、日本へ帰還する前にハワイに立ち寄った宜野湾と浦添の日
本連合軍の海軍を歓迎することだった。 
1922 年に宜野湾と浦添の 2 つのグループに分かれ、1970 年代
後半に沖縄の宜野湾村が市に変わったことに伴い、同クラブも
Ginowan Shijin Kai に改名する。 
 
3．Osato Doshi Kai 1919 年発足  
15 人のメンバーから始まる。 
ワイパフ（Waipahu）で始まる。次世代に歴史などを伝えること
が重要であるとしていたクラブは、3 世を中心に活動を続けた。 
 
 
4．Nago Club 1920 年頃発足  
25~30 人のメンバーから始まる。 
沖縄の他の地域と比べて、名護からハワイへ移住した人は少ない。 
 
5．Gaza Yonagusuku Doshi Kai 1921 年 4 月発足  
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20 人から 30 人のメンバーから始まる。 
1953 年に再発足  
第二次世界大戦中、非アメリカ人として見なされるこ
とを恐れたメンバーが、会の記録を全て破棄した。 
 
6．Itoman Shijin Kai  糸満からの 1 世が 1922 年にクラブを発足。しかし 6 年後に
解散。1950 年に 2 世たちによって Itoman Nisei Club とし
て再発足。70 人のメンバーがいた。 
 
7．Oroku Azajin Club 1924 年 4 月ヒロで発足  
7 人のメンバーから始まる。 
戦後、救済活動として洋服やミシンなどを送り、$10,000 の寄
付金で小学校やクラブハウスを建設した。 
 
8．Yonabaru Chojin Kai 1925 年発足  
30~35 人のメンバーから始まる。 
戦時中は解散され、1946 年に再発足された。 
 
9．Awase Doshi Kai  1926 年発足  
15 人のメンバーから始まる。 
 
10．Kanegusuku Sonjin Kai 1926 年発足  
33 人のメンバーから始まる。 
Kanegusuku-son から初めてハワイに渡ったのが 1904
年のことである。Kanegusuku からの初期の移民の多く
がエヴァ Ewa に住んでいたことで、クラブが始まった。 
 
11．Aza Gushikawa Doshi Kai 1927 年発足  
60 人のメンバーから始まる。 
1942 年 12 月 24 日、このクラブは米陸軍と海軍に$200
を寄付する。これはアメリカ合衆国に忠誠を示すため
に行われた。 
 
12．Chatan-Kadena Chojin Kai Chatan Sonjinkai として 1927 年に発足  
第二次世界大戦終戦間近に北谷の町長から学校を助
けてほしいとの嘆願がある。それを受けて、同町人会
は約$1,300 の寄付金を集め、学校に必要なノートや鉛
 - 84 - 
 
筆、机などを購入し、沖縄へ送った。 
 
13．Gushikawa Shijin Kai 1927 年発足  
1948 年に再発足  
1948 年に戦争で荒れた具志川を助けるために援助委員会
を設立し、教育に必要な教材や、学校に必要なものを送っ
た。 
 
14．Okinawa City-Goeku Son 1927 年に Goeku Sonjinkai として発足  
14 人のメンバーから始まる。 
 
15．Urasoe Shijin Kai 1927 年発足  
浦添からの最初の移民がハワイに渡ったのが 1910 年のことで
ある。言葉の壁を理由に、1 世の歴史などの記録が残っていな
い。 
 
16．Yomitan Club 1927 年発足  
大人 51 人、子ども 125 人のメンバーから成る。 
戦前は毎年ピクニックを開いていた。戦時中クラブは解散されたが、
戦後に再発足した。沖縄の復興のために尽力する。 
ホームページあり。 
 
17．Haneji Club 1928 年 6 月発足  
26 人のメンバーから始まる。 
沖縄の羽地が統合や分断する度に改名。しかし羽地出身のハワイの
オキナワンは元々の羽地に強いアイデンティティを寄せているため、
現在も Haneji Club として活動している。 
 
18．Hawaii Shuri-Naha Club 1928 年発足  
70 人のメンバーから始まる。 
$1,500 を Yamakawa-cho，Shuri に寄付し、その寄付
金でプールを建設。 
 
19．Maui Okinawa Kenjin Kai 1928 年発足  
地方県人会と字・村人会をマウイ島に暮らした初期の
移民が発足させた。交通手段があまりなかったことと、
各クラブでは活動が制限されてしまうことから地方
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県人会がつくられた。毎年恒例のピクニックは字・村
人会が主催した。第二次世界大戦中、活動は禁止され、
記録は破棄された。戦後は救済活動の一環として洋服
が集められ、多数の箱が沖縄に送られた。医療用品も
送られた。 
 
20． Tamagusuku Club 1928 年 2 月発足  
12 人のメンバーから始まる。 
第二次世界大戦中は解散され、1947 年に再発足。 
交通の不便さと、1930 年代の不景気に伴って会費が払えな
いという理由から、多くの出身者がいるにもかかわらず、活
動は盛んではなかった。 
 
21． Oroku Doshi Kai 1929 年頃発足  
1948 年に再発足。 
多くの出身者が戦前、マウイ島とハワイ島に住んでいた。オ
アフ島にも少数だが住んでいた。 
 
22． Club Motobu 1930 年発足  
30 人のメンバーから始まる。 
Motobu Sonjinkai として始まる。改名の理由に、主体が 1 世か
ら 2 世に世代が交代したことがある。 
 
23． Ishikawa Shijin Kai 1930 年 7 月 4 日発足  
アメリカ合衆国が第二次世界大戦に突入する直前、1930 年
代の中国事件で息子たちを亡くした沖縄県石川市に住む家
庭に寄付金を送った。第二次世界大戦後は、沖縄の救済に
コミュニティ全体で尽力した。クラブ単体としては市営の
事務所や学校に寄付金を送った。 
 
24．Tomigusuku Sonjin Kai 1935 年発足  
約 75 人のメンバーから始まる。 
戦後、様々な沖縄救済活動に参加する。 
 
25． Haebaru Club 1937 年発足  
60 人のメンバーから始まる。 
1950 年頃までは、1 世を中心に精力的に活動が続いた。しかし、
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次第に沖縄や 1 世、2 世の歴史に関心を寄せなくなってきた 3 世
が中心と なってきた現在では、興味を持ってくれるように努力
が続けられている。 
 
26．Nishihara Chojin Kai 1938 年発足  
25~30 人のメンバーから始まる。 
1941 年に解散し、1954 年に再発足された。多くの初期の
移民はエヴァ（Ewa）とワイパフ（Waipahu）プランテー
ションで働いた。 
 
27．Hui Makaala of Hawaii 1946 年発足 
オキナワン・コミュニティのために集まるだけでなく、
若く、英語しか話せないオキナワンたちのために、所属
感をもってもらえるために同クラブはつくられた。この
ような感情は、第二次世界大戦後、特に 2 世の間で高ま
った。2 世たちは他の地元のクラブに入ったものの、1 世
が中心で日本語であったため、所属感のような感覚は得
られなかった。2 世のクラブをつくることによって、会
話がもて、様々な活動ができた。 
ハワイ語のクラブ名を付けることで、自分たちがハワイ
社会に属していると認識することができた。 
ホームページがある。 
 
28．Hui Okinawa 1946 年 11 月発足  
2 世のオキナワンクラブとして活動を始める。 
第二次世界大戦後の沖縄救済活動まで、ハワイのオキナワンの活
動は下火だったが、マサオ・ヤマダ牧師の強い後押しにより、2
世中心の Hui Hanalike が 1946 年に発足された。 
1960 年の津波によってクラブの記録のほとんどを失う。Hui 
Hanalike が復興するまで、1 世を中心とした Hawaii Shima 
Okinawa Kenjinkai が津波の後は引き継ぎ、毎年、新年宴会を開
いた。1968 年に Hui Hanalike は活動を再開させた。両クラブの
目的は 1 世と 2 世の懸け橋となることと、沖縄の文化を絶えさせ
ないことにあった。現在も 3 世が中心となり、様々な活動を通し
て次世代に沖縄の歴史や文化を教えている。オキナワ盆踊りなど
も主催しているが、オキナワンでない人も多数参加し、その数は
全体の 25%を占めると推測されている。 
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29．Kitanakagusuku Sonjin Kai 1946 年発足  
Nakagusuku-son からの最初の移民の多くが若く、
普天間のナカガミ高等小学校の生徒だった。第二次
世 界 大 戦 終 戦 間 近 に 救 済 会 を 設 立 し 、
Kitanakagusuku-son を支援した。約$5,000 が集ま
った。洋服や薬、野菜の種や学校に必要なものを買
う た め に 寄 付 金 は 使 わ れ た 。 1946 年 に
Kitanakagusuku 一世たちと、帰米二世によって
Kitanakagusuku Sonjin Kai が発足された。 
 
30．Hawaii Sashiki-Chinen Doshi Kai 1947 年発足  
30 人のメンバーから始まる。 
第二次世界大戦が始まる前に、Sashiki-son、
Chinen-son、そして Tamagusuku-son 出身の
人たちがひとつのローカルクラブとしてまと
まった。Sashiki と Chinen はそれぞれでは人
数が少なすぎてクラブとして成り立たないた
め、現在も共に活動している。 
 
31．Hui Alu Inc. 1947 年発足  
8 人のメンバーから始まる。 
 
32．Onna Sonjin Kai 1947 年発足  
27 人のメンバーから始まる。 
人数が少ないにもかかわらず、United Okinawan Association
創立メンバーのひとつである。ピクニックなどをかつて毎年開
いていたが、今では新年会に一度集まるだけである。 
 
33．Ginoza Sonjin Kai 1948 年発足  
21 人のメンバーから始まる。 
1959 年から 1961 年の間に、5 人のメンバーを中心に、約 50
万個のパイナップルの苗木を沖縄に送り、パイナップル産業
を始める後押しをした。 
 
34．Bito Doshi Kai 1949 年発足  
30 人のメンバーから始まる。 
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35．Nakagusuku Sonjin Kai 1949 年発足  
第二次世界大戦前はひとつの村人会だった。戦後、沖縄
の中城村の北部が Ita Nakagusuku-son として分かれた
時、ハワイも 2 つのクラブに分かれた。クラブが分かれ
る前の 1948 年には沖縄への救済活動として、物資の他に
オルガンをいくつかの小学校へ送った。 
 
36．Yagaji Doshi Kai 1950 年発足  
40 人のメンバーから始まる。 
Yagaji は当初沖縄では Haneji-son の一部であったため、
Haneji Sonjinkai のメンバーだった。しかし Yagaji-son と独
立してからは、Yagaji Doshi Kai としてクラブも独立した。 
 
37．Hui O Laulima 1968 年発足 
 
38．Young Okinawans of Hawaii 1980 年発足  
若い世代のために活動が盛んである。 
ホームページあり。 
 
39．Affiliate Member Club … Okinawan Genealogical Society of Hawaii 
 
40．Aza Yogi Doshi Kai 詳細不明 
 
41．Gushichan Sonjin Kai 発足年の詳細は不明だが、現在も精力的に活動中である。
ホームページも制作してある。 
 
42．Hawaii Katsuren Chojin Kai 詳細不明 
 
43．Hui Uruma 詳細不明 
 
44．Kochinda Chojin Kai 詳細不明 
 
45．Kohala Okinawa Kenjin Kai 詳細不明 
 
46．Kona Okinawa Kenjin Kai 詳細不明 
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47．Kuba Rosei Kai 詳細不明 
 
48．Shinka Hawaii 詳細不明 
 
49．Wahiawa Okinawa Kyo Yu Kai 詳細不明 
 
50． Yonashiro Chojin Kai 詳細不明 
 
 これらのクラブには特徴がいくつかある。第一に、1920 年代前後に発足されている
点である。第二に、第二次世界大戦前に解散され、戦後に再発足されている点である。
第三に、沖縄の救済活動に熱心な点である。第四に、オキナワンとしての意識の継承に
取り組んでいる点である。 
 第一に、1920 年代前後に発足されていることについてである。沖縄から初めて移民
がハワイへ渡ったのが 1900 年である。20 年の月日が流れ、生活にも余裕がでてきたこ
とにより、1 世たちは次の世代に沖縄の文化や伝統を伝える場を設けるようになったと
言える。文化や伝統を継承するためには、それを共有するための｢場｣が必要であり、必
ず「仕掛け」や「仕掛け人」が存在する。この場合、共有する「場」は各地域のクラブ
であり、「仕掛け人」は 1 世たちであった。ハワイへは様々な国からの移民が渡ったが、
オキナワンのように、村人会などのクラブを多く発足させた人種・民族はいない。オキ
ナワンにとって文化や伝統を通して、アイデンティティ、つまり意識を継承させていく
ことが、いかに重要であったことかが、クラブの多さからもうかがうことができる。 
 第二に、第二次世界大戦前後のクラブの動きである。クラブの活動に関する記録を破
棄したクラブが多く存在したことが分かる。そして、Aza Gushikawa Doshi Kai に限
っては、アメリカに忠誠を示すために、金銭を寄付していたと言う。記録を破棄したり、
金銭で忠誠を示したりすることは、アメリカ人であると認めてもらうための行為である
とともに、アメリカ人としての意識が存在したとも言える。これは特に 2 世に見られる
意識である。そして戦後に多くのクラブが再発足されていることからも、アメリカ人で
あるという意識と並行して、オキナワンであるということも根強く個人の中に残ってい
ることが分かる。そしてこれは、オキナワンという意識を絶やさないようにしている姿
でもある。ハワイ内において、それぞれの出身地から構成されるクラブが、沖縄の伝統
や文化、さらにオキナワンとしての意識を継承されるために重要な役割を担っていたこ
とが分かる。クラブという共通の場をつくり、さらに同じ出身地であるという共通項が
重なることで、例え 1 世と 2 世の間で言葉が通じなくても、オキナワンという意識を受
け継いでいくことが可能であったと言える。これらの共通点は帰属意識とも捉えられる。
この帰属意識とは、どこかに属している感情を抱かせるものでもある。クラブ・Hui 
Makaala of Hawaii が「所属感」を見出したかったように、クラブを戦後、再発足させ
ることにより、帰属意識や所属感をうみ出すことで、オキナワンという意識の継承に成
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功したと言える。 
第三に、沖縄の救済活動に熱心な点である。先述した二点は、ハワイ内においてのオ
キナワンという意識の継承についてであったが、ハワイのオキナワンは、沖縄との関係
も絶やさない努力をしていた。それが顕著に表れているのが戦後の沖縄救済活動である。
各クラブの活動を見ても、多くのクラブが寄付金や洋服などを送っている。特に印象的
なのが、学校に必要な教材や、勉強に必要なものを送っている点である。ハワイ移民に
とって、商売で成功を収めることの他に、学業で成功することも重要であった。それを
証明するかのように、HUOA ホームページ上の各クラブの詳細な説明の中に、「○○博
士」などと紹介されている。また多くのクラブが現在でも奨学金制度を設け、会員の子
どもたちの学業の援助をしている。こうした取り組みの中からも、オキナワンにとって
学業がいかに大切であるかがうかがえる。戦後の救済運動のなかには次のような事例が
あった。 
例えば、「一九四七年三月一八日に発足した財団法人沖縄救済更生会の沖縄救済計画
は、教育による沖縄再建を目標にして」おり、計画では「沖縄再建の鍵を握る人材育成
のために沖縄に欠けている高等教育機関を創設し、沖縄からの留学生に奨学金を提供す
るという目的」があり、ハワイと北米、南米のオキナワン・コミュニティから寄付金を
募った（島田、2004：242）。選ばれた「留学生は特に沖縄復興に役立つ農業、畜産、
漁業関係の専門訓練を受けさせる計画」であり、結果として「一九五〇年に米軍政府の
手で首里城跡地に琉球大学が創立されるに至った」（島田、2004：242）。また、ハワイ
のオキナワンによって「沖縄の青年をアメリカの大学に留学させる奨学金計画」が実行
に移され、「一九四八年には八一人の受験者のなかから五人の留学生が選ばれ（中略）
本土の大学に行く途中でハワイに寄港し」大歓迎を受けた（島田、2004：242）。ハワ
イのオキナワンのみならず、米国本土のオキナワンなども加わり、戦後の沖縄を助けた。 
ハワイのオキナワンは、学業以外にも沖縄の人びとにも援助の手をいち早く差し伸べ
た。野菜や果物の種や苗木を送ったクラブもあった。例えば Ginoza Sonjin Kai はパイ
ナップルの苗木を沖縄へ送っている。しかし、こうした活動の中で最も有名なのが養豚
業である。 
沖縄の人びとと、オキナワンにとって豚は生活の一部である。しかし、沖縄戦で「生
き残った豚は僅かに二〇〇〇頭」で、さらに「豚コレラも発生し、生き残った豚はさら
に減少した」ことで、布哇連合沖縄救済会から贈られた 550 頭の豚は、沖縄の人びと
に大歓迎された（島田、2004：243-244）。その後も沖縄には様々な救済が入り、経済
的にも立ち直っていった。こうした過程のなか、つまり「故郷沖縄の救済の必要という
現実に直面して、オキナワンは結束、連帯し、そして文化的リバイバルを生み出した」
（島田、2004：247）。沖縄救済運動は、オキナワンという意識の再構築の役割を担っ
たと言える。 
第四に、オキナワンとしての意識の継承に取り組んでいる点である。例えば Hui 
Okinawa や、Osato Doshi Kai は様々な活動を通して若い世代へのハワイ・オキナワ
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ンや沖縄の伝統、文化を伝えようと試みている。また各クラブをまとめている HUOA
も毎年オキナワン・フェスティバルを開くことによって、オキナワンという意識を次世
代へと繋げている。 
1900 年に沖縄から初めて移民がハワイへ渡ってから今日まで、100 年以上が経つわ
けだが、今もなお、オキナワンという意識は受け継がれている。そのかたちは変容を遂
げているが、プランテーションを離れてからは、1 世たちによって沖縄の文化は生き続
けた。その提供の場としてクラブが発足し、オキナワンという意識の他に、出身地別に
分かれたクラブに属しているという所属感から生まれる意識も構築されていった。1 世
たちの手によって始まったクラブは 2 世、3 世へと受け継がれていった。中には無くな
ってしまったクラブもあった。しかし 50 ものクラブが現在も残っていることからも、
オキナワンの結束力の強さが見えてくる。○○人会などと名付けられたクラブは、オキ
ナワンという意識を繋いでいくための役割を担い、そこには常に 1 世や 2 世が仕掛人と
して存在していた。 
 
 
1－2 ルーツを忘れないための仕組み 
 
 伝統や文化、何かを次世代に繋げたい時は、そこには必ず人やものによる「仕組み」
が存在して、その仕掛けが存在する。その仕掛けが上手く作用することで、共感したり、
興味を抱いたり、恐怖感を抱いたり、結束力を感じたりする。このような感情がある中
で、オキナワンという意識がうまれ、かたちを変えて今に残っている。時代によってそ
の「仕組み」は変化する。その仕組みが何かを、プランテーション時代、第二次世界大
戦前後、そして現在の 3 つの時代に分けて探っていく。 
 まずプランテーション時代である。プランテーションには「プランテーション・ピラ
ミッド」が存在し、人種・民族間で差別があったことは先述した。なかでも沖縄からの
移民はプランテーション内においては「日本人」として扱われたものの、日本本土出身
者は彼らを同じ民族とは捉えなかった。そのため、沖縄からの移民はマイノリティの中
のマイノリティと、二重の苦しみを受けた。しかし、このような状況が「オキナワン」
という意識を生んだことも事実である。プランテーション時代の「仕組み」はプランテ
ーションそのものであったと言える。 
 沖縄からの移民が最初にハワイへ渡ったのが 1900 年のことで、プランテーションの
中の階級構造は完成に近い状況にあった。その完成されたコミュニティのなかで生き残
っていくためには、何らかのかたちで結束していく必要性があった。それが「オキナワ
ン」という意識をつくり上げることだったのである。 
 こうして、プランテーションという仕組みによってつくられた意識は、1 世たちによ
って次世代へと受け継がれていった。否定的な意味をもっていたオキナワンという意識
は、プランテーション時代が終わると肯定的なものへと変わっていく。それを可能にし
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た仕組みが養豚業であった。 
四つ足動物を汚らわしいものと考えていた日本本土出身者・日系人とは違い、オキナ
ワンは豚を神聖なものと考えていた。その結果、養豚業に誇りをもって営んだオキナワ
ンは、ハワイ社会の中で安定的な生活を送れるようになっていく。生活にゆとりが出て
くると、それまで考えられなかった伝統や文化を守っていこうとする気持ちが強くなっ
ていく。そして、沖縄の伝統や文化を通して、オキナワンという意識が受け継がれてい
った。その仕組みとなったのが、町人会や村人会などのクラブである。 
第二次世界大戦前、オキナワンたちの手によって、多くのクラブが発足した。沖縄の
出身地別に分かれてつくられたクラブは、プランテーションに代わって、オキナワンた
ちに共通の場をもたらした。「1－1 クラブの設立」でも論じたように、所属感や帰属
意識、そして共通項をもつことで、オキナワンという意識が消えていく恐れを解消して
いった。1 世たちが立ち上げたクラブは、多くの場合が 2 世へと引き継がれた。しかし
途中、戦争によって中断される。 
戦後、沖縄救済活動を機に多くのクラブが再び発足した。大半の 2 世や 3 世が沖縄を
知らず、3 世に限ってはアメリカ人であるという意識の方が優先される。それにもかか
わらず、救済活動が盛んに行われたことは、それまでのオキナワンの結束力と誇りを感
じさせられる。そして、ここでの仕組みをつくったのは 1 世と 2 世の「人」だった。プ
ランテーションやクラブなどの「場」から「人」へと変わっていった。また、個人がお
かれた状況によって強制的に生み出される意識から、自らが進んで自発的に繋いでいこ
うとする意識へと変わっている。さらに、2 世、3 世と、沖縄を知らない世代と、オキ
ナワンの歴史を知らない世代が中心となっていくことで、ルーツを忘れないための活動
へと転換していく。 
こうして再びオキナワンが結束し始めると、クラブをまとめる組織がつくられる。そ
れが Hawaii United Okinawa Association（以下：HUOA）である。1951 年にハワイ
沖縄連合会として設立された組織は、出身地別に分かれていたクラブをまとめた。各ク
ラブがそれぞれの活動を続けていくものの、HUOA ができたことによって、オキナワ
ン・フェスティバルを開催することが可能になった。 
オキナワン・フェスティバルも、そのように自発的につくり出された仕組みである。
これまでのクラブ活動は、オキナワンの間だけで共有するものであった。しかし年に 1
度開催されるオキナワン・フェスティバルは、人種・民族の区別なく、誰もが参加する
ことのできるイベントである。ハワイ社会のように、混血が進むと、純粋なオキナワン
が減少していく。そこで「誰がオキナワンか」という課題が出てきた時に、ハワイのオ
キナワンは全ての人を取り込んだのである。「Uchinanchu at heart」というスローガン
をもとに、沖縄の伝統や文化を学びたい者、沖縄に興味のある者、ハワイのオキナワン
の歴史、伝統、文化に興味のある者、全てを受け入れた。境界線を無くし、オキナワン・
フェスティバルという場を提供することによって、オキナワンという意識を継承してい
くことに成功したのである。 
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現在は、オキナワン・フェスティバルの他に、三線教室や琉球舞踊の教室を開くこと
によって、若い世代に沖縄とハワイの沖縄を伝える努力がなされている。 
オキナワンという意識は、「場」や「人」によって変容を遂げながら今に至っている
ことが分かる。その時代に合った仕掛けによって、ルーツを忘れない努力がなされてい
る。ハワイ社会において、これ程までに強い結束力をもつ組織は無い。ハワイ社会のオ
キナワン・コミュニティのアイデンティティに対する思いがひと際強いことが示されて
いる。 
 
 
第 2 節 現在に至るまで 
 
2－1 衰退と復活 
 
 1900 年に初めて沖縄からの移民がハワイへ移住してから 100 年以上が経つ。プラン
テーションの中で形成された「オキナワン」という意識は、現在も彼らの子孫に受け継
がれている。しかし、この 100 年の間にオキナワンという意識は一度薄れた。その理
由はいくつかある。第一に、第二次世界大戦が挙げられる。第二に、1 世と 2 世、2 世
と 3 世の意識の違いが、オキナワンという意識の引き継ぎに少なからず困難を招いた。
第三に、沖縄戦が皮肉にももたらした大きな転機である。第一と第二は、オキナワンと
いう意識の衰退の時期となり、第三は復活の時期である。ここでは衰退と復活を経て、
オキナワンという意識がその都度どのようにかたちを変え、現在へと受け継がれていっ
たのかを探っていく。 
 第一の第二次世界大戦は、オキナワンのみならず、日系人にもアイデンティティの問
題が重くのしかかった。言い換えるならば、この時点で民族による違いを考える余裕は
なくなっていた。 
真珠湾が攻撃されると、日系人はより一層「敵性外国人」と見られるようになり、強
制収容所に送られたという話も珍しくない。執筆者自身も、ハワイにて聞き取り調査を
している際、先祖が山口県出身の日系 2 世に会うことができた。彼の父親の名は大谷松
治郎と言い、『わが人となりし足跡―八十年の回顧―』という自叙伝を遺している
（1971）。その著書の中で、彼自身も強制収容所に収監されたことを綴っている。そし
て息子たちは米軍に入隊し、戦地へと送られた。太平洋戦争中は、日本本土出身者であ
ることや、沖縄出身者であることは当然重要ではない。特に「ジャパニーズ・アメリカ
ン」である 2 世は、アメリカに忠誠を誓うか否かが重要視された。その結果として、日
系人で構成された、第 100 歩兵大隊と第 442 連隊戦闘団が編成され、戦地へと送られ
た。この時アメリカは、米国本土とハワイの両方に募集を掛け、集まったその割合は、
圧倒的にハワイが高かった。この 2 つの部隊の中にはオキナワンもいた。しかしこの時
の意識は、日本本土出身者か沖縄出身者かではなく、米国本土出身かハワイ出身者か、
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ということへと変化していた。米国本土出身者とハワイ出身者の間には隔たりがあった。
本土出身者はハワイ出身者を「Buddhaheads」と呼び、ハワイ出身者は本土出身者を
「Kotonks」と呼んだ。同じ日系アメリカ人でありながらも、本土出身者とハワイ出身
者の間に温度差が生じたことには、環境の違いから生まれる意識の違いである。 
 
The Hawaiians, products of the plantation system, enjoyed a sense of group 
solidarity —even, as the largest minority group in the islands, a sense of ethnic 
superiority. The mainlanders, by contrast, were used to life as a tiny and —after 
the “relocation” —legally oppressed minority (100th Infantry Battalion 
Veterans. Web). 
 
プランテーションで育ったハワイアンは、ハワイ諸島において最も大きなマイ
ノリティグループでありながらも、民族的優位性を持っていた。そのため彼ら
は、ひとつの集団としての仲間意識を持つことを好んだ。一方で本土人は、自
分たちがちっぽけな存在であることを意識させられる、マイノリティとして虐
げることが合法的に許されている生活に慣れていた。 
 
人口の約 43 パーセントが日系人で構成されていたハワイと違って、本土へ渡った日系
人は、真のマイノリティとしての扱いを受けていた。そのような意識の違いの中で、ハ
ワイ出身者と本土出身者が互いを理解出来なかったのは当然のことのように思える。こ
のような意識の違いによる隔たりは、その他にも洋服の着方や話し方、立ち居振る舞い
など、様々な部分でも現れた。金銭感覚も異なっていた。 
 
Unlike the islanders, who had been showered with large monetary gifts when 
they left Honolulu, the mainlanders were saving every penny for their families in 
the detention camps. And, mostly raised and educated as isolated minorities in 
communities dominated by Caucasians, the relatively more assimilated 
statesiders literally could not understand the islanders’ rapid-fire pidgin, the 
common parlance of the plantation camps (100th Infantry Battalion Veterans. 
Web). 
 
ホノルルを出発する時に、多額の金を持たせてもらっていたハワイ出身者たちと
違って、本土出身者たちは収容所にいる家族のために金を貯めていた。そして白
人社会の中で、孤立したマイノリティであることを意識しながら暮らし、そのよ
うに教育されて育った彼らは、実際にハワイ出身者の話すピジンイングリッシュ
が理解出来なかった。ピジンイングリッシュは、プランテーション生活の中で生
まれた。 
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互いの違いを理解し合えない状況の中、やがて本土出身者はハワイ出身者を
“Buddhaheads”と呼び、ハワイ出身者は本土出身者を“Kotonks”と呼ぶようになった。
“Buddhaheads”には仏教的意味合いの他に、音が「ブタ」に近いことにも掛けている。
また“Kotonks”には本土出身者の頭をココナッツの実に例え、それを地面に叩いた時の
音から由来する。 
第 100 歩兵大隊と第 442 連隊戦闘団を描いたコミック、Journey of Heroes: The Story of 
the 100th Infantry Battalion and 442nd Regimental Combat Team がある。ここにはハワイ出
身者と本土出身者の戦争に参加することへの温度差や、当初は互いを理解し合えなかっ
たこと、本土の収容所をハワイ出身者が訪れたことをきっかけに、なぜ本土出身者が入
隊することに前向きでなかったかを理解することができたこと、そして戦後、勲章を与
えられたことなどが描かれている。ここに描かれている事柄は、歴史的事実の他に、実
際に第 442 連隊戦闘団として戦った日系アメリカ人の証言をもとに描かれている。そ
してこの著書の最後にフランクリン・D・ルーズベルトの言葉が引用されている。 
 
  Americanism is a matter of the mind and heart. Americanism is not, and never was, 
a matter of race or ancestry. 
 
  この国の建国の原理であるデモクラシー精神は心の問題であって、人種とか祖先に
よるものではなかったし、こんにちでもその精神は生きている（渡辺、2009：50）。 
 
太平洋戦争が始まってからというのは、オキナワンか日系人かということよりも、アメ
リカ人であるかという問いが優先されたと言える。それは「敵性外国人」と見られてい
た日系人（オキナワンも日本本土に先祖を持つ者も全て「日系人」と見られた）、特に
「日系人に対するカリフォルニア排日土地法や集団収容などの差別的立法が行われて
いた頃に育った二世は、ただひたすら白人社会の価値観を追い、その社会への同化を願
った。二世部隊もその表現のひとつであろう」（野崎、2007：60）。このような理由か
ら、オキナワンという意識は一度衰退したと言える。 
 第二に、1 世と 2 世、2 世と 3 世の意識の違いが、オキナワンという意識の引き継ぎ
に少なからず困難が生じたという点である。1 世から 2 世へと、オキナワンという意識
が受け継がれようとした時、太平洋戦争が始まった。先述したように、2 世が優先的に
意識したことが、アメリカ人になる、ということであった。しかし、1 世に育てられた
ことにより、オキナワンである、という意識は強い。アメリカ人であることと、オキナ
ワンであることが、この 2 つの意識が同時進行で育ったと言える。しかし、2 世から 3
世への意識の引き継ぎは、1 世から 2 世のそれとは、かたちが違う。 
 3 世というのは、「法的差別はほとんどなくなった」環境で育った「白人社会への同
化ではなく、アメリカ社会に自分自身の道を作ろうとする（中略）自分たちのアイデン
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ティティ探求」の世代である（野崎、2007：61、原文：Maykovich 1972）。これは米
国本土の日系人だけに当てはまることではなく、ハワイのオキナワンと日系人にも当て
はまる事柄である。ハワイのオキナワンも常に忠誠の心はアメリカにあった。つまりア
メリカ人としての意識が先に立ち、オキナワンであることを意識的に捉えることや、オ
キナワンの歴史に興味を抱くことは戦後はなかった。その理由に、2 世と 3 世の関係性
が挙げられる。 
 聞き取り調査をする中で、父親から昔のことを聞くことはほとんどなく、息子である
自分も自らがオキナワンの歴史や、祖父母の話を訪ねることがなかったと言う 3 世もい
た。昔の人は無口で、あまり多くを語らない、そのような印象があったようである。1
世や 2 世は、生活の一部として三線を弾いたり、沖縄の方言を使って話していた。しか
し、生まれながらにしてアメリカ人である 3 世は、それ程オキナワンであることを意識
していたわけではなかった。そして 2 世も、オキナワンという意識を強制することがな
かった。ではなぜ、オキナワンという意識は失われなかったのか。 
 第二次世界大戦が、オキナワンという意識を衰退させ、その後はアメリカ人であるこ
とが優先されたがゆえに、オキナワンという意識がそのまま消えてゆくようにも思われ
た。しかし結果的に消滅するどころか、オキナワンという意識は現在でも根強く残って
いる。それを可能にさせたのもまた 3 世であると言ってよい。なぜなら、ルーツ探しが
盛んになるからである。3 世が 10 代、20 代、30 代、40 代の頃というのは、彼らの両
親がいる。そこに安心感があるのである。自分が何者であるかを両親を通して確信する。
しかしその安心できる場がなくなり、祖先のことを何も知らないと気が付いた時、不安
な気持ちが一挙に高まる。そうした時の孤立感が、ルーツ探しに繋がっていくのではな
いだろうか。祖先が沖縄出身であることは知っていても、沖縄に親戚はいるのか、オキ
ナワンとは何かを意識するようになっていく。「知らない」というものが原動力となり、
オキナワンであることを意識するようになった。 
 また、3 世は祖先のことを全く知らない世代ではない。幼少期に 1 世と過ごした日々
は、記憶の片隅に刻み込まれている。幼少期に、沖縄の出身地域ごとに編成されていた
クラブのイベントに参加し、沖縄の歌や音楽、文化に触れていた記憶もある。それらが
ルーツ探しに影響を与えていると言える。自分の知らない世界を見つめ直す機会を得た
時、人はそこに拠り所を求める。個人のアイデンティティが失われつつある時、人はそ
れを取り戻そうとする。これもひとつの「帰属意識」である。太平洋戦争によって一度、
オキナワンとしてのアイデンティティ衰退の危機を経験し、また興味を示さなかったが
故にアイデンティティの一部である「歴史」を失いつつあった中で、オキナワンは徐々
に「オキナワン」という意識を復活させていった。 
第三に、沖縄戦が皮肉にももたらした大きな転機である。沖縄戦は、沖縄の人々に甚
大な被害をもたらした。その時立ち上ったのが、ハワイのオキナワンであった。彼らは
物資や金銭で沖縄を援助した。多くのクラブが寄付金や物資を集め、沖縄に送ったり、
沖縄の文化で重要な豚と、それを飼育する知識を提供した。こうした活動を通して、ハ
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ワイのオキナワンは誇りと自信を取り戻していった。 
日本の沖縄社会を理解するためには林は次のように言う。 
 
  琉球国が明治日本に併合され沖縄県が誕生してから百三十年経った。この百三十年
は沖縄の近現代史であり、県民が絶えず自らのアイデンティティを模索してきた歴
史でもある。その葛藤の歴史を振り返れば、そのアイデンティティの躍動の特徴は、
まさに「沖縄人
ウチナーンチュ
」意識と「日本人
ニ ホ ン ジ ン
」意識の間を徘徊し、時には沖縄人としてのア
イデンティティを強調したり、また時には「日本人」になろうと努力したりしてき
たところにある（石原・喜納・山城、2010：159）。 
 
ハワイのオキナワンも同じように「アイデンティティを模索してきた」。ハワイもまた
沖縄からの最初の移民が到着してから 100 年以上が経つ。その 100 年の間に「オキナ
ワン」「ジャパニーズ（日系人）」「アメリカン」という少なくとも 3 つの「意識を徘徊
し、時には」オキナワン「としてのアイデンティティを強調したり、また時には」ジャ
パニーズやアメリカン、ジャパニーズ・アメリカンに「なろうと努力したりしてきたと
ころにある」。現在はオキナワン・フェスティバルが象徴するように、「ジャパニーズ」
ではなく「オキナワン」であることの意識が強い。そして「オキナワン」という意識と
「アメリカン」という 2 つの意識を比較するならば、「アメリカン」という意識が先行
する。これは聞き取り調査からも事実である。 
 2014 年 8 月に、ハワイ・オアフ島でアンケート調査を行った（資料 1）。そこで「も
し祖先の中に沖縄出身者がいたならば、自分をどのように意識するか（原文：12. If any 
of your ancestors are from Okinawa, how do you see yourself?）」と質問した。選択肢は
次のとおりである。 
 
(a) Okinawan 
(b) Japanese 
(c) American and Okinawan 
(d) American and Japanese 
(e) American, Japanese and Okinawan 
(f) Other 
(g) don’t know/ difficult to answer 
 
その結果は以下の回答を得た。 
 
（１）父親が沖縄出身、母親がハワイ・カウアイ出身 
1938 年生まれの 2 世と半分だと自身の世代を主張する 
「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 - 98 - 
 
 
（２）父親が沖縄出身、母親がハワイ出身 
1934 年生まれ 
「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 
（３）父親が沖縄出身、母親がハワイのマウイ島で育った 
1936 年生まれの 3 世（本人は“mostly 3rd”と回答） 
「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 
（４）父親がハワイ出身の日系人、母親がハワイ出身の日系人 
   祖父が日本本土出身の日本人、祖母が日本本土出身の日本人 
1946 年生まれの 3 世 
「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 
（５）父親が日系 2 世、母親がオキナワン 2 世 
   1941 年生まれの 3 世 
   「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 
（６）母親が沖縄出身、祖父が沖縄出身 
   1932 年生まれの 2 世 
   「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 
（７）父親が日本本土出身 
   1931 年生まれ 
   「(e) American, Japanese and Okinawan」と回答した。 
 
（８）祖先に沖縄出身者がいる 
   1931 年生まれの 2 世 
   「(a) Okinawan」と回答した。 
 
（９）父親がオキナワン、母親がオキナワン、祖父母がオキナワン 
   1948 年生まれの 3 世 
   「(c) American and Okinawan」と回答した。 
 
（１０）父親がオキナワン、母親がオキナワン、祖父母がオキナワン 
   1947 年生まれの 3 世 
   「(c) American and Okinawan」と回答した。 
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（１１）祖父母が沖縄出身 
   1953 年生まれ 
   「(c) American and Okinawan」と回答した。 
 
（１２）祖先に沖縄出身者がいる 
   1936 年生まれの 2 世 
   「(c) American and Okinawan」と回答した。 
 
（１３）父方の祖父が沖縄出身のオキナワン、父親が沖縄出身のオキナワン 
    父方の祖母が沖縄出身のオキナワン 
    母方の祖父が沖縄出身のオキナワン、母親はハワイで生まれたが沖縄で育つ 
    母方の祖母が沖縄出身のオキナワン 
    1951 年生まれ 
    父方からみれば 2 世で、母方からみれば 3 世 
    「(c) American and Okinawan」と回答した。 
 
（１４）父親は 3/4 中国系と 1/4 ハワイアン 
    祖母は沖縄出身の日本人 
    祖父は沖縄出身の日本人 
    1958 年生まれの 3 世 
    (a) Okinawan と(c) American and Okinawan と回答した。 
 
（１５）父親が沖縄出身 
    母親が沖縄出身 
    ともにオキナワンである、と回答した。 
    1938 年生まれの 2 世 
    「(c) American and Okinawan」と回答した。 
 
回答の内容から、1 人を除き他 14 名全てが「American」が含まれている項目を選んで
いる。そして「Japanese」が含まれている項目と、含まれていない項目は半分に分かれ
た。そこで、「(c) American and Okinawan」を選択した回答者と、「(e) American, Japanese 
and Okinawan」を選択した回答者の違いを探ってみた。 
 「3．オキナワン・フェスティバルに行ったことがあるか」（原文：Have you gone to 
the Okinawan Festival that is held every year at the end of August or beginning of 
September?）という質問内容に対しての回答は全員「はい」であった。 
  「9．沖縄を訪れたことがあるか」（原文：Have you ever taken a trip to Okinawa?）
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という質問内容に対しての回答は、１人を除き全員「はい」と回答した。 
 「10．沖縄を訪れた目的は何か」（原文：If you have been to Okinawa, what was the 
purpose of your trip?）という質問に対しては、(a) 観光（原文：Sightseeing） と、沖
縄のことをもっとよく知りたかった（原文：(b) I wanted to know more about Okinawa）
の 2 つの選択肢を設けた。その結果、全員が(a)と(b)の両方を目的としたと回答した。
さらに、(b)を選択した回答者には次の質問項目にも回答してもらった。 
 「11．(b)に「はい」と答えた回答者に対して、何を学びたかったのかを以下から選
んでください（複数可）」（原文：If you answered (b) above, what specifically did you 
want to learn? (multiple answers allowed)）とし、次の選択肢を設けた。 
 
(a) Learn more about Okinawan culture  
(b) Learn Okinawan language  
(c) Find out about family 
(d) Visit relatives 
(e) Other 
 
結果は「(a) Learn more about Okinawan culture」、「(c) Find out about family」そして
「(d) Visit relatives」に偏った。ルーツ探しが盛んになったことは先述したが、この回
答結果からも見て取れるように、沖縄にいるであろう親戚を探し、自己のルーツを知り
たいという欲求が今もなお残っていることが分かる。 
 ハワイにおけるオキナワンという意識は、以上のように時代の波によって左右され、
今日に至っている。プランテーションの中から生まれた否定的な意味を持ったオキナワ
ンという意識は、プランテーション構造が崩壊する過程で肯定的な意味を持った意識へ
と変わっていった。それはオキナワンが養豚関連の商業などで成功を収めていくからで
ある。徐々にオキナワンという存在が、ハワイ社会の中で認識されるようになっていく
中で、太平洋戦争が始まった。プランテーション時代から、アメリカ人は「日系人」が
民族的に二分することにあまり関心を見せなかったが、日本との戦いが始まれば、ます
ます本土出身者であろうが、沖縄出身者であろうと関係なくなり、全てを「日系人」と
して扱った。そのような状況下で、ハワイのオキナワンたちも、第一に「アメリカ人」
であることを認めてもらうことが最優先となっていく。しかしオキナワンであることを
忘れたわけではない。もしオキナワンであることに意味を持たなくなっていったのなら
ば、1951 年に HUOA が発足されることはなかったからである。潜在的に、あるいは無
意識に、オキナワンという意識は持ち続けていたと言える。こうして終戦後、沖縄の救
済運動を通して、沖縄との繋がりを再認識し、オキナワンという意識がまた強く、個々
の意識に働いていった。 
 一方で、太平洋戦争を経験することにより、ハワイのオキナワンは一度その意識を失
ったとも言える。佐藤は「沖縄の民間巫者である「ユタ」」について、「伝統文化とのつ
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ながりが断ち切られることで、人々はアイデンティティを喪失する。しかし同時にまた、
伝統文化への遡及を通して、現在の状況に対応した新しいアイデンティティが探求され
る」とし、ユタのアイデンティティが政治や経済、米軍基地問題や歴史、文化などが「複
雑に絡み合って（中略）自分たちをとりまく新しい状況に対応するため、伝統的な儀礼
の場を通じて新たな自己の位置づけを行う。彼女達はグローバル化のなかで新たなアイ
デンティティを再構築するのである」とする（宮永、2002：113－114）。沖縄でおこっ
たこの状況は、ハワイのオキナワンも、「日系アメリカ人」として戦争を闘い、「オキナ
ワン」というアイデンティティを一度失った。そして沖縄の歴史や伝統を知らない、興
味を示さない世代が増えることで、「伝統文化とのつながりが断ち切られ（中略）アイ
デンティティを喪失する」。しかしその状況に危機感を抱いた者たちによって HUOA が
発足され、「伝統文化への遡及を通して、現在の状況に対応した新しいアイデンティテ
ィが探求され」ていった結果が、オキナワン・フェスティバルであり、ルーツ探し（1980
年代以降に沖縄やハワイで盛んになる「門中」の系図作りなど）であり、次項で述べる
「Uchinanchu at heart」という共有するこころである。 
以上のように衰退と復活を経て、現在に受け継がれていったオキナワンという意識は、
混血率が高くなる一方のハワイ社会において、どのように捉えられていくのかを次項で
探っていくこととする。 
 
 
2－2 オキナワンであることと共有すること 
 
 ハワイは米国の中でも混血率が極めて高い州である。そして、その割合は上がる一方
である。この状況は、オキナワンにとっても同じである。1 世や 2 世の頃は、日本本土
出身者・日系人との結婚でさえ許されなかったのに対し、現在そのような壁は一切ない。
だが異なる人種・民族間の結婚が稀であった 1 世や 2 世の年代では、自己を容易にオキ
ナワンであると意識でき、他者に対しても同様のことが可能であった。しかし今日では、
序章で記したウエウンテンとアラカキの対話のように、オキナワンは誰のことを指すの
かが課題となってくる。「2－1 衰退と復活」で取り上げたアンケートの結果や、聞き
取り調査内容を見ても、オキナワンという意識は今もなお、ハワイ社会においては根強
く、際立った存在である。では、オキナワンという意識は混血率の高いハワイ社会にお
いて、どのように受け入れられているのか、共有されているのか、「他者」を排除して
いるのかを探っていく。 
成城大学におけるウェスリー・ウエウンテンによる「Critically Examining ‘World 
Uchinanchu’ Discourse「世界のウチナーンチュ」言説の批判的検証」という 2014 年
11 月の講演の中で、ウエウンテンは 1980 年代頃から “I am Uchinanchu”というアイ
デンティティが現れ始め、「オキナワン」や「ウチナンチュ」であることへの向き合い
方は人それぞれであったと、自身の体験も交えて述べた。例えばウエウンテンが沖縄県
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に留学中、アルゼンチンからの留学生はオキナワンであったにも関わらず、オキナワン
であることを自発的に宣言することはなかった。ウエウンテン自身も、日本本土で暮ら
し始めた当初は、オキナワンであることを隠していた。しかし、沖縄を題材にした音楽
が有名な日本の歌手グループによって日本本土で人気になると、オキナワンであること
を隠すこともなくなっていったと振り返った（礒、2015：11）。 
ウエウンテンの実体験にも表れているように、オキナワンであることは初めからハワ
イや日本において受け入れられていたわけではない。もともと日本で始まった沖縄の
人々に対する差別は、ハワイへ移住してからも変わらなかった。第 1 章や第 2 章で取り
上げたプランテーションでの生活や、養豚業が差別の例である。しかし、こうした差別
も徐々に薄れていった。その理由は、オキナワンが商売で成功したことや、高等教育を
受け、政治家などの社会的地位を高めていったことなどが挙げられる。このようにして、
「オキナワン」という意識に対する印象が他者からは肯定的な意味へと変わり、オキナ
ワンも誇りをもつようになっていった。 
そこで本章では、芸能、“Uchinanchu at heart”の捉え方の違い、そして現在の若者、
この 3 つの点を通じて、オキナワンであることと、オキナワンという意識を「他者」と
どのように共有しているのかを検証していく。 
第一に、沖縄の芸能には、三線や歌、琉球舞踊やエイサーがある。古典のものから、
現代に馴染みやすいようにアレンジされたものがある。特にエイサーは、沖縄を中心に、
ハワイでも親しまれている。エイサーは、日本本土で言うところの盆踊りである。その
エイサーの起源には諸説あるが、 
 
1603 年から 1606 年にかけて当時の琉球王「尚寧王」知遇を得た浄土宋の「袋中  
土人」が仏典を踊りながら〝念仏踊り″を伝え、沖縄独自の仏典踊りの形態である
エイサーへと発展したと言う説や、その歴史は 500 年以上前の「李朝実録」（1479
年）のなかに当時の那覇の記録として残っており、そのころが始まりだという説も
ある（沖縄全島エイサーまつり実行委員会オフィシャルサイト）。 
 
エイサーは、ハワイのオキナワンにも親しみのあるものである。子どもから大人までが
参加し、盆踊りシーズンでは欠かせない存在である。その他にも、三線や琉球舞踊が、
性別、年齢に関係なく親しまれている。さらに、人種・民族も関係がないようである。
なぜなら、白人などの沖縄にルーツをもたないと推測される人達も団体の一員であるか
らである。ハワイにおいて沖縄の芸能を遺していくことと、オキナワンという意識に関
係性はあるのか。芸能は、オキナワンという意識を継承し続けるための「仕掛け」なの
かもしれない。 
第二に“Uchinanchu at heart”の捉え方の違いについてであるが、ウエウンテンは
講演の中で、糸数慶子の言葉である「心で、心から闘う」と、「てぃんさぬぐ花」とい
うタイトルの歌にある一節、「心静かに闘う」から「心」という言葉が共通しているこ
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とを指摘した。「心」にはどのような意味があるのか。ウチナンチュという「心」をも
つということは、すなわち、ウチナンチュ、あるいはオキナワンという意識を他者と共
有する、ということではないだろうか。 
 
ハワイにおいて用いられるオキナワン・アイデンティティの範囲は年々拡大してい
るように思われる。仮に A という人物がいたとする。A 氏は自分がオキナワンであ
ると主張する。この A 氏に両親について聞いたならば、父親がフィリピーノで母親
がオキナワンであるという答えが返ってくる。両親が共にオキナワンであれば、A
氏は紛れもなくオキナワンである。しかし例え“半分”でも“3 分の 1”でもオキ
ナワンであったのであれば、自分はオキナワンであるという答えがハワイでは返っ
てくるのである（礒、2015：12）。 
 
ハワイでオキナワンという意識が受け継がれてきた背景には、「仕掛け人」がいると考
えられる。オキナワンという意識を継承するべきだと考える人々によって自発的に仕掛
けられていると考える。ハワイで毎年開催されるオキナワン・フェスティバルが、その
一例である。 
 
オキナワン・フェスティバルは毎年ワイキキ（Waikiki）にあるカピオラニ・パー
ク（Kapiolani Park）で大々的に催される。オキナワン・クラブ毎にテントが与え
られ、アンダギー、アンダドッグ、チャンプループレート、チキンプレート、オキ
ドッグ、オキナワソバ、豚足スープ、焼き鳥、チリ＆ライス、タコライス、焼きそ
ば、かき氷などの屋台ができる。執筆者の親戚は与那原クラブに属しており、彼ら
はボランティアの為の休憩場兼昼食サービスを担当している。具志川クラブの手伝
いをした経験があるが、彼らはオキナワソバ担当であった。ステージでは地元の琉
球舞踊クラブや三線、太鼓クラブが会場を盛り上げる。沖縄県からも太鼓クラブや
歌手を招き、沖縄県との親交も深めていく。フェスティバルの最終日は 6 月頃から
ハワイで始まる盆踊りシーズンの最終地として、櫓を囲んで盆踊り（ハワイでは
Bon dance と言われている）が踊られる。日本の各地の盆踊りの曲が使用され、プ
ランテーションの苦悩をうたった曲も使われる（礒、2015：12）。 
 
歌詞は日本語であり、歌詞を理解して踊っている者はいない。しかし、6 月頃からハワ
イのボンダンス・シーズンになると、ハワイ各島の至る所で盆踊りの会場が出現する。
2016 年はオアフ島だけでも 33 ヵ所の会場で開催予定である12。そして必ずイベントの
終盤で、琉球太鼓の演奏がある。その光景はまさに、ハワイ独特のものである。オキナ
ワン・フェスティバルはその名のとおりハワイのオキナワンの為のイベントである。し
                                                   
12 Wu, Nina. “2016 Obon season calendar.” Star Advertiser, 30 May, 2016. 
Web. 13 July, 2016. <http://www.staradvertiser.com/features/calendars/obon-season/>. 
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かし、ハワイ、沖縄、日本、アメリカなど、様々な国・地域の文化が融合している。こ
の融合を支えているのが「ロコ（local）」という意識である。 
 ハワイには、オキナワンなどの人種・民族別の意識の他に、「ロコ（local）」という意
識が働いている。ハワイで生まれ育った者に対して使われるが、白人はプランテーショ
ン時代の支配構造の中で、移民を監督する立場にあったため、ハワイで何世代にもわた
って暮らしても「ロコ（local）」にはなれない暗黙の了解のような意識が働いている。    
 
ロコと認識されるためには、プランテーションの「体験を共通の基盤としてもって」
いることが重要なのである。なぜならプランテーションの中で生まれた文化を「プ
ランテーション文化」といい、この「文化の核心の第 1 は「仲間
ピ ア
集団
グループ
」の存在（中
略）第 2 は食（フード）と言語（ピジン英語）」だからである（白水、2011：8-10、
礒、2015：13）。 
 
このようにして、プランテーションやプランテーション文化が、1 世と 2 世の共通項と
なったのである。 
オキナワン・フェスティバルは 1982 年に始まり、3 世が発足の際の中心的存在にな
った。3 世の大半がプランテーションでの生活を経験したことがない。ではプランテー
ションという共通の基盤がない世代を突き動かしたものは何であったのか。 
それは「オキナワン・プライド」や「ウチナーンチュ・スピリット」というような精
神である（新垣 1998、30-36）。また「エスニック文化主義 ethnic culturalism」すな
わち「エスニック集団の 成員は自らのエスニシティを自覚し、確固たるエスニック・
アイデンティティの形成に邁進すべきであるという考え方」である（白水、2008：6）。
ハワイのオキナワンは「自らのエスニシティを自覚」している。そしてオキナワン・フ
ェスティバルをとおして「エスニック・アイデンティティの形成に邁進」していると考
えられる。ここでエスニック・アイデンティティの概念を引用しておきたい。 
 
   エスニック・アイデンティティというのは集団的アイデンティティ、つまり
collective identity または group identity の一種である。集団的アイデンテ
ィティ自体が多義的な概念であるためにエスニック・アイデンティティもいくつ
かの意味を有する。（１）まず、当該のエスニック・コミュニティに所属してい
るという強い感情、エスニック・コミュニティとの一体感として把握される場合
がある。これをひとまず「エスニック・コミュニティへの帰属意識」と呼んでお
こう。（２）また、当該のエスニック・コミュニティに愛着を感じ、それが昂じ
てエスニック集団を誇りに思う、そしてその集団の一員としての自分にプライド
をもつという感情として把握されることもある。「エスニック・コミュニティへ
の愛着・誇り」と呼んでおこう。エスニック・アイデンティティとは、この（１）
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と（２）の両方の意味を有し、状況や文脈に応じて使い分けられるのが一般的で
ある（白水、2008：6-7）。 
 
長い間、オキナワンの文化は日系アメリカ人の文化の影に隠れていた。その間にも沖
縄の文化は、他の文化と影響し合い、ハワイ独自のオキナワ文化へとなっていった。そ
のひとつがエイサーである。迫力のある演奏や振り付け、色鮮やかな衣装は、年齢、性
別を問わず、人を魅了する。さらに、オキナワン・フェスティバル同様、エイサーや琉
球舞踊などを実演している人種・民族も多様化している。これはハワイの沖縄社会の多
民族化に伴う変化だけでなく、様々な活動を通して、沖縄とはこれまで無関係だった人
たちを惹きつけた結果でもある。オキナワンや日系人以外にも、アジア系民族や白人で
さえもエイサーや三線を実演している。「純粋な」オキナワンがいなくなってきている
ことを受けて、オキナワン以外の人々を取り込み、オキナワンという意識の継承を促し
ている。オキナワンのこうした取り組みを、ハワイの伝統であるフラの変容に関する研
究を続ける城田愛の見解をもとに、オキナワンの伝統芸能を検証していく。 
 また 1980 年代からは「ウチナンチュ」という自己表現が頻繁に用いられるようにな
り、“Uchinanchu at heart”と書かれた T－シャツを着た人達も多く見かける。それぞ
れの世代で、オキナワンであることへの意味は異なる。しかし今日に至っては、「他者」
が曖昧になっていることから、それらを排除することは不可能に近い。そうした中、
“Uchinanchu at heart”を共有するようになっていったと考える。 
城田はハワイアンの「混血化」がオキナワンの「混血化」と似ていると言う。以下は、
城田の「フラにみる多文化社会ハワイのポリフォニー 聖地、観光地、主権回復運動で
共振する祈りと踊り」（白水、2011）の中で引用されている井上昭洋の見解を参考にし
たものである。 
 
   現代のハワイでは、「混血ハワイアン」をめぐる自己規定においては、個人主義
的・排他的な「分数的血統の論理」と、集団主義的な「ネイティブの系譜学」と
が混在している（井上、2010）。井上は、「何分の 1 はハワイアン」といった「混
血」についてのかたりは、「“one-drop rule”や『血統量定（blood quantum）』とい
った植民地主義的言説や現在の『人種』言説と密接に関わり合って」おり、「自
分の中に何種類の人種の血が流れているのかというように、数世代前の祖先が現
在の個人に収斂する形でアイデンティティが捉えられる」と指摘している。そし
て、この「血統量定」の言説は、「祖先を現在の自分に引きつけて自らを同定す
る分数的血統の論理に支えられ、個人主義的、排他的にアイデンティティを形成
する」と井上は論じている（白水、2011）。 
 
以上の見解に伴い、城田自身はオキナワンについて以下のように述べる。 
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   これまでわたしが主に調査してきた沖縄系の人びと（オキナワン、Okinawan）た
ちの場合、一世たちの沖縄の出身地（市町村、字レベルまで）と、一世や自分の
親たちがハワイのどこの島のどの地域（プランテーション）に暮らしてきたかを
意識しながら、家系図（family tree）を熱心に作成するのがよくみうけられる（城
田 2008；2010）。（白水、2011）。 
 
また、「ハワイの人びとの大勢は、無意識的・無批判的に「何分の 1 は○○人で、ジェ
ネオロジーは～」と、両者（「分数的血統の論理」と「ネイティブの系譜学」）を重ねな
がら流用していると」指摘もしている（白水、2011）。執筆者自身の経験からも多くの
「オキナワン」が無意識に「何分の 1 は～」という表現を用いていたことを確認してい
る。「混血」が進んでも、オキナワンという意識が失われない背景には、エスニック・
アイデンティティの定義がある。 
 エスニック・アイデンティティとは、集団的アイデンティティの一種であり、それも
「エスニック・コミュニティへの帰属意識」と「エスニック・コミュニティへの愛着・
誇り」の両方の意味を持ち合わせている。オキナワンという意識の場合、城田と井上の
言う「分数的血統の論理」と「ネイティブの系譜学」と、白水の言う「エスニック・ア
イデンティティ」、これら 3 つの要素が絡み合っていると考えられる。 
 
Naichi student 2: 
Okinawan people smart in business, boy. They shinbo (pinch their pennies) and 
seiko suru (attain success). There was an Okinawan lady who lived next to us. She 
was rich. Instead of giving the slop to the pig man, she raised ducks and gave the 
slop to them. That stink up the whole neighborhood. 
A Naichi food caterer told me that she would not admit even one Okinawan into 
their group because once she did that, the Okinawan lady would learn fast and bring 
in other Okinawans, and drive her out of the job. 
When talking to a Naichi lady, I found out a few things about how Okinawans 
did things in the restaurant business. “The Okinawans have driven the Naichi out of 
the restaurant business because they have all the food from the Okinawan farmers.” 
A Naichi friend said, “Naichi people no more group feeling like Okinawans. Naichi 
only care for themselves.” Yeah, Okinawans smart boy (Uchinanchu, p.135-136). 
 
  ナイチ学生 2： 
   オキナワンは商売が上手だ。辛抱強いから成功する。オキナワンの女性が私達の
隣に住んでいた。彼女は裕福だった。残飯を養豚家の人にあげる代わりに、アヒル
を育て、アヒルにその残飯を与えていた。その臭いが近所中に充満したよ。 
   オキナワンは一人も仲間に入れないと、ナイチの料理の仕出し屋が私に言った。
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なぜなら、一度仲間に入れてしまうと、オキナワンの女性はすぐ習得し、他のオキ
ナワンを参入させ、ナイチのこの女性を失業に追いやってしまうからだと言う。 
   ナイチの女性との話を通じて、オキナワンがどのようにレストラン事業を動かし
ているかが少し分かった。「オキナワンはナイチをレストラン事業から追いやった。
なぜならオキナワンの農家から材料を仕入れることができたからだ。」ナイチの友
だちがこう言っていた。「ナイチは集団意識がオキナワンのようにはない。ナイチ
は自分のことしか考えない。」本当にオキナワンは賢かったよ。 
 
文中の「Naichi people no more group feeling like Okinawans」が示しているように、
たとえオキナワンの混血が進み、境界が曖昧となっても、オキナワンという意識の根底
には「group feeling」、つまり「プランテーション文化」からうまれた「仲間
ピ ア
集団
グループ
」と
しての意識が存在し、「帰属意識、愛着・誇り」のエスニック・コミュニティとしての
意識が働くことにより、ハワイ・オキナワン独自の、一見すると曖昧にもとれるが実は
はっきりとした境界線が存在していると考える（礒、2015：16）。 
 ハワイでは三線や琉球舞踊、琉球太鼓、エイサーなど、様々な芸能活動が盛んに行わ
れている。そしてこれらを披露する舞台のひとつに、オキナワン・フェスティバルがあ
る。ここでは芸能とオキナワンの意識の関係性を探っていく。 
1980 年代頃に「ウチナンチュ」という呼び名が頻出するようになった頃、子供や 10
代、20 代の若者達が、三線や琉球舞踊に関心を示すようになっていった。これは 40 代
から 60 代の 3 世たちが親になり、自分の両親や祖先の歴史や文化を子ども達に伝えて
いかなければならないという意識が生まれたことも一要因である。「プランテーション
文化」を基盤とする 1 世と 2 世（3 世が入る場合もある）は、「仲間
ピ ア
集団
グループ
」としての意
識と、「帰属意識、愛着・誇り」のエスニック・コミュニティとしての意識によって、
誰がオキナワンなのかが明確に示せていた。しかし現在、オキナワンの歴史や文化を伝
えていく相手は、「プランテーション文化」を共有しない世代であり、祖先の歴史や沖
縄の歴史、文化を全く知らない者たちが大半を占めている。そうした環境の中、若い世
代は、どのような理由からオキナワンの文化、芸能に惹かれるのか。オキナワン以外の
人種・民族のひとたちと「オキナワン」という意識を共有することによって、その意識
にどのような影響を与えているのか。これらについてオキナワン・フェスティバルとエ
イサーを事例に考察する。 
Hawaii United Okinawa Association（旧：United Okinawan Association of Hawaii）
は 1951 年に発足された。この組織の目的のひとつに、「オキナワンの文化を振興、保
存、継承する」13とあるように、オキナワン・フェスティバルを中心に、様々なかたち
                                                   
13 To Our Issei: Our Heartfelt Gratitude : Okage Sama De 2000 : Bridging a Century of Uchinanchu 
Aloha. Honolulu, Hawaii: Okinawan Centennial Celebration Issei Commemorative Booklet 
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でその役割を果たしてきている。オキナワンは、Hawaii United Okinawa Association
（以下：HUOA）以外でも、文化、芸能を継承してきた。例えば、市町村、さらには字
ごとに分かれてつくられた町人会や村人会の存在である。 
 
The basic units of the Okinawan community are the locality clubs bearing the 
names of the native localities of Okinawa from which the immigrants came. They 
represent Son or village, Cho or town, Shi or city, and Aza, which is the smallest 
administrative area unit within a Son, Cho, or Shi. There are 45 of these locality 
clubs on the island of Oahu. Data presented below are based upon a survey 
conducted during 1963 and 1964, in which 43 of the 45 participated. Two of the 43 
were Azajin-kai, 19 were Sonjin-kai, 3 were Chojin-kai, 4 were Shijin-kai, 13 were 
Doshi-kai, and two were simply identified by the term club, to suit the Nisei 
members (Uchinanchu, p.285). 
 
オキナワン・コミュニティの基本的な集団は、沖縄移民の出身地の名前を付いたロ
ーカルなクラブである。村、町、市、字を象徴している。字は村、町、市の中の行
政上もっとも小さな単位である。オアフ島にはこうしたローカル・クラブが 45 存
在する。以下に示されているデータは 1963 年から 1964 年にかけて行われた調査に
よるもので、45 のクラブ中、43 が参加した。43 の中の 2 つが字人会で、19 が村人
会、3 つが町人会、4 つが市人会、13 が同士会で、残り 2 つは 2 世のメンバーに即
すように単に「クラブ」と呼んでいる。 
 
現在は 49 のクラブが HUOA に所属している14。今でも精力的に活動しているクラブも
あれば、年に一度の集会でさえ開けない、あるいは開かないクラブもある。1 世や 2 世
が中心だった頃は、クラブ毎に頻繁にピクニックを開き、オキナワンの交流が盛んであ
った。各家庭が料理を持ち寄り、子ども達は下駄や米袋を使って競争をするなどのゲー
ムで楽しんでいた。この交流の場は、沖縄の料理や音楽などの文化に触れ、差別に日々
苦しめられていたオキナワンの憩いの場であっただけでなく、各市町村字のアイデンテ
ィティを守る場でもあった。また、子ども達にオキナワンであることを意識させる機会
を与える場にもなっていた。聞き取り調査の中でも、このピクニックの話は度々話題に
上がり、オキナワンという意識を形成する一要素であったことが分かっている。ただし、
2 世たちによって次世代へ繋ごうとする努力はなされているものの、その思いが 3 世や
4 世へ伝わらず、クラブの中での連帯感が薄れていってしまっているところもある。こ
うしたオキナワンに対する関心の低迷が、HUOA 発足の原動力になった。 
                                                                                                                                                     
Commission, 2000, 75-76. 
14 所属クラブの詳細は HUOA ホームページを参照。
http://www.huoa.org/nuuzi/about/memberclubs.html 
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 毎年５万人以上が訪れるオキナワン・フェスティバルは HUOA によって主催されて
いるが、その原型となったのは、Hui O Laulima（オキナワンの女性たちによって創め
られた団体）である。Hui O Laulima の活動の目的は、沖縄の文化を展示と実演を通し
て多くの人びとに広めることであり、その最初の活動は 1971 年のアラモアナホテルで
あった。その時のスポンサーが現 HUOA だった。彼女たちの活動範囲は次第に広くな
り、HUOA との共同の取り組みは 1982 年まで続いた。同年の 1982 年に第 1 回オキナ
ワン・フェスティバルが開催され、年々その規模は拡大し、現在に至る15。沖縄とハワ
イのオキナワン文化を継承していくことの重要性を早くから気付いたオキナワンの女
性たちによって意図的に仕掛けられたのである。オキナワンの歴史や文化、沖縄の歴史
や文化を知らない世代、そして興味を示さない世代が次第に多くなってきた 1980 年代、
オキナワンという意識が消え去ってしまうことに危機感を覚えたと推測できる。 
近年のオキナワン・フェスティバルは「沖縄とハワイの要素がフュージョンされたパ
フォーマンスが多くみうけられるようになってきている」と言う（城田、2010：98）。
城田の定義する「フュージョン」とは「ことなる複数の文化的エレメントが、それぞれ
の境界線やオリジナルとされる部分をある程度たもちつつ、混成・混合している状況」
であるとし、この状況を「ハワイアン・フュージョン」と呼んでいる（城田、2010：102）。
さらにハワイではオキナワンを Okinawan、ウチナンチュを Uchinanchu と表記するが
「移民をうけいれて五世までが誕生する現代のハワイで認知されるようなったアルフ
ァベットの Uchinanchu は、ウチナーグチのもともとの意味にくわえ、「（ハワイの）オ
キナワンの子孫」や「（ハワイにいる）オキナワンを先祖にもつ人」というように、移
民先であらたに誕生した人びとをふくむものになってきている」（城田、2010：103-102）
と言う。 
オキナワン・フェスティバルではエイサーが披露されるが、エイサーもまたオキナワ
ンという意識が「他者」と共有されているもののひとつであると考える。エイサーは旧
盆の行事におこなわれるが、「沖縄の古典音楽や琉球舞踊にみられるような、演じ手た
ちが限られるクローズドな古典芸能にくらべると、よりオープンな性質をもっている。
（中略）ハワイでのエイサーとフラとのコラボレーションのように、沖縄や日本、他の
移住先によって混成化がおこっている」と言う（城田、2010：101）。第二次世界大戦前
のオキナワンと日系人の関係からは想像もできないことだが、「エイサーに「盆踊り」
としての日本的要素（揃いの浴衣の着用やエンジンでおどるなど）」（城田、2010：101）
が取り入れられたことは、日系人によるオキナワンへの差別意識がなくなったことと、
オキナワンにとっても日本的要素を取り込むことによってオキナワン以外の人々にも
興味・関心を抱かせ取り込んでいこうとする意識があったと考えられる。そして、「さ
らにギターやヴァイオリンなどの西洋楽器をとりいれることによって、日系社会の大舞
台にて、ネガティヴな沖縄のイメージをポジティブなものに転換させた」（城田、2010：
                                                   
15 HUOA ホームページ上に記載されているオキナワン・フェスティバルの歴史の概要をもとに
要約。http://www.okinawanfestival.com/2013/activities/aboutcontact/history.htm 
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101）ように、エイサーに若い世代にも共感を得られる楽器や曲調などの要素を取り入
れることにより、オキナワンであることが誇らしいという肯定的なイメージをつくり
（仕掛け）、その結果、ハワイの芸能の他に、オキナワンであることを継承することに
一役かっていると考える。 
 ウェスリー・ウエウンテンは講演の中で、「心」という言葉が度々使われていること
を指摘した。ハワイのオキナワンは“Uchinanchu at heart”という表現を使い、世代の異
なるオキナワンを繋ぎ、さらにはオキナワンの子孫でない者たちからも共感を得ようと
しており、成功していると言える。 
例えば芸能を通じて見られる“Uchinanchu at heart”からは「仲間集団」の意識がある
と考えられる。これはエスニック・アイデンティティの「（2）エスニック・コミュニテ
ィへの愛着・誇り」の強い表れであり、3 世、4 世、5 世に見られる、現代の“Uchinanchu 
at heart”の意識に近い。4 世や 5 世のように、オキナワンの歴史や沖縄について知らな
い世代に帰属意識があるとは言い切れない。むしろオキナワン・フェスティバルのよう
に「楽しさ」を通してオキナワンの文化や沖縄に興味を持ち始め、そこから「愛着」や
「誇り」が生まれてくるのだと考えられる。 
 また、3 世、4 世は「混血」が当たり前となった世代でもある。沖縄以外の「血筋」
や文化が混ざり合う家庭環境や社会環境の中で、自己の意識の中に「オキナワン」を選
択することができる世代であり、また、沖縄にルーツをもたない者たちも沖縄やオキナ
ワンに関心を寄せるようになってきている時代でもある。この二つの要素を利用して、
以下のような仕掛けがある。 
 
   増加するインターマリッジによって沖縄以外にもルーツをもつオキナワンたち
がふえ、家族・親族のエスニック構成が多様化してきている。いっぽう、二世た
ちの高齢化、減少がすすんでいる。「血」やルーツだけでは、コミュニティを支
えていく人員をじゅうぶんに確保しにくい状況となってきている。そこで、オキ
ナワンの「ハート」をもつ非沖縄系の配偶者なども積極的にとりこんでいこうと
する戦略が、近年、目立ってきている（城田、2010：105）。 
 
ここで言う「ハート」とは、「オキナワンの「ハート」をもつ非沖縄系の配偶者」のよ
うな新しい“Uchinanchu at heart”である。では、オキナワンの「心」を感じる要因はど
こにあるのか。 
第 4 回「世界のウチナーンチュ」大会の参加者を対象に行ったアンケート調査の結果
16、第一にハワイからの参加者の割合が高いこと、第二にハワイのオキナワンと日本語
能力とはあまり関係がないことが示されている。 
                                                   
16 野入直美 2008「世界のウチナーンチュ大会」と沖縄県系人ネットワーク（2）―参加者の
＜声＞に見るアイデンティティと紐帯の今後―」移民研究（4）、97－115、琉球大学移民研究
センター 
 - 111 - 
 
 まず、アメリカ合衆国からの参加者は 63.8％であり、その中のハワイからの参加者
の割合が約 56％を占めている。この点に関して野入は「県人会に属していない人々に
は、大会の情報が届きにくいことや、参加の動機づけも得にくい（中略）結果としてウ
チナーンチュ大会参加者には県人会員が多くなっていることが推測される」と説明する。
ハワイからの参加者が多いことと県人会員が多いという点については、HUOA を中心
として各クラブの活動や、沖縄の伝統をハワイや日本の要素と「フュージョン」させな
がら継承し続けるハワイの取り組みを見ても、納得のいく結果である（礒、2010：19）。
さらにハワイにおいては、沖縄とオキナワンという意識が受け継がれていると、この結
果によって証明される。 
 第二の日本語能力に関する調査結果である。全体的に約 40％が「全くできない。も
しくは、あいさつ程度」と回答し、ハワイと他州とを比較した結果からは「日常会話の
レベルまで含めて日本語を話せる人は、ハワイ州では 31％だが、その他の合衆国と全
体では 44～45％」であり、「ハワイの沖縄県系人の凝集力は、日本語以外のものによっ
て支えられている」という（野入、2008：100、105）。この結果から考えられることは、
“Uchinanchu at heart”という意識がハワイ社会において根付いたことにより、例え
日本語や沖縄の方言が使われなくなっても、それがオキナワン同士を切り離す要素とは
なり得ないということである。 
 沖縄で 5 年に 1 回開催される「世界のウチナーンチュ大会」が指示していることは、
「ウチナーンチュであるということへの深い誇りと共属意識」があり、「大会を通して
アイデンティティを確認し、絆を確かめ合」う場となっているということである（野入、
2008：110）。ハワイのオキナワン・フェスティバルでも同様のことがおこっていると
考えられる。フェスティバルに参加することは“Uchinanchu at heart”を再認識する場で
あり、「絆を確かめ合う」場となっているのである。 
 オキナワンという意識には「仲間
ピ ア
集団
グループ
」、「帰属」、「愛着」、「誇り」、そして“Uchinanchu 
at heart”という要素が複合的に重なり合い、しかし一方で、何かを排除したりするわけ
ではなく、その時々によって自分に必要な要素を「選択」しながら、オキナワンという
意識を取り込んでいることが分かった。また、オキナワンとしての実体験の有無によっ
ても、自己がオキナワンであることを意識することが大きく異なることが分かった。 
 「オキナワン」という意識を芸能とオキナワン・フェスティバルを例に検証していっ
た。その結果、“Uchinanchu at heart”の捉え方が多種多様であることが明確となるとと
もに、それらをその時々の状況によって自由に選択できるような意識構造であることが
分かった。 
1 世と 2 世が形づくったオキナワンという意識は、彼らの小規模な活動（市町村字人
会や家庭そのもの）によって 3 世へとわたり、3 世と 4 世は“Uchinanchu at heart”を基
盤にした新たな意識を構築していった。そして「オキナワンの子孫」と、そうでない者
たちでオキナワンの活動に参加している者たちは、“Uchinanchu at heart”という言わば
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標語のもと、オキナワンという意識を認識または再認識している。 
 ここで取り上げた芸能は「いつでもできるもの」「いずれできるもの」「誰もができる
もの」であり、すなわち、多くの人が参加し継承できるものである（礒、2010：20）。
芸能はアイデンティティが伝承しやすいものなのである。芸能を通じて「仲間
ピ ア
集団
グループ
」と
いう要素の意識を形成し、「芸能を通して伝承されたアイデンティティ」となっていく。
エスニック・アイデンティティの中の「仲間
ピ ア
集団
グループ
」的意識と、芸能を通じて伝わる意識
は意味が異なるが、例えば、エイサーという芸能に長く携わることで「愛着」が生まれ、
オキナワンとしての「誇り」へと転じていく可能性があることは言える。 
 以上の点から、オキナワンであることと、オキナワンという意識を共有するためには、
「共通の場」が必ず存在し、それがあることで「仲間
ピ ア
集団
グループ
」意識、「帰属意識」「愛着・
誇り」という意識が生まれことが分かった。さらに「混血」が進み、「オキナワンの子
孫」が今後もオキナワンという意識をハワイ社会において存続させていくためには、城
田が指摘するように、人員確保が必要であり、そのためには“Uchinanchu at heart”のも
と、「オキナワンの「ハート」をもつ」人を取り込んでいかなければならない。「個」で
オキナワン・アイデンティティを再構成させ、継承することは困難かもしれないが、ハ
ワイにおいてオキナワンという意識が失われないのは、「団体」があるからである（礒、
2010：20）。「団体」（エイサーのグループ、三線や琉球舞踊の教室、クラブ、オキナワ
ン・フェスティバルなど）の中でアイデンティティを再認識し、帰れる場所（「帰属意
識」）ができることで、アイデンティティを再構成させていると考える。 
 
 
終章 
 
 本論では、沖縄からの移民であるオキナワンが、オキナワンというアイデンティティ
（＝「意識とかたち」）とどう向き合って生きてゆき、現在に継承していったかを検証
してきた。 
 第 1 章では、オキナワンという意識が生まれるきっかけとなったプランテーションや、
初期から中期にかけての沖縄出身者の歴史について分析した。そこから見えてきたこと
は、「オキナワン」という意識が始めから肯定的な意味を持っていなかったことである。
沖縄出身者は、プランテーションの中で差別に直面した。日本本土出身者との民族的差
異を感じさせられた沖縄出身者は、「オキナワン」という独自の意識を形成させ、プラ
ンテーションでの生活や、日常で感じる劣等感に対抗した。一方で、差別を受けたこと
により、オキナワン同士の結束力が強まり、オキナワンという意識が確固たるものとな
ったと言える。オキナワンが平等に共有できた「差別」がなければ、今日に至るオキナ
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ワンという意識が存在しなかったと推測できる。否定的な意味をもった意識は、オキナ
ワンがプランテーションを去るようになってからも続いた。なぜなら、次にオキナワン
が最も多く就いた職業が養豚業であったからである。 
 オキナワンが日系人に代わって養豚業に携わる割合を占めるようになると、日系人は
またしてもオキナワンを見下した。もともと仏教的思想などによって養豚業に従事する
ことに嫌悪感があった日系人は、オキナワンが養豚業に参入することに何ら抵抗はなか
ったと考えられる。オキナワンは後に、養豚業とレストランを連携させ、飲食業などで
も成功していった。オキナワンというひとつの民族が、ハワイ社会の中で一定の地位を
確立していった。 
 また沖縄の文化もオキナワンという意識を絶やさない役割を担っていた。プランテー
ション内では、多くの沖縄出身者が方言を使うことや三線を弾くことを躊躇った。それ
が差別へと繋がっていったからである。しかし家族間でひっそりと方言で会話をしてい
たのも事実であり、三線の音が全く聞こえてこなかったわけでもない。このような状況
が変わっていったのにはプランテーション労働の衰退に伴って、自由の身になっていっ
たことが背景にある。プランテーションを去ってからのオキナワンは、オアフ島の各地
域へと移住していった。オアフ島の発展、開発に伴い、定住化が進むまでは、オキナワ
ンは繰り返し移住を迫られた。しかしその移住の先々で、オキナワンのコミュニティが
形成されたのも事実である。この時のコミュニティは、家族という狭義のコミュニティ
から、地域という広義のコミュニティまでを含むが、これらのコミュニティの中で、盛
んに沖縄の文化が取り入れられたことが、オキナワンという意識の存続と、肯定的な意
味をもつ意識へと転換されていった。 
 プランテーションで生活をともにする中で、仲間意識も生まれた。白水の言う「プラ
ンテーション文化」（2011：8－10）を通して仲間意識は生まれた。それはオキナワン
がプランテーションを去ってからもかたちを変え、受け継がれていった。プランテーシ
ョンで築かれたオキナワンという意識は、否定的なものから肯定的なものへと変化し、
世代が変わる度に仲間意識がもつ意味が変わり、意識そのものがかたちを変えていった。 
 例えばココヘッド（Koko Head）やカハルウ（Kahaluu）などのコミュニティをみる
ことで、オキナワンという意識のかたちの変化が分かる。それまでは、プランテーショ
ン文化の中でつくられた意識であったが、それぞれの家族が独立していくと、家族主体
の文化となる。つまり、自己のアイデンティティは家族の影響を強く受けるようになる
わけである。第 2 章では、このようにプランテーションをあまり経験せず、アメリカ人
として育った世代を分析することで、オキナワンであることを意識するようになった要
因を検証した。その結果、家族の他に、沖縄の出身地域毎に結成されたクラブの存在や、
ハワイの「ローカル」としての意識などと、複数の要因が重なり合うことで、オキナワ
ンであることを意識し始め、現在に続いていることが浮かび上がってきた。特に幼少期
の記憶が、成人してからの意識形成の過程に大きく影響したことが、聞き取り調査から
も実証できる。 
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 第 3 章では、オアフ島において、「オキナワ」の文化や意識がどのように受け継がれ
ているのかを検証した。混血が進み、沖縄以外の人種・民族の「血」が混ざり、単純に
「オキナワン」とは呼べない状況となっているはずのハワイ社会とオキナワン・コミュ
ニティの中で、ハワイでは何も問題視しないかのように「オキナワン」という意識が存
在し続けている。さらに言うならば、オキナワンという意識は、他の人種・民族より遥
かに目立った存在となっている。それはなぜなのか。オキナワン・フェスティバルが毎
年盛大に開催され、当たり前のように社会に受け入れられるのはなぜなのか。日本から
は多くの移民がハワイへ渡り、日系社会を構築していった。その日系人の歴史を後世に
伝えていく目的や、日本の文化を若者たちに体験してもらう目的などで、ハワイ日本文
化センター（Hawaii Cultural Center of Hawaii）は建てられたが、ハワイ・オキナワ・
センター（Hawaii Okinawa Center）のように、各都道府県がそれぞれに建造物を所有
していることもない。ここからも、日系人とオキナワンの意識に違いがあることが分か
る。しかし先述したように、混血が進む状況で、オキナワンという意識が受け継がれて
いるハワイ社会は特異であるとする一方で、「オキナワ」の継承方法をひとつひとつ検
証していくと、オキナワンという意識が存続していることは必然であるとも言える。 
 本章では、オキナワンが各地域で発足させたクラブや、オキナワン・フェスティバル
を主催する HUOA の活動、第二次世界大戦を通してのオキナワンの活動を追った。そ
の中で浮かび上がってきたものは、それぞれにルーツを忘れないための仕組みがあった
ことである。各時代で、オキナワンの歴史や文化が危機的状況に陥ると、必ず仕掛け人
が現れ、絶やさないための仕組みをつくる。オキナワンの場合、それらがクラブであり、
HUOA であり、第二次世界大戦後の沖縄救済運動であったわけである。 
 また、プランテーション生活の体験や、「純粋」なオキナワンであった 1 世との関わ
りがあった 1 世や 2 世は、オキナワンの「本物」のコミュニティを実体験することによ
って、オキナワンという意識を形成させることができた。しかし、プランテーション生
活がなくなり、混血が進み、アメリカ人としての意識が加わり、「純粋」なオキナワン
が減少していくことで、「本物」のコミュニティを一時的に失ったと考えられる。プラ
ンテーション時代は、沖縄の方言（オキナワンである当事者は、差別を受けるため、公
に使うことはなかったが、家庭で使用はしていた）、音楽、食べ物に頻繁に触れ、名前
や血筋がはっきりしていた。しかし、プランテーションを離れ、今に至るまでに、沖縄
の方言は日常からは消え、名前も日本的な姓に変えたオキナワンも存在したり、血筋も
3 世まで（4 世も知っている場合もある）が所属しているクラブを通して知っていると
いう程度で、実際に沖縄のどこに親戚がいるというところまで分かっているオキナワン
は多いとは決して言えない。しかし、こうした危機的状況を脱しようと仕掛けた中心的
存在が、HUOA であった。HUOA と HUOA がまとめる各クラブの活動を通して、沖
縄の方言や音楽、血筋について問い直される場が設けられたことにより、3 世や 4 世な
どにオキナワンという意識に興味を再度抱かせ、その結果、オキナワンではない者たち
までも引き込むことにより、ハワイ社会においてオキナワンという確固たる存在へと導
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いていくことに成功したと考える。 
 さらに、聞き取り調査を通して、祖先に沖縄出身者がいるオキナワンは、自分がオキ
ナワンであることを明かすかどうかを、その時々によって選択していること、そして、
オキナワンではない者たちは、何らかのかたちで自らをオキナワンであることを望むと
いう意識が働き、そこには「選択するアイデンティティ」が存在していると考えられる。          
例えば前者は、「民族の「名」（によって現象化された「民族」）を用いた「名乗り」
（あるいは「名指し」）の実践」である「民族的アイデンティティ」をもったオキナワ
ンである（森、2008：161-162）。言い換えれば「ある個人は、特定の民族の「名」を
用いて自らを「名乗る」、あるいは他者から「名指し」されるという経験を通じて、特
定の民族的アイデンティティを語り意識するようになってい」った人たちである（森、
2008：162）。これは特に 1 世と 2 世が当てはまると考えられる。身体的特徴の違いや、
言葉の違いによって、日本本土出身者（日系人）と沖縄出身者（オキナワン）との間に
差異が生じた。このように「他者から「名指し」される」ことによって、オキナワンで
あることを意識せざるを得ない状況下で育ったのが、1 世や 2 世までの世代で特に強い
と言える。 
このような経験の他に現在では、相手によって「オキナワン」という日系人とは異な
る民族的意識が存在することを知らない者もいるため、「ジャパニーズ」と「名乗る」
か、「オキナワン」と「名乗る」かを、相手や状況によって選択しなければならない場
合もある。実際、聞き取り調査対象者に、自らを相手にどのように紹介するかという問
いに対して、第一にアメリカ人、第二にジャパニーズと答え、相手が「オキナワン」で
あることを名乗った場合に、自分もオキナワンであることを明かす、といった流れが大
半を占めた。 
3 世と 4 世は、「他者から「名指し」されるという経験を通じて」オキナワンである
ことを意識し始めることの他に、「生物学的な「血（筋）」（森、2008：180）が関係し
てくると考える。森は自身の著書の中で「二〇〇三年にインタビューした時点で四一歳
であった」ジョン・タナカを紹介している。ジョン・タナカは日系人夫婦に養子として
育てられ、30 代後半になって生みの母親が沖縄の人だということを知った。彼は 7 歳
あたりから「日本舞踊を習いはじめ（中略）日本舞踊をきっかけに「なぜだかわからな
いけど、琉球舞踊を好きになりはじめ」、「一九歳のときには、琉球民謡の教師免許を（中
略）三六歳のときに古典音楽の教師免許も取得している」（森、2008：176）。ここから 
 
個人のエスニシティは、育ての親（社会的な親）ではなく、むしろ、生みの親（生
物学的な親）によって特定されるものだというハワイの共有された通念をうかがい
知ることができ（中略）ハワイにおいては、エスニシティが社会的に身につけうる
ものではなく、生物学的な「血（筋）」によってのみ継承が可能なものであること、
つまり、エスニシティをめぐる名乗りと名指しが、根本的には、生物学的な「血」
という根拠（想像）に基づいて行われるものであることを示唆する（森、2008：
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180）。 
 
そしてジョン・タナカも、「生母との対面以前は、サンシンなどのオキナワンの文化的
実践を根拠として「心はウチナーンチュだ」ということはできても、単に「ウチナーン
チュ」や「オキナワン」として名乗り名指しされることはけっしてなかったという」（森、
2008：183）。 
 執筆者自身も日本人の母親とオキナワンの父親をもち、日本で育った。父親からは幼
少期から「You are an Okinawan by blood」と言われ続け育ち、ハワイを訪れれば、祖
父母（両者ともオキナワン）や親戚からは「You are part Okinawan」と何度も言われた
記憶がある。自身も「生物学的な「血（筋）」」を認識していることが基礎にあり、そこ
に身体的な違いや文化的実践が「名乗りと名指しの実践を方向づけている」（森、2008：
184）といえる。 
 では現代のオキナワンは「生物学的「血（筋）」」に依存し、それに当てはまらない者
はオキナワンではないとしているのか。ジョン・タナカのいう「心はウチナーンチュ」
でもオキナワンとしては見られていなかったのは、彼自身が血筋を認知していなかった
ことと、彼の両親を見て誰も彼がオキナワンだとは考えもしなかったからである。執筆
者自身も、「Okinawan by blood」と言われながらも、「blood」よりも「Okinawan」と
いう表現に強く惹かれ、自己の中にオキナワンという意識を形成させていった。現代の
若者はどこまで「生物学的な「血（筋）」を認識しているだろうか。もし「生物学的な
「血（筋）」が自己の意識形成の大部分を占めるとしたら、“Uchinanchu at Heart”とい
う自己表現が生まれるだろうか。確かに「血（筋）」という自己を判断する拠りどころ
があれば、その意識は確かなものになる。しかし、現代のハワイ社会においてオキナワ
ンという意識が根付いているところからみても、「血（筋）」のみで継承されているとは
考えられない。Martin Sökefeld は「アイデンティティ」について次のようにいう。 
 
  Originally, its meaning was “sameness,” and in psychology this sameness meant 
“selfsameness.” Identity was understood as a disposition of basic personality 
feature acquired mostly during childhood and, once integrated, more or less fixed. 
This identity made a human being a person and an acting individual. … In social 
anthropology, the concept “identity” was used mostly in the context of “ethnic 
identity.” Here is pointed not simply to selfsameness but to the sameness of the self 
with others, that is, to a consciousness of sharing certain characteristics (a language, 
a culture, etc.) within a group. This consciousness made up a group’s identity. 
These understandings were complementary rather than contradictory and fitted well 
together, as the group to which a person belonged constituted an important part of 
the social environment in which and through which personal identity was formed
（Sökefeld、1999：417）.  
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  アイデンティティの当初の意味は「同じであること」で、心理学では「全く同じ」
という意味を指していた。アイデンティティとは、幼少期に習得した基本性格の傾
向だと考えられており、一度統合されれば確固たるものとなる。このアイデンティ
ティが人間を個性あるものにし、個人をつくりだした。社会人類学において「アイ
デンティティ」という概念は、「エスニック・アイデンティティ」の文脈において
使われた。ここでは「全く同じ」であることだけでなく、他者とも同じであること
が要求された。それは言葉や文化などの特性を、意識的に集団と分かち合うことで
あった。この意識が集団的アイデンティティを生み出した。これらの考え方は相反
するよりも、互いに補い合いながら適合し、社会環境を構成する際に、一個人が所
属する集団は重要な役割を果たし、それを通じて個人のアイデンティティが形成さ
れていった。 
 
ここでは、心理学の観点から「同じであること」や「全く同じ」であること、そして社
会人類学の観点からは「他者とも同じであること」という意味がアイデンティティ＝意
識にあると言う。“Uchinanchu at Heart”「心はウチナーンチュ」は家族や系譜のような
根拠がないため、名乗りや名指しが困難であるという見解に対して、オキナワン・フェ
スティバルのような集団の中で文化などを「意識的に集団と分かち合うこと」で「他者
とも同じ」になる“Uchinanchu at Heart”は名乗りや名指しの根拠になり得ると考える。 
 さらにハワイのオキナワン 3 世や 4 世においては、林のいう「集合的記憶」がオキナ
ワンという意識の構築に影響を与えていると言える（2005：118）。林は沖縄の復帰運動
と沖縄アイデンティティについて論じる際、「集合的記憶」を用いている。「集合的記憶」
とは「いくつかの真実もしくは虚構されたエスニック起源・歴史や現在の社会的体験な
どによって構成された」ものを指し、これは「けっして生まれつきで不変なものではな
く操作ないし創造可能なものである」（2005：118－119）。さらに林は次のように続ける。 
 
  とりわけ沖縄において現れた形態多岐なアイデンティティは、この「記憶」の選択、
操作、ないし創造によるところが多いと言える。では、なぜアイデンティティを創
生する力を有している「集合的記憶」において、必ずしも真実ではない「エスニッ
ク起源」や「エスニック集団の歴史」が重要となるのであろうか。それは、人間の
あいだに存在するもっとも強固な絆は、血縁で結ばれた人間関係であるため、「共
通のエスニック起源」や「歴史的経験」を強調することで、一種の疑似的「同胞愛」
を想像しうる空間を与えることができるからである（2005：118－119）。 
 
「血縁で結ばれた人間関係」「歴史的経験」「同胞愛」などは、ハワイのオキナワンの間
でも同様の現象が起こっていた。例えば琉球処分を起源として、プランテーションや養
豚業を通してオキナワンに対する差別は「歴史的経験」である。1980 年代以降の沖縄
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での「門中」の系図作りに影響されるかのように、ハワイのオキナワンの間でもルーツ
探しや家系図作りに興味を示すオキナワンが増えていった。これは「血縁で結ばれた人
間関係」である。またココヘッド（Koko Head）やカハルウ（Kahaluu）の事例をみて
も、「血縁で結ばれた人間関係」や「歴史的経験」を通して「集合的記憶」によって、
オキナワンという意識が構築されていったことが見えてくる。そして「Uchinanchu at 
heart」は「同胞愛」とも言えるのである。 
 また林は「沖縄におけるアイデンティティの形成のもっとも重要な特徴のひとつは、
（中略）「流動性」である」と言う（2005：121）。彼は沖縄の復帰運動について、沖縄
が「復帰」と「反復帰」の間で揺れ動く中で、人々のアイデンティティも変容すると論
じており、「「民族」の「異」か「同」かということを区別するエスニック境界はアイデ
ンティティの形成に大きな役割を果たしている」と言う（2005：121）。アイデンティテ
ィの「流動性」は、ハワイのオキナワンにも同じことが当てはまる。いくつかの聞き取
り調査内容やアンケート結果が示すように、彼らもまた状況に応じて自らのアイデンテ
ィティを変える。「選択するアイデンティティ」であると先述したように、その時々に
よって意識を変えることができるのである。それには様々な意識を同時に構築する必要
性があるが、ハワイ社会においてはそれが可能なのである。なぜならハワイが米国であ
ることでアメリカ人としての意識が社会生活を通して構築され、家族や血縁を通してオ
キナワンとしての意識が構築され、オキナワンのハワイでの活動を通して、オキナワン
でない者たちでさえ取り込もうとすることで、一種の「同胞愛」から成る意識が構築さ
れるという構図が、ハワイ社会において成立しているからである。 
本論では、オキナワンという意識が継承されてきた道筋を、プランテーション、ココ
ヘッド（Koko Head）とカハルウ（Kahaluu）、クラブ、沖縄本島の戦争、オキナワン・
フェスティバル、家族、系譜をたどるという行為などを通し検証し、様々な継承方法と
その受け継ぎ方があったことを明らかにした。そして、一見複雑にも見えるこれらの継
承方法には、「プランテーション」や「ココヘッド（Koko Head）」を「時代」と呼ぶと
すると、それぞれの時代でオキナワンという意識を継承していくための明確な目的が存
在していた。その受け継がれ方を検証していくひとつの方法として、ハワイ現地での聞
き取り調査を採用した。その結果、オキナワンという意識は常に「集団」（プランテー
ション、ココヘッド、カハルウ、クラブ、オキナワン・フェスティバル）の中でそのか
たち（帰属意識、ローカルの意識、選択する意識）を変化させながら今に至ることが分
かった。また家族や系譜を完全に排除するのではなく、それは一要素として確固たる位
置を占めていることも確認できた。その上で、様々な外的要因がそれに加わったり、外
的要因そのものが「自己」や「他者」に影響を与えることにより、オキナワンという意
識が継承されてきたのである。50年代から 70 年代にかけてのココヘッド（Koko Head）
とカハルウ（Kahaluu）の実際のコミュニティに関する聞き取り調査内容によっても、
その過程が明確になった。これらの記録的資料は、オキナワン意識の継承の過程をたど
る上で、重要な資料として残る。 
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また、聞き取り調査を進めていく中で、現在ハワイに住むオキナワン（若者）の多く
が 1 世や 2 世の歴史や、沖縄の歴史について知らないことが明らかとなっていった。こ
のような社会の変化は、沖縄や日本人にも同様のことが言える。沖縄の人々はハワイへ
渡った移民の歴史をあまり知らず、さらに日本人の中にも琉球王国の存在、沖縄移民の
歴史、戦後の沖縄の歴史を知る者が少ない。しかし実際、日本と沖縄は江戸時代と琉球
王国時代から関係があり、第二次世界大戦では日本本土のための「捨て石」になり、戦
後も米国に差し出すことで日本は守られ生き延びた事実がある。「沖縄県」と位置付け
られてからも、対等に扱われることがなかったのである。このような歴史を知ることで、
沖縄の米軍基地に対する思いを日本側が理解する手助けとなり、さらにハワイのオキナ
ワンにとっては、「オキナワン」という意識とかたちが、どのような過程を経て今の自
分に受け継がれているのかを考える機会となり得るのである。 
ハワイのオキナワンの場合、はじめは民族的違いから生まれた差別意識が存在する環
境の中で「生きること」を共にした現実的な共同体であったものが、次第に記憶の共有
となっていった。それがやがて「血」という幻想の共同意識を生み出し、家族やオキナ
ワン・フェスティバルのような祭りがその触媒になりつつ、共同幻想を誇りあるものに
転換しながら「他者」へと拡大していった、というような道筋を辿り今に至っている。
このような過程は、様々な集団で起こると考えられるが、それをオキナワンのように、
誇りと共に社会全体の発展や融和に向けていくか、幻想共同体を利用して排他的権力に
仕上げていくかは、人間次第である。オキナワンの場合は前者を取り、その結果として
ハワイ社会全体を取り込み、発展と融和を繰り返し、オキナワンという意識の継承に成
功している。そうした意味で、ハワイのオキナワンの意識とかたち（＝アイデンティテ
ィ）の課題は普遍的な意味をもつ。 
沖縄やハワイのオキナワンの意識とかたちに関連して取り組まなければならない課
題は未だ多くある。例えばハワイの日系女性の研究はあるが、オキナワンの女性の暮ら
しがどうであったかなど、女性に特化した研究は乏しい。このような観点からも意識と
かたちを探ることが可能であると考え、今後の課題としていきたい。 
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資料（アンケート／インタビュー内容） 
 
（資料 1）2014 年 8 月 アンケート調査 
 
Survey 1 (August 2014) 
 
1. How old are you? (Year born and current age) 
 
 
2. What is your ethnic background? (ex: father = Japanese from mainland Japan, mother 
= Japanese from Okinawa, grandfather = Japanese from mainland Japan) 
 
 
 
 
3. Have you gone to the Okinawan Festival that is held every year at the end of August 
or beginning of September? 
 
 Yes No 
 
4. If your answer was “Yes,” how often do you go to it? 
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(a) Every year    
(b) Every other year   
(c) Other :(                                                          ) 
 
5. When was the last time you went to the Okinawan Festival? 
 
 
6. If you have gone to the Okinawan Festival, have you ever volunteered to work there?  
 
 Yes No 
 
7. If you have not gone to the Okinawan Festival, why not? 
 
  (a) I am not interested    
(b) I have an interest in Okinawa, but I don’t want to go to the festival 
  (c) I have an interest in the festival, but I don’t want to go there 
(d) Other :(                                                          ) 
 
8. Have you ever participated in any Okinawa related activities? If your answer is “yes,” 
please describe the activities. (ex: sanshin club, Okinawa language club) 
 
   Yes (What? :                                                      ) 
 
   No 
 
9. Have you ever taken a trip to Okinawa? 
 
  Yes No 
 
10. If you have been to Okinawa, what was the purpose of your trip? 
 
   (a) Sightseeing 
   (b) I wanted to know more about Okinawa 
 
 
11. If you answered (b) above, what specifically did you want to learn? (multiple 
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answers allowed) 
 
   (a) Learn more about Okinawan culture 
   (b) Learn Okinawan language 
   (c) Find out about family 
   (d) Visit relatives 
   (d) Other: (                                                       ) 
 
12. If any of your ancestors are from Okinawa, how do you see yourself?  
 
   (a) Okinawan 
   (b) Japanese 
   (c) American and Okinawan 
   (d) American and Japanese 
   (e) American, Japanese and Okinawan 
   (f) Other 
   (g) don’t know/ difficult to answer 
 
13. If your ancestors are immigrants, what generation are you? 
 
（資料 2）インタビュー内容 
 
Interviewer (I) : Can I have your name please. 
 
Mildred Shimabuku and Hozen Shimabuku. 
 
I: can you talk about when you were born and where you grew up. 
 
Hozen: I was born in Maui. My father used to work in a plantation. 
 
I: When you say plantation, was it a sugarcane plantation? 
 
H: Yes, sugarcane. And the pay was a dollar a day. It wasn’t great. And the depression 
came. All the bosses who we were working for, the luna, was haole, the white 
people. The thing is even the house in plantation homes, you have to go to work at 
4:30 in the morning and maybe work until 4:00 or 4:30 in the afternoon. If you are 
sick, the luna will come to your house and say, “Hey! Get up and get to work!” 
 - 127 - 
 
Otherwise, after a while, they get frustrated. So eventually, my father, I mean, to 
survive with the amount of pay that what they were getting, my father used to raise 
pigs on a side with another family. So if this week my father kill a pig, the following 
week, the Teruya family, who my father used to help each other. All the Philippinos 
were single working people so my father and them used to go take orders. One 
pound here, one pound here…you know. When come pay day, standing up, people 
would say you owe me so much, so much, so much and everybody is like that. But 
that’s how we support our family with, with nine kids. After a while, you get so 
frustrated, he is going to move to Honolulu. So he came out and he scouted the 
place and he found a place in Waelae.  
 
I: Was this all before the war? 
 
H: Yes. He scouted the place and he found one place. And he borrowed the money from 
one of the relatives and we shipped over. We quit the plantation life and we came to 
Honolulu. It was three months before the Second World War break out. The war 
broke out and he is an alien and he cannot drive. The thing is, what was I going to 
say… it was pitch black and the aliens couldn’t leave their homes. Some of them 
were put in concentration camp. Like my father and them had farms so they got to 
go collect all the swills. And then some of the places are military bases so my father 
can’t go into the military bases because he is an alien. So he used to call my cousin 
from Maui. He came over and helped us on the farm. And the thing is, he was the 
driver and my father sit in the side of him and they used to go in the base line. Alien 
going into the base! And they would go in and officers would stop them. So my 
cousin will take out the license and paper and they would say, “Oh, okay” and they 
would go in. Coming out, same thing. 
 
I: How was your life? 
 
H: My life was, as I said, I was born in Maui. We came here when I was ten years old. 
Just three months before the war broke out. We worked on a farm. The farm 
extended and became bigger and bigger. So we had three guys on the farm. My 
father, my mother and the other three guys were on the road. And the military was 
vicious, you got to beat for your swills. Eighty five pound or men hit. If you get hit 
by thirty guys, one get hit so much, it’s either that or steal. And the thing is when 
you put it on the scale, you get nothing much more than orange peels. That’s what 
you are buying and the pigs don’t eat orange peels. I mean, those things come into 
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play. So lot of them, when you go down to the base, you got to stick inside the swill 
and try to find what could be in there. Orange peel or watermelon. And the pigs 
don’t eat them. So you are buying rubbish. You are not making money, you are 
losing money because you are buying those kind of things. But the system used to 
run like that.  
And then we were going like that and the thing is, we used to go to the Chinese 
market that we sell our pork to. There was a lot of hassles because the Chinese who 
were… when the market is slow, they would say, “No, no, no. We don’t want it right 
now.” But when the market it tight, they would say, “Oh, no, no, no, send them 
quick! I need the pork. Send them in, send them in.” We used to have a lot of hassles 
back and forth. On top of that, the farmers got smart, too. They used to feed the pigs 
before going to the slaughter house. And when the Chinese people order that kind, 
okay if you are supposed to send in fifteen hogs, they don’t kill fifteen right away. It 
takes maybe a week to kill all that kind. And the thing is, by the time it is on the fifth 
week, the pig gets skinny. They lose weight, you know. So they become smaller and 
smaller. And they are running away! On top of that, the farmers are smarter. They 
would feed them before they sell them so that they can get the weight. And then 
another week. So the marginal profit is very small. Eventually my father said, “You 
know what, we are going to open our own outlet.” So he and my older brother would 
go run the outlet and the rest of us guys would work on the farm.  
 
I: You were saying before that you had the biggest pig farm. How big was it?  
 
H: It was about 2,000 acres. Normally, the size of the kind is about three hundred or 
four hundred. Maybe five hundred. Mostly, it’s around four hundred average.  
 
I: Were there many pig farmers around you? 
 
H: It’s a lease land, Bishop Estate lease land. Most of the kind is either some kind of 
farm. Either vegetables, poultry or pig farm. Mostly is pig farming. Majority was pig 
farmers. Like Koko Head, where we were, majority was pig farmers. Even the Kalihi 
Valley, majority was pig farmers. The pig farmers were mostly all Okinawa people.  
   Going school, Naichi people all used to tease Okinawa people. Buta Ken Ken and all 
kinds of teasing. So you know like going to pick up the swills, we used to be 
embarrassed and hide. But after a while, it become part of you nationality.  
 
I: So there was discrimination towards Okinawans? 
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H: Oh, yes! Very much so. Very much so. 
 
I: Between the Naichi and Okinawans? 
 
H: Very much so. And the thing is that a lot of the Naichi people they don’t want their 
daughters and sons marrying to Okinawan because they look at Okinawa people as 
second class people.  
 
Mildred: Especially 1940s to early 50s. It was really, really bad.  
 
H: Real bad. Real bad. 
 
M: Especially for us because we had to go to school. It was really bad. They really show 
it.  
 
H: They don’t want to talk to you! It’s rubbish. They got that kind of attitude. You are 
second class. 
 
M: But you really have to stick your guns.  
 
H: Then you eventually, after times gone by, Okinawa people started to have high, 
governing job.  
 
M: But you know, Okinawans are very clannish, yeah. You stick together. Work together. 
So you can build things together as a group. It’s not like Naichi people. So the 
Okinawan here made the Okinawan Center. We raised money to make that so people 
were so surprised how Okinawan people were so close. 
 
H: Naichi people would look at that and said whew!  
 
M: So they started to build theirs and they did, the Japanese Cultural Center in Moiliili.  
 
H: They had their own club, you know, Naichi club. But they never did that one, Center. 
The Okinawan people, on their own now. 
 
M: All the families donated. 
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H: In fact, they even, the Phillipinos, they never did have one, a center, except the 
government helped them out and the private operations donated money and land in 
order to make money for the community. 
 
I: Speaking of making money, did you have to send money back to Okinawa? 
 
H: My parents did when the war was over because Okinawa was devastated. They send 
live pigs and all kinds. In fact our fathers made the kind in the can…. 
 
M: I don’t know if you know about this but it’s called Andamiso. It’s miso. He used to 
buy that pork fat, just the fat itself. And he used to put it in the pot, slow fire, melt 
that fat. And so then when everything was melted, he canned them. He canned that 
oil. 
 
H: They would put it in the gallon can. 
 
M: Because they had no oil. He canned that and that thing hardened. It becomes like a 
lard. He would seal it and ship them out. This is right after the war because they had 
nothing. And people used to send clothing and I don’t know if they sent any money 
but mostly clothing and things like the oil and whatever we could send. We were 
constantly sending over. This is, of course, right after the war. 
  Like the Phillipinos, there are here, and they work. And a lot of them would send 
money back home because they live in poverty. So they were always sending money 
back home. Not like the Japanese, I mean you know. They don’t really send that 
much money like Okinawan. Some of them do a little but not like how the Phillipinos 
do. They send most of their paycheck back home. 
 
H: Actually, the Okinawa people too, their intension was to come to Hawaii, make 
money and go back. They settled down over here, make family… the roots are all tied 
down already. That’s what really happened.  
 
M: A lot of first generations, they came here to work and they go back. They would take 
the money back home. 
 
H: Yeah but once you get married and they make kids like that, their roots are tied 
down. 
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M: They cannot afford to go back.  
 
H: In fact, some of the Okinawan people, they came here to America to rule those places. 
But some of the Okinawa people went directly to Peru. The people, who went directly 
to Peru, they get Okinawan name, but they don’t speak a word of Japanese or a word 
of Okinawa. They speak nothing but Spanish. I mean, you can expect that because 
you are going into a different country.  
 
M: You know but we almost went to Peru. Back in 1949, there was a big shipping strike 
in Hawaii. My father used to work for a Chinese company that they bring in the 
booths from the mainland to distribute to various stores. So that’s what he was doing, 
delivering. But because of the strike, nothing came in. The shipping strike stopped… 
and it went on for quite a while so there were no income coming in. You got to 
support the family so he was looking for job. But there was no job, he didn’t know 
what to do. So they decided to go to farming. So he was looking all around but 
everyone was established. Everyone had their own farms. And so he get discouraged 
because he went all over the island and nobody wanted to sell. So he was debating, 
maybe I should take the family and go to Peru to live. I heard that much, much later 
in life and I said, “My God, if I heard that at that time, no, no way I’m not going you 
know. Because I was 9
th
 grade and was going to high school when that happened 
back in 1949. So had I known that at that time, I would have fought him and I wasn’t 
going! But we heard that many years after. After everything was pau (finish), working 
over there. In fact, it was getting close to when the lease was up and that’s when my 
father mentioned. Mom mentioned that. And I said, “What?!” So shocked. But 
because time was so bad… yeah…. 
 
H: And then during the war days, some of the Okinawa family, they didn’t want their 
son to go into the military so they went into farming. But they didn’t realize how hard 
the farm life was. So the sons would say, “No, no, no” and they would volunteer to go 
into the army and the parents get stuck with the farm.  
 
M: You heard about the 442, right? 
 
I: Yes. 
 
M: So all the boys went there. Of course if you go to Japan, bombed Hawaii so you 
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know how Japanese were treated right? So they said we are Americans and we are 
going to fight. The boys just volunteered. Every families that have boys, they all 
volunteered. The parents that they left were devastated, just to think that their sons 
were going.  
 
H: For my case, almost all my life, I was living on pig farming. So when the Korean 
War came up, the draft calls me out. In fact, I went to Tripler Hospital, I passed the 
physical and everything and I a hundred and three pounds at that time. You are 
eligible for draft. Then the university stepped in and they said, “No, no, no. These 
guys are more important at home.” This is the reason why I didn’t go into the military. 
Because working on the farm is more important.  
 
I: They needed farming as much as the soldiers? 
 
H: Guys that own the farm, they usually don’t get draft down. 
  Had these Portuguese guys, he didn’t pass. And then he started to lie and he told me 
this and that and trying to dodge the draft. But eventually they would question, 
question, question… and he was going, he is eligible. So they took him in.  
 
I: Do you know if many Okinawans joined the military? 
 
M: Definitely. 
 
H: In fact, I had one cousin that was killed in Italy. He was born over here and raised in 
Okinawa. And the thing is, when they didn’t realize that Japan was going to be the 
kind, they were going to send my cousin back over here. So since he is an American 
born, he was drafted into the military and he died in Italy. And the thing is, the 
government… he was married and had kids in Japan, and the government didn’t take 
care of them. No compensation, nothing, for, I don’t know how many years and years. 
And finally, someone in the Congress… they started to get some kind of 
compensation. But the compensation was so low. I mean there are cases like that. 
Because born here and parents take them back to Japan and raise them in Japan and 
Japan go into war. Hawaii is safe so they sent them back and they get drafted right 
there because he is an American citizen.  
 
I: I learned that there are some people who chose to join the Japanese military. 
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H: Yeah, yeah, yeah! Because the thing is that even if they are born here, in the U.S., 
they gave up their U.S. citizen and join the Japanese military. There is some like that.  
 
I: As and Okinawan, since there was discrimination towards Okinawans in Hawaii, what 
do you think about Okinawans joining the Japanese military? 
 
H: No matter how discriminated, even now in Okinawa, the thing is run by the Japanese 
government. And the thing is I went to Okinawa a couple of years ago. I asked the 
Okinawa people, “How come you guys only speak Japanese language? Even in 
school, they stress, and you cannot speak Okinawan language at school. They only 
stress Japanese language. That’s wrong! You know what, you guys are going to be 
like Hawaiians. If you don’t learn Hawaiian language, eventually the Hawaiians, they 
will lose their language. Even in Okinawa, if you don’t use the language, the next 
generation come up, they are going to lose their language. And the thing is, too that I 
told them, you don’t have a flag with you guys country. You don’t have a flag. I told 
them I want to buy a Okinawan flag. They would scratch their heads. I mean every so 
often, every so many years, the flag changes. Even some of them, they don’t know 
how the flag looks like. So I tell the Okinawa people, “You know what, eventually, 
you guys are going to lose your identity because you guys are going to feel like 
Japanese. You are going to lose your language. That’s the main thing. 
 
M: But now there are teaching. 
 
H: Yeah. Slowly. 
 
M: I don’t know why they stopped the school from teaching because they should have 
one class if they want to take that particular class and they should have but they 
didn’t have any. They won’t teach them. But now they have. 
 
H: If you speak Okinawan or school, they used to come after you. It was real bad. But 
now it’s going to slowly coming back. 
 
M. They should keep it. Teach the kid. Now over here, they have immersion school. 
 
H: If you can speak Japanese at school but the strongest somebody in school learning 
the Okinawan language because like over here in Hawaii, the Nisei and the Sansei, 
you talk to them in Japanese they would be blank. Like what are you talking about? 
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They don’t understand a word. But then you go to different nationality like Chinese 
and Phillipinos like that, young ones, fourth generations can speak fluent in their 
language. That’s the difference. 
 
M: My two sons, too. They don’t understand much. But for me, for us, because we had 
parents who spoke. That’s why we were able to pick up speaking. 
 
H: Even for myself, I can hear/ listen to what the older Japanese or older Okinawan 
people speaking, I can understand. But to converse it’s kind of hard for me. I got to 
think.  
  My kids no way they will be able to. Even my kids when my grandpa was living, not 
too bad. Grandpa would scold them and they understand what he is saying but now 
since my parents are gone…. 
 
M: Nobody speaks. He and I aren’t going to speak Japanese at home. Only English.  
 
H: That’s how system runs. But then, when you go to different nationalities, the 
Phillipinos, the Chinese, they are totally different because they keep their heritage 
and language.  
 
I: But they were not told not to speak the language. 
 
M: My kids? 
 
I: No, the Phillipinos and the Chinese. 
 
M: Oh, no. They had people constantly coming from the Phillipines and back and forth 
and you can hear the kids speaking. 
 
H: Not like in Okinawa, the schools forbidden to speak Okinawan at school. 
 
M: I don’t know why they did that. 
 
H: Because they were run by the Japanese government. 
 
I: When you moved from Maui to this island, you came with your parents? 
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H: Yes. 
 
M: Their whole family came together.  
 
I: So were you able to hear Japanese and Okinawan language in an everyday basis? 
 
H: Oh, yes. We would not understand since I am second generation and my parents… 
whatever they were saying, I couldn’t understand. Maybe as we speak, some words 
like English, some words were Hawaiian…so all pidgin English, all broken English. 
 
I: Did you go to Japanese school? 
 
M: I did!  
 
H: Not me! I cannot even write my name! 
 
M: You of course regret for not studying as hard as you supposed to right? Because my 
mother, she constantly said you have to, you have to, you have to go. But when you 
are in high school, there are a lot of activities, like basketball and whatever. And 
basketball was four o’clock in the afternoon or five o’clock and you want to go as 
much as we don’t understand the sport. But everybody else goes, my classmates and 
we use to go. We used to have what they called the “city out of turn” and we used to 
have basketball games going on. And my Japanese school was down the street so 
when they had the basketball, not going to Japanese school but go to the basketball. 
So one day, my Japanese school principle was very strict, she called up my house. 
That day, the same day, the principle called Mama. And so when I came home she 
said, “How come you didn’t go to Japanese school today?” So I said to her how come 
she knew I was not in school. And she told me that Tachikawa-sensei called. So I said 
we had the basketball game. So I thought, well I can’t cut class anymore because I am 
going to be called at home so…. But my teacher, she was a very understand teacher, 
she had a teenage daughter like my age. So I would go to class, I would say there is 
basketball today so can I go a little later? And she would say okay. So at least I could 
show that I was there… attendance right?! But you know, at later years on the road, 
people always regret, right? I should have but it’s too late already.  
Because that was all girls school that I was going. And Tachikawa-sensei was a very 
strict lady, the principle. Once a month you had sewing so you made yukata. All by 
hand. And once a month we had flower arrangement. And then once a month you had 
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tea ceremony. So you know the tatami room, the principle, the sensei is way down 
there and at the entrance we had to walk to her because she had her tea all…. So she 
is watching you step, how you walk to her, and you just want to hop, skip and jump to 
her but you have to walk really slowly and you have to sit down. You know how to sit 
down. And then… So we had that once a month. But she was really, really strict, the 
teacher. But as I said, we are regretful that you didn’t really keep up. 
 
H: You know the old saying right? “You live and learn.” Too late already!  
 
M: But for my life, I was born in Hilo. My father was working on a plantation in Hilo. 
Sugarcane. But in 1940, my mother gave birth to him, Paul. He was the fourth child. 
And just was in the hospital. And after delivery, they left her in the room, doctors and 
nurses were doing whatever, and when they came back, my mother was bleeding. So 
actually, she bled to death on the table. We were just really sad. Because nowadays, 
anything later happens, you can sue the hospital. But those days, nobody sues. So we 
were at my grandma’s house. I heard a knock on the door and he was my father and 
the doctor at the door. He and my grandma got the bad news that that my mother died 
and that’s my grandmother’s daughter, right? My grandmother went berserk and 
heard all the screaming and you know, we were so small, you hear that and you are 
just shaking in bed, right? You listen to what’s going on. We didn’t know what was 
going on and nobody said anything and couldn’t sleep. It was early in the morning. 
And so when we got up, the neighbors had come to help but still, nobody told us what 
happened. We didn’t know we had lost our mother. Shortly after that, my father 
couldn’t stay at Big Island. Couldn’t stand it. 
 
I: How old were you? 
 
M: I was six. 1940, so yes. I was six years old. My father left Big Island. Left all four of 
us. I was an infant. All of us at his brother’s house. His older brother was living there 
as well, in the different section. So we all moved in with him. Of course my 
grandparents were there but my grandmother couldn’t live there anymore because she 
was going berserk for losing my mother. So I guess my father and his brother talked 
things over. So my father came to Honolulu and looking for a job and looking for a 
place to stay. So he found a place in Kalihi. In the mean time, while he was here, the 
war broke out. We were still on Big Island. So much later, actually, he found a place 
and a job and then he called for us. So all of us, including my uncle, borrowed a ship. 
Took us all night to go over to Honolulu and we all stayed in one house, all of us. 
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This was in 1940.  
So in 1943, somehow my grandfather worried about my father because you know, he 
had four children with no wife. So somehow, I don’t know how they knew my mother, 
so they kind of made some arrangements and that’s how my father married her. That 
was in 1943. And I always give her credit because for a person not married coming 
into a family with four children, that’s really tough. So she came over and took care of 
us. We stayed there in Kalihi until 1949 when the shipping strike took over. Things 
changed.  
So when he found a place in Koko Head… because this one man was operating this 
pig farm by himself, an old Japanese man, he decided to go back to Japan. So that 
place was up for sale. That’s when my brother came in and he bought it. That’s how 
he started his farming life over there at that time. 1949 to 1965, they were there. That 
was tough. So when we moved there in the summer of 1949, I was supposed to start 
high school. So he told us we all had to change schools and move to Kaimuki. I 
thought, no way. I am not going to Kaimuki High School. All my friends were 
established and I said I am going to Farrington High School, which was a long way 
away. We had the trolley buses for transfer. But in fact, there were no bus service 
from Waialae because that was the end of the trolley line. And from that place to 
where we live were quite a ways. It was quite a distance. Anyway. So there were no 
bus services so we always had to ride out to the terminal and catch the bus. But 
anyway my father would say, “No, no. You guys have to go to Kaimuki High School.” 
So I said, “No! I am not changing schools.” So me and my older brother, Richard, he 
passed away, we went to Farrington and we graduated from Farrington. But I had to 
use my uncle’s address because they go by districts. So for me, living in this side, no 
way I was qualified to go to Farrington. I am supposed to go to Kaimuki High School 
but I refused to go. At that time, Kaimuki High School was never built. They had 
intermediate school there. The intermediate school kids would start from 7:30 in the 
morning till about noon. And then high school comes in from noon to 17:00. Half a 
day, half a day. And I said, “No way. I don’t want that kind!” So I refused. I am going 
to sacrifice getting up early to go to Farrington but by the time I got back home, it’s 
really late. But I had to be home by 18:15 and I come home at about 18:15 because I 
had to go to Japanese school as well, right. So I catch the bus and for whole day, it is 
like a long, long, day. But I stuck it out until my senior year.  
 
H: When I was five years old, we used to live in plantation camp. I was real sickly when 
I was small. I had dokumaku. They called it “bruisey.” I had that. They put me in the 
hospital and had this girl in the same camp. She died from same thing. So my parents 
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thought no more good doctors and that’s where I am going to be. So they cleaned up 
my room and set all up for a funeral. But they stuck the light up. He [my father] 
would go up to… and he come back wounded and he told me got to go right that day. 
That’s how I survived.  
 
M: That’s why you have a scar. He really has an ugly scar in the back.  
 
H: But that thing was high school days.  
  I used to be good friends with her brother. We used to go play at places here and there 
and go to bon dance and everything. Things like that. Then started to date her! That’s 
how we got together.  
 
I: There were many bon dances back then? 
 
H: Oh, yes! Oh, yes! 
 
M: They still have them. Summer time. 
 
H: Those days bon dance was so popular. There were packed with people! 
 
M: They had their Okinawan bon dance, too. 
 
H: We used to drive all over. Haleiwa, Waianae, we used to drove all over the place.  
 
M: It was really popular those days. Now, too, but not as much as before. 
 
H: Bon dance was used to… Naichi, that kind and part Okinawan. So you would dance 
part Okinawa dance and part Naichi dance. Okinawan use those drums.  
 
I: Were you exposed to Okinawan music from young age? 
 
H: Oh, yeah!  
 
M: Oh, yes! 
 
H: Couple of years ago when I went to Okinawa, I bought some CDs. I got a bunch of 
them. How many do I have? 
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M: Every once in a while, he would put a CD on it and all Okinawan music.  
 
I: Did you eat many Okinawa food when you were growing up? 
 
M: Oh, yes.  
 
H: Even now, she cooks Okinawan food. 
 
M: You know that bitter melon, Goya Champuru, you know that? My kids love it. And 
of course we cook the pig feet soup, too.  
 
I: Till this day? 
 
M: Yes! In fact I cooked yesterday. 
 
H: It’s the family upbringing. If your parents eat certain food, that’s how you are 
brought up. That’s what it is. Like my grandchildren, they never eat that kind of stuff. 
It’s a life style. How you are brought up. 
  My father used to be a shamisen teacher and my mother played the koto.  
 
M: Same thing with my mom. She used to play koto and dad used to play shamisen.  
 
H: I am not musical but I like to listen to Okinawan music.  
 
I: Did your parents played in Okinawan clubs or where did they play the music? 
 
M: His father was an instructor so the students used to come to his house.  
 
H: So every Sunday, you can hear the music.  
 
M: But they themselves belonged to club or whatever. So when they have events, they 
go and participate.  
 
H: Even your mother, too. She used to play koto. My mom even had the certificate, like 
to teach. Because if you are going to teach, you have to be able to play as well as sing 
at the same time.  
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I: Did they bring the koto from Japan? 
 
H: Yeah. 
 
M: My mother had two kotos and her friend has one and she has dad’s shamisen, too. 
But of course, if you don’t take care, the skin cracks.  
 
H: I think in fact, my dad had a teaching certificate from Okinawa.  
 
M: So when you have that kind of parents, upbringing, we would have that kind of 
feeling. But my kids, they don’t. 
 
H: It depends on the individual. If you are into that, you are going to pick that up. But if 
you are not interested, like Baba is Okinawan but you tell her listen to Okinawan 
music, she would say, “No, no, no.” You know what I mean?  
 
I: One last question. If you were to introduce yourself, how would you describe 
yourself?  
 
H: Okinawan. 
 
M: Okinawan. 
 
H: All depends. Because officially, like driver’s license and things like that, when you 
are asked what kind of nationality, you would say Japanese. Because if you say 
“Okinawan,” then they would say, “What is Okinawa?”  
 
M: Because sometime you have to choose one of them. But sometimes they put Asian 
instead of Japanese.  
 
H: They would say, “Okinawa is not part of Japan?” or “You are Japanese!” So it all 
depends. But among friends, “Uchinanchu!” “You are Uchinanchu?” “I am 
Uchinanchu.” That’s how it goes.  
 
M: You shouldn’t really ashamed of what you are. Because once what I was at work, I 
was working for this company and one of my jobs was to order supplies for all the 
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departments. Filled with requisition form and turned them into this department who 
orders and bring the supplies to you. So I wrote all my supplies and gave it to them. 
Then I realized I forgot to add something else. So I went to the office and asked 
where was my requisition form, I forgot to add something. He asked me what I 
needed. I told him and he said, “okay, okay, okay.” But when he said “okay,” he 
instead of writing it down, he forgot. My supplies all came but he didn’t get that 
supplies that I wanted to be added on. So I said, “George, you didn’t get the ones that 
I told you.” You know what he told me? He said you talk to me in Okinawan so I 
didn’t understand. Had several people working at the office but I just blasted him and 
I put him in a place. I told him, “What you think you are better than us?!” I went on 
and on and I couldn’t stop. His boss was over there. His boss came out of the office 
because I was talking so loud. And I was talking so fast… Two or three days later, he 
brought a big bag of mangos on my desk. He made peace with me. … From that they 
on, he was so nice to me. But you know people, it’s so shame that you have to say 
that but he knew he made a really wrong move by saying that to me. He thought that I 
would just laugh if off but he was as struck as I was. Because I had that before when I 
was in school. And I am not taking that anymore. When we were in middle school, 
that was the worst time. Those girls were really nasty. They knew I was Okinawan 
and they kind of push you down. So one of the girls was really, really bad. She would 
always discriminated. We got out of high school and much later, years down the road, 
when I saw her one day, … you know, you don’t hold that grudge with you so I was 
talking to her. I asked her what was her name now. Oyadomari. So I said, “Oh! You 
married Uchinanchu!” Two girls were like that. One was Higa!  
 
February 9
th
, 2013 
 
 
(資料 3) インタビュー内容 
L.S. Asato and M. Asato are pseudonyms. 
 
Interviewer (I): What did you and your family do for living? 
 
L.S. Asato (A): Basically, it was farming when my father was around. Farming was 
crops, pineapples, but didn’t do well on the Windward side. When he left in 
1937, it was still either pineapple or some other kind of crop, dry land crop. 
Maybe bananas or papayas, or whatever. Then I guess the family moved 
here (Kahaluu) because there were taro patches and it was growing, 
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established taro patch.  
 
I: Were the houses that you lived in all rentals? 
 
A: Yes. Even here [where they live now] was a rent for time being. 
 
I: Did you eventually buy this place? 
 
A: Yes. We bought this place in 1949, all of the four acres.  
 
I: Did you make only taros here? 
 
A: We made all kinds of stuff. We did bananas, papayas, we had taro, too, and potato…. 
 
I: Where did you got to sell these crops? 
 
A: We had other people to take our produce to the place in town. We had relatives 
running the produce place. The dry land stuff went into town, like potato and 
bananas and papayas and stuff. The taro, when we had the taro patch, went to the 
poi factory in Waiahole. There was a poi factory there. That’s when it was running.  
 
I: How much land did you have? 
 
A: Here we had maybe two acres of taro. It was hard work. It was something like a 
seventeen month product. You had to get running water, clean the ditches in the 
neighborhood going up the mountain. You had to clean, you had to fertilize twice in 
the process. It was always wet because it’s water! We had our neighbor run the 
plow with the water buffalo pulling the plow to plow up the field after the crops. 
And taro was all by hand work, foot work, put them into the bags, and carried them 
towards the road side to the trucks so that it can haul it out. So all those taro bags 
were over a hundred pounds in burlap bags. We had to carry them up and I wasn’t 
even a hundred pounds at that time. 
 
M. Asato (M): How much do you get for one bag? 
 
A: We had about not five dollars but about four dollars or four dollars and seventy five 
cents per bag. If we were running taro business today, we would be rich because 
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taro now, the finish product, is about almost ten dollars a pound! It was that era. It 
was hard work, always fighting for the use of water, cleaning the ditches…. The 
whole neighborhood used to go to clean the ditches up towards the mountain. 
Maybe once every six months or so. Now if you do that, you go to jail because 
there’s federal laws against getting clean water.  
 
I: What do you mean by “everyone was fighting for the water?” 
 
A: Because everyone was basically planning taro and when someone needs more water 
or uses more water then what’s there is what you get and the water is diverting up 
there. And there is some people that doesn’t help out, cleaning ditches and stuff like 
that. 
 
M: So the one in the bottom lost out? 
 
A: The one on the bottom usually the loser. Unfortunately, you know, that’s the way it 
was. But usually the people on the bottom, too, never did clean up the along their 
way. Everybody up the stream going to do all the cleaning so they didn’t do much 
of the helping out, so…. I used to battle with the first generation families down that 
way. 
 
I: Were they Okinawans or Japanese first generation? 
 
A: Okinawans. Most of the taro farmers were Okinawans anyway. There was always 
this battles. First generation Okinawans were battling among themselves. It’s the 
same where in the old country, where they used to battle with their neighborhood or 
village or whatever. Fortunately or unfortunately, Kahaluu was predominantly one 
village Okinawan community. There were few others like us but…. There was 
some prejudice.  
 
M: Describe battle. 
 
A: Battle? Oh, usually verbal. Not physical. (laugh) Putting down people’s lifestyles and 
with finances or otherwise… all the distant pasts, why we are in this predicaments… 
because our distant past people were not good to them. Anyway. 
 
I: Did you work with other families? 
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A: All families in this district worked on their own farm. If there was help, as I said, we 
ask for someone to help plow up the field. So that person had the water buffalo and 
the plow and stuff. They did that service, usually with exchange of money but 
exchange of other stuff. Goods…. 
 
I: [Looking at the map] All of these families worked individually? 
 
A: Yes, and I can tell you what each of them did but ninety percent of the families were 
in the taro because the water was available. The areas that didn’t have the running 
water went into dry land, bananas and papayas and stuff like that.  
 
I: Where would that be on the map? 
 
A: The dry land was up in here [pointing at the map] and along here and up this part. 
Majority of the remaining part was taro. In here, in here, all the way down here 
[pointing at the map]. In fact right now, this is the low land. This is the park right 
now. This was high ground…. But I would say that eighty percent of the families 
around here was taro. And most of them were Okinawans. I would like to say all 
but…. 
 
M: They were all hard workers. 
 
A: I don’t know about hard workers but that’s all we had! There was water there and 
there was no equipment so it was just back aching work! Cold feet…. So lot of the 
old folks, had hard life afterwards. 
 
I: Was there an Okinawan community association around this area? 
 
A: No. It was basically the Methodist church. It was the only church at that time and it 
was the only one that gather people around. So if you say was there a community 
then the Methodist church was one. And then the other one was, there was a Japanese 
school that was adjacent to that. So those were the, if you call it a community or the 
association. But as a community, they were pretty close, saying they, the first 
generation and the community, wanted to leave something to their children. So they 
had got into a position, where they wanted to buy this parcel. Unfortunately, two 
people got into the joint ownership and the person, who was the sort of on the side of 
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the community, the representative of the community, he died first so the right or 
survivorship left it to the other person. It became private ownership. So it’s real 
unfortunate that we don’t have anything from the first generation to the second, third, 
fourth. But that’s one of those things.  
 
M: What were the Okinawan communities like? Because you always say that there were 
no Yonabaru folks. 
 
A: The Okinawan community had a lot of families from the “King Village” and I can 
tell every one of them that was from that village. You can say it from Asato, Fuku, 
Yogi, Arashiro, Nakata, Yonashiro, Kobashigawa, were from “King Village”. These 
were first generation people. And then we were from Yonabaru and we were 
probably the only one from Yonabaru Village, I mean not us but our parents. There 
were others but very few. A lot of them married to family members so a lot of them 
are marriage related. The Kobashigawa, the first son, married to the first daughter of 
Yonamine and they are neighbors. And one of the daughters of Uncle S. is married to 
Yonamine so… big family! 
 
I: Do you know why this happened often? 
 
A: One basic is transportation. There was no bus service. There was taxi service maybe 
going two times a day going to and from Honolulu. You went to the same school. 
Waiahole was the only elementary and intermediate school and then they went to 
Benjamin Parker, if they went to Benjamin Parker High School. And a lot of them, 
the second generations, didn’t go to high school.  
 
I: Do you think they didn’t go to high school or they couldn’t go to high school? 
 
A: Umm…. Couldn’t and didn’t. One was finances and the other was just can’t do it. 
Too far or too many kids around the family or things like that. The ones that had sent 
their children to downtown school, the Honolulu school, (name of the Okinawans), 
they went to private schools. For some reasons, they liked Mid Pacific Institute.  
 
M: Because they had dormitories.  
 
A: Could be. 
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I: Do you think getting a higher education helped the second generations? 
 
A: I would hope so. A lot of Okinawan first generations were not educated. They were 
suppose to at least up to six grade but a lot of them didn’t go to school so like my 
mother was like a secretary for this village because she could write. So I can tell you 
a lot of things that she did for the neighborhood for corresponding to Okinawans. So 
she was okay.  
 
M: To what grade did she go? 
 
A: My mother went to the six grade in her time. Mind you, she was born in 1897. She 
had learned how to write English, cursive, in that time in Okinawa. So she used to 
say that she was the valedictorian. She didn’t brag but (laugh). And everybody said 
that, you know her friends from the village picnic, used to say that. Smart one. 
Unfortunately, my father was in the same class (laugh). 
 
M: Why “unfortunate”? 
 
A: Well, they were destined to be Mr. and Mrs. from the time of his birth because she is 
older than him. She is ten months older than my father. But they went to school 
together. I don’t want to go to school together knowing who you are going to get 
married! Oh, boy! (laugh) But it was okay. It was set up for marriage by their great 
grandparents, I guess, or grandparents. So if you saw Uncle (name) in Yonabaru, 
Okinawa, he is the only surviving brother of my mother. He is 97 and still living. He 
was fighting for the other side. He came here as a POW, to Hawaii. That’s where my 
mother and his brother met up for the first time. My Uncle’s memory.  
 
I: After your siblings left home, did you visited them? 
 
A: No, because there were no transportations. Going to Honolulu is like going to 
California. Maybe more so.  
 
M: The roads were bad, too. 
 
A: Well, I guess so. Well, Kamehameha Highway was fixed up in 1930s so the roads 
were okay I guess but it was long. But the only service that you had was tax service. 
There was no bus.  
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I: There were taxi services already in those days? 
 
A: Yeah. The Ching family boys were taxi drivers. They had three brothers and another 
one or two other people that used to do taxi services. But it was a long way between 
here and any other freeways going out to Wainee Roads to Pali. Probably took a 
better part of hour and a half, two hours, one way so it was long trip. We hardly get 
to go anywhere. 
 
I: Can you describe your daily schedule when you were growing up. 
 
A: Okay. My daily schedule when I was growing up depending when but I think you 
want to hear is as far as I can remember maybe a first grade time…? First grade time 
is like anything else. You have to…. 
 
M: What time did you get up? 
 
A: We had to get up about five o’clock… six o’clock…. Get up…. We had breakfast, 
which consisted of typical Okinawan breakfast. Miso soup and somen…no we had 
cream of wheat without milk. It was with water. Ummm…. What else did we have? 
And then we went to school. During our time, we had but services. It has just started. 
Yippee. We had to walk from here to Waiahole. Mr. Shiratori had a bus service and 
he just started about the time I started school so we didn’t have to walk from here to 
Waiahole, which is three miles. We used to walk every now and then. Our clothing 
was single colored clothes. We didn’t have any print or whatever at that time. It was 
all homemade if I recall. It was never store bought. 
 
I: Did your mother make them? 
 
A: My mother made or my sister made…. Including the pants, too, if I recall. 
 
M: Your underwear? 
 
A: Yeah, underwear, too. Anything and everything were all homemade. There was a guy 
that used to come around to sell fabric and stuff. So it was homemade. It was about 
maybe a wardrobe of two sets at the most (laugh). Not like today. There were no 
shoes so we went barefooted from first grade, from childhood time, to ninth grade I 
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guess, when I graduated middle school…intermediate Waiahole. I think graduation 
was the first time I had a pair of shoes. It was kind of tight! But anyway. (laugh) That 
was my first pair of shoes. And when we went to high school, I think we couldn’t 
wear rubber shoes, I mean slippers…. Oh by the way, when we were going to school, 
there was no man-made fabrics. We didn’t have rubber, we didn’t have plastics, so 
there were no rubber slippers, right? It was geta or barefoot. Geta, you make by 
yourself at home. The wooden kind. Wow. You look around now and you see all of 
the things around here like glass, plate glass, jalousies, plastics…. 
 
M: Industrial age. 
 
A: Yeah! Anything that you see, plastics, camera that you are holding, man-made fabric, 
was not around. Aluminum things…. All the things that you see wasn’t around. 
Everything was later. No ballpoint pens until the late 40s, no plate glass windows, 
there was no ply woods, no electricity, no jalousie, no TV, no radio, no telephone…. 
Our electricity came in 1945/46. There was no water running service so there was no 
indoor plumbing, okay? Outhouse. Yep. No Mcdonald’s, no supermarkets. There 
were gas masks during the war years and ID cards, bomb shelters, blackouts, 
searches by the military, military maneuvers around the place, internment camp, a lot 
of harassment because we were our race. And then the first improvements for the 
roads were corals by the military. They made the bridges, military took over the 
schools, the church, parks, properties for the training, just took over. 
 
I: Who harassed who? 
 
A: Other than Japanese. 
 
M: As I listened to you, growing up days and life styles in older days, it’s just like 
anywhere else on the mainland. If you lived on a farming area, there only 
transportation they had to go to school was to wait for the school bus and you know, 
marrying the neighbor’s kid or because they didn’t get around. And as soon as they 
could they left home for the city for one thing for their jobs, opportunities. Same 
thing for Hawaii. People used to go to the mainland. 
 
A: But the era now and the era then was different because the material things that are 
around now are attainable. It’s around. And if you work hard enough, you can. But at 
that time, there wasn’t! You know! The roofs were all colligated roofing. We used to 
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call it totan. We made our own toys…. 
 
I: What kind of toys? 
 
A: We used to make tops. We used to make sling shots. We used to make our own 
chopsticks because there were no waribashi. And when we used to tie up the burlap 
bags for the taro, there was no rope, so we used to strip the skin of hou tree because 
there were not many branches. Strip them and we used to use them for the rope. No 
newspaper, no computers, no radio, no phone, no flashlights, no meat, no bread…. 
 
M: Canned. Hawaii didn’t have fresh meat.  
 
A: No wax paper, too, even at that time.  
 
M: We had pink, strong paper. 
 
A&M: (laugh) 
 
A: No food coloring. We didn’t have ice cream, milk, candy, orange or apples were only 
at New Year’s,  
 
M: We had milk in the bottle. 
 
A: Yeah, but only in school.  
 
M: Oh? 
 
A: Yeah, only in school and not at home. 
 
M: But we used to have delivery up to our time when we got married…? 
 
A: That’s later on! (laugh) So the fruits, orange and apples came maybe too late so we 
were all wrapped up and a lot of them were rotten. So we used to cherish the apple 
and orange paper wrappers. 
 
M: We had passion fruit that we used to go out and pick and eat and guava. 
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A: But I am not finished! Why we cherished the paper wrapping!  
 
M: For the bathroom use!  
 
A: There was no bathroom rolls, bathroom stationary. 
 
M: We also used Sear’s catalog. 
 
A: Newspaper if we could get. That was the bathroom paper! 
 
A: Black and white photographs, no color photography. And then you memorize 
everything in school. So if you were in American school then you had to learn the 
Constitution, the Declaration of Independence, and inside there is preambles… those 
were all memorized. But that you don’t have to do anymore because you have a 
computer, you just lay it out. And the people who don’t know all of this new stuff say 
to the people who use all these things that when the battery runs out and when the 
lights goes out, will the brain go out? (laugh) 
 
M: That was the style of teaching, too. So everybody was taught to memorize. Maybe 
not enough text. But now it’s no longer the thing to teach the students to memorize. 
 
A: But the thing about it is, I always say, “junk in junk out” to the computers because if 
it wasn’t the brain to make that thing everything not going to make a computer. So 
when the lights go out and the economy goes kaput, hopefully the brain will go back 
to Stone Age and can pay for themselves. That’s all I’m saying. I’m not saying it’s 
bad. All I am saying is a lot of times when you have blackouts, nothing functions. 
You go to the store and they can’t do… when you give them a paper and pencil and 
tell them go figure it out, they won’t be able to do it. It’s really unfortunate. That’s 
what I mean. Maybe all these good stuff gonna last forever but I don’t think so. 
People in power had a lot of thing to do to make your life miserable so that they can 
gain control over you. 
 
M: Now come back to the old days. (laugh) 
 
M: You wanted to know if Japanese and Okinawans had any conflict and [showed the 
interviewer a magazine that wrote about the life of first generation Okinawans and 
Japanese]. 
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A: There is always this thought because we grew up with all these prejudices. A lot of it 
still hangs around but in the end, you just let it go because prejudices create wars. 
Religious or otherwise.  
 
A: What was the question? How the school was? 
 
I: Yes. 
 
A: First grade. It was all small school time so we had about twenty five, maybe, 
students in our classes. That era if you didn’t make the grade, you stayed back. So I 
had ended up with a lot of my classmates being much older than me. I don’t know if 
you can do that but (laugh). A lot of my classmates in the first grade ended up a year 
or two after. It doesn’t happen anymore.  
 
I: Who were the teachers? Were they Japanese? 
 
A: We had very few Japanese teachers until we got into upper grades. Chinese, 
Caucasians,… I forgot what our first grade teacher’s name… Johnson? Something…. 
And then we had Ching,… oh our fifth grade teacher was Ikegami…. Yeah, after the 
fifth grade, we had an Oriental teachers. Japanese, Tanna, Deai? I don’t know. 
Someone said that was Japanese? Have you ever heard the name Deai? D-E-A-I? 
 
I: No…. 
 
A: Maybe it’s not…. But we had a… It was okay. We used to like the school lunches. 
Different from home. You see, it’s like the first Mcdonald’s or the first something 
that comes into a country and people like it? Well, it was like that in school because 
what you had at home was typical Oriental, Okinawan fare. So anything is different, 
right. We had ice cream, milk, corn chowder, yippee, hamburger, which we didn’t 
have at home. So that was heaven. Now, the kids don’t eat! They throw it away and 
…. You look at the cafeteria and you throw them away and…. It’s a shame. Maybe 
it’s our thinking was you take what you can eat. 
 
M: I don’t think we ever ate Japanese Okinawan breakfast. 
 
A: Your mother was not first generation. Your mother was second generation. 
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M: Yeah, but…. I don’t even remember my father eating it. 
 
A: That’s because your father never cooked! (laugh) 
 
M: No, but those days, they would say what they wanted to say.  
 
A: Well, let’s put it this way. Your father’s business was…. 
 
M: No, before that he was a farmer.  
 
A: Oh, he was?!  
 
M: Yes. 
 
A: Oh, yeah? When did he go into a, what you call…. 
 
M: It was a market.  
 
A: Traveling market. What it called? Sakanaya. Used to call him a peddler, yeah?  
 
M: And I think I wore slippers for kindergarten… 
 
A: Rubber slippers? 
 
M: Yeah. Some kind of slippers. Or shoes…. I don’t think it was barefoot. 
 
A: You folks weren’t destitute like we were.  
 
M: That’s because we weren’t in the country. We were semi-city. 
 
(laugh) 
 
M: And I think we had more imports, maybe, because the military was around. So the 
camp… 
 
A: Schofield was nearby. 
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M: And they came to Wahiawa for the families and the churches and little shopping. So 
we had canned meat… 
 
A: Spam! 
 
M: No, not spam. The long can. Plus because he used to later on sell those.  
 
A: See. Different kind of society they were in. Different generation. (laugh) 
 
M: We mostly had fish. So all goes to a job opportunity. Economy. 
 
A: And where you lived. 
 
M: Because … eggs… I guess he used to raise beans and whatever, you know, …then 
when the opportunity was there for peddling, because there weren’t too many people 
doing that. So I guess somebody in the family, you know, from relatives, said to do 
that for his area.  
 
A: Her father’s Uncle was the Arakawa Store. What it call? The founder. So… 
 
M: So I guess that helped. 
 
A: It helped a lot. 
 
A: Also liked working in the school cafeteria. Oh, we used to like working in the 
cafeteria!  
 
M: Everybody was assigned. 
 
A: Now it is like slavery. Can’t do that. I used to like’em. 
 
M: And everybody used to work in the fields but they got paid. That was like summer 
job for the kids.  
 
A: We didn’t have that kind of opportunity. We were never paid. 
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M: No, you don’t. Unless your family or parents worked at the plantation so we had 
hard time getting in to canneries or… the field they needed so they always took. 
 
A: She never passes up pineapples in a buffet line. I don’t know why. She comes from 
Wahiawa for all places that can eat pineapples, hahaha. 
 
M: Because you want to see what kind of pineapple they offer! (laugh) 
 
I: Why did you like to work in the cafeteria? 
 
A: Food! You know. Free! 
 
M: At the end, you get ice cream. And you didn’t have to go to class! 
 
A: Well, that’s one thing. It wasn’t that. I used to like classes.  
 
I: Did you [M. Asato] grew up in one place? 
 
M: No. We just moved from once couple of blocks each time until the present about two, 
three… 
 
I: Why did you move? 
 
M: Because I guess it was rental until we got to the last place. I guess he had enough 
money then saved so he could purchase. 
 
I: Where did you end up living? 
 
M: At Circle Drive. 
 
A: It’s in the same dot [on the map].  
 
M: But before then, it was closer to the plantation houses. Then I guess we had to move, 
so maybe couple of blocks up so each time going up. Because I guess those were the, 
where they were having new homes, before it was closer, right in the town. 
 
I: Did you talk to the plantation workers? 
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M: Yeah. Because my father … because a lot of them came to school… but maybe a lot 
of them walked or catch the bus… and we always knew when new students came 
from which camp… you know… but we all played together. But my father used to 
go to the plantation, so the villages, so he knew them and kids know him so you 
know, they would know who I am, whose child. And later on, a lot of them moved to 
Wahiawa from plantation so we became friends. But we got compared to a lot of 
villages or whatever you call it, towns…. A lot of Koreans in Wahiawa other than 
having a lot of military. So we used to see all the different races other than Japanese.  
 
I: Did you feel any prejudice? 
 
M: No, but we knew about it because, I guess my older sisters went through that. You 
know, being girls, I guess parents stricter. And I remember hearing stories about how 
one of my, or two of the sisters were scolded and warned about going out with 
different race, been seen around different race. And when we used to go around 
during our time, there was frown. Not so much preaching or verbal kind of thing like 
they had but you know, but just maybe a frown or you know, our father wasn’t happy 
if he saw us with different race you know. But we used to go church and that’s all 
they had. They hardly had Japanese at the churches. And even my friends didn’t go 
to Christian churches. I’m not sure why but I guess my Uncle and Aunty had a big 
influence on our religious upbringing because my parents were baptized at the 
Christian church. And it was like if you were different religion, that Aunty and Uncle 
kind of frown upon it so it was like not to good. So I think all of the other uncles and 
aunties, they all went to the same Christian church as that Uncle and Aunty.  
 
I: Were there many Okinawans or Japanese? 
 
M: No! I was shocked to see all the Okinawans in Kahaluu, Kaneohe, as far as our age, 
because all my friends weren’t Okinawans. But strangely, we had a lot of Okinawans. 
We had Okinawans in Wahiawa! 
 
A: She didn’t know who was Okinawan. 
 
M: But we weren’t friends with them. We knew their families and I guess we got 
together but, as families, you know, for gatherings and whatever. Every now and then 
whenever they have like village kind of thing but, like I said, you know and then we 
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never went to each other’s homes so. I knew one friend that we used to go around… 
and it will be all Japanese and not Okinawans. But because they lived on the path to 
school, because we used to walk to school, but we never did go into their homes. But 
I know she was a Buddhist and I never really knew the Buddhist ways or much about 
the Okinawa culture also… little bit more than my uncles, my aunties, who grew up 
without any because…things like how a first son has these responsibilities. Didn’t 
hear about those things. So I got educated in culture of Okinawans through my 
husband, through the Asatos.  
 
A&M: laugh. 
 
A: She got brainwashed. (laugh) 
 
M: My mother could understand Okinawan but she couldn’t speak it.  
 
I: Did your mother speak Okinawan to you [A]? 
 
A: Yes, she spoke both.  
 
I: What do you mean by “both”? 
 
A: She spoke Japanese, she went to Japanese school. She spoke Okinawan. The 
neighborhood spoke basically fractured Okinawan. Their own village, kind of a 
Okinawa. So I used to hear three, four different languages all at once at times. We 
call it pidgin. But I used to hear in straight Japanese. My mother used to speak the 
language that they teach now in Okinawa, the Okinawan language. There are three 
levels basically. So she spoke. She always used to say speak the language correctly 
or not speak at all. I guess in Japan the same way. So if someone says I understand 
Japanese, I say “no” because they might throw dictionary at me. (laugh) But we grew 
up in that era, where you had Japanese, Okinawan, all mixed. And they had to mix it 
up, otherwise there will be no conversation. Communication would be zero. So the 
time was that everyone spoke a language or communicated that way. And then when 
the English standards come around, they frown upon, other people using different 
kind of communicative languages. I think it is wrong. You get to speak the language 
that’s I guess appropriate. But it’s like the Okinawan language. It was not approved 
in Okinawa at certain time and it was frown upon. And I guess even in Japan, if you 
are in different community, you speak different Japanese and people frown upon that, 
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too.  
 
M: I guess when you think about it, because we have, we all have big families, the older 
ones if, since we are the younger of the family, if you think about it, my older sisters 
and brother they knew Okinawan more than they used to hear it so they knew it. So 
the parents with the first, the upper, the older sisters and brothers, they were stricter 
because that’s what they learn at home in Okinawa. So there standards and 
everything were you know, carried out at home. But as the kids went to school, okya 
like our four, five ahead of me, so as they come home, do their work, each time gets 
( ). What was supposed to be at home, what they went through as kids, were not the 
same as us. So by the time we went to school, it was like they left a lot of the care 
giving by the older sisters and brothers. And their way now is, you know, they have a 
little bit more of Americanized, the westernized style. So we get the present day kind 
of thing. You know what I mean? 
 
A: I mean. My era. 
 
M: Your era was still behind. Behind times. 
 
A: Wait a minute. I’m the baby of the family of nine! What happened?! 
 
M: Because you stayed home!  
 
A: I had to stay home! Everybody left!! 
 
February, 2013 
 
 
（資料 4）インタビュー内容 
Frances Scott 
 
Interviewer (I): May I have your name please? 
 
Frances Scott (F): I am Fran Scott. 
 
I: What is your maiden name? 
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F: Nakama. 
 
I: Are you of a Japanese or Okinawan ancestry? 
 
F: Okinawan. 
 
I: Where in Okinawa are your ancestors from? 
 
F: My father is from Gushikawa. My mother is from Gushichan. 
 
I: Would you be the 3
rd
 generation? 
 
F: Umm… Let me see. Yes. 
 
I: When were you born? 
 
F: July 17, 1951. 
 
I: Do you know when your grandparents came to Hawaii? 
 
F: No. But my Mom and her three brothers, I believe, were born in Honokaa. And my 
Mom is the oldest in the family so she was born in June 10, 1913. So I just assume 
they were here before that. But then they all went back to Okinawa.  
 
I: They did? 
 
F: Yeah, after. So my Mom and all the brothers went back to Okinawa to be raised. And 
she came back this way, back to Honokaa, I forget how old she was but probably a 
teenager she was. 
 
I: When she came back? 
 
F: Yeah. And where she stayed was her aunty’s house, her aunty and uncle’s house, 
which the aunty is another sister of the father. So my grandfather’s sister was another 
sister. Kami Arakaki. They lived in Honokaa. So she stayed with them. And this is 
how the family is my grandfather is Arakaki and my grandmother, his wife, is a 
Tamae. And the aunty and uncle that live in Honokaa,… my grandfather’s sister is 
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Arakaki, Kami Arakaki, and she married my grandmother’s brother. So that’s a 
Tamae.  
 
I: When they were living in Hawaii, were they living on a plantation? Sugarcane or 
pineapples? 
 
F: No. When my mother came back, she was living with my aunty and uncle, who had 
macadamia nut farm in Honokaa.  
 
I: Was macadamia nut farm another type of plantation? 
 
F: Well, they had their own farms of trees. So they had workers pick all the nuts and 
everything. So there were a lot of workers over there. And my Mom’s duty when she 
was when she had come back and when she was growing up was to wash and iron 
their clothes, cook and everything else. So she was kind of like a maid to everybody. 
But she was, I guess, earning her keep.  
 
I: So they worked only on the macadamia nut farm? 
 
F: Yes. 
 
I: Did you grow up there? 
 
F: I’m born over here. 
 
I: Where is Honokaa? 
 
F: Big Island. 
 
I: So they moved from Big Island to Oahu? 
 
F: My Mom moved out to Honolulu…. Well, my Dad was in Hilo, or in Mountain View, 
I think. And somehow they met. My Dad had already, he was already married. He had 
four children from his first wife. And lost the first wife during the child birth, on the 
fourth child, my brother. So I don’t know. Did she get married here? I think she got 
married here. I don’t think Big Island. So but both my parents came here separately. 
They weren’t married. They both came in to Honolulu from Big Island. So my father 
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was sugar plantation worker on Big Island.  
 
I: When they moved here, what did they do? 
 
F: My parents? My father was working at a like a merchant store in China Town. Wing 
Sing Wo, I think it was called. A coffee company. They distribute coffees and 
everything for China Town. He was doing that initially. After that, I don’t know if it 
was before or after the war, World War II, after Pearl Harbor, then he moved out to 
Koko Head. That’s where I was born. 
 
I: What was it like growing up in Koko Head? 
 
F: Care free. You know. It’s a country. Play with whoever was in the neighborhood. We 
used to have a pond. I drew a sketch and I don’t know if you understand the sketch. 
[Explanation of the map] All over here was developed by Kaiser. So everybody in 
here had to move out. We were at the last one hit over here because I was living here 
(pointing at the map). My Dad had a pig farm. But now all this Kamilonui Road here 
is now not livestock. Because here it was all livestock and now it is all vegetable 
farms currently. So this Kuapa Pond kind of came in from the main highway all the 
way back and we had…. So I used to play in this pond over here. Used to catch 
tadpoles and do all kinds of stuff over here. When it rained, it was really flooded. It 
really flooded. Lots of… had nursery, had Nii Nursery, Toyama Vegetable farmers, or 
just families, no farms or anything like that. But this is where my sister married to a 
Shimabuku family. They also had pig farms. They lived over here. Now, this lot over 
here is the, I don’t know what they call… Kamilonui Park? There is a part over here. 
Current. It was their front yard. And there is a school up here. This is a map of the old 
days. Lots of farms because they had rose farm, carnation farm and all kinds. And I 
went to Japanese school over here. 
 
I: You did go to Japanese school? 
 
F: Yeah. So I would walk from here, stop at the shave ice stand (laugh), went here to 
Japanese school. And after I went to Japanese school, I went to Aunty’s house to stay 
until my Mom finish work. And my Mom would come and pick us all up and take us 
home. And Aunty raised me. She was my babysitter. So for years, I was over there.  
 
I: What did your Aunty have? 
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F: She had lettuce, soy beans…. I’m not sure if she had like daikon, but she had some 
vegetables. She had the farm in front side and there was a road here so she had some 
in the back side, too. So she had pretty big [property]. And her husband had his 
hothouse, too. His orchids and everything, too. So he had that all over here, too. Not 
as big as Kahaluu but…. Yeah. He had his hothouse, over there.  
 
I: So did you walk from here (pointing at the map)? 
 
F: No. The bus actually came along the Kalaulanaole Highway, turned over here at 
Lunalilo Home Road, and then the bus stop ended right here. So from here, we had to 
get off and we had to walk home. So I had to walk home this way and this way and 
go straight down. My sister lived over here but…. Hmm… Hardly anybody went this 
way unless you lived on this road. People would walk this way and this way. But I 
would walk that ways. And there was one summer time, I think, my cousin rode his 
bike to our house, to our farm, just to play. And my Dad, for whatever reason, he 
wanted ice water because he was farming, came down and asked me for water so I 
went to the house or whatever. Pitcher and cup and I smashed my finger on the door 
and so that was end of play! (laugh) Had to go to the doctor and get stitches…. But I 
understand that cousin’s older brother worked one day on our farm, which I … 
actually he didn’t work on the farm. He said he went to collect garbage because in 
those days, we had to collect the garbage from the restaurants or wherever, you know, 
produce places and bring it home, cook it and feed it to the pigs and stuff like that. He 
went with my brother because they are like one year apart. So I didn’t know that until 
he (the cousin’s older brother) told me later. He thought it was easier to work than to 
work in the vegetable garden. (laugh) But a vegetable garden is probably easier than 
on the farm. (laugh)  
 
I: Did all of your brothers and sisters live here? 
 
F: Yes, six of us. I’m the last. My brothers and I are seven years apart so I kind of hung 
out with them but if I had to… I had a bike as well but I only rode up to this bridge 
and that’s as far as I could go. But on the side friends, you know in this neighborhood 
over here, I had these two but she was my good friend over here. Shinsato, Annie 
[was her name]. So she and I would play over here and … the pond and stuff…. But 
all these others, Zukerans and… would all go to the same elementary school. We 
hung out. From kindergarten all the way up to high school.  
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I: Were there many Okinawans around this neighborhood? 
 
F: There was a lot. Because they had like… the Higas, the Sumidas, they had the 
Okuharas, Iges, and they had the Shimabuku, Zukeran, this is another Shimabukuro, 
Toyamas, Kaneshiros, Shiromatsu. There is another Higas, Shinsato, Nakasone down 
here some place, and Asatos. Kaneshiros are up here. Maedo, Tamashiro…. Ishikawa 
was a deli farm right next door to us so we shared the same bridge. So there was quite 
a few of us. And then if you continue today’s road, if you continue up this street, you 
get into Kalama Valley, that’s out toward Waimanalo, going toward Waimanalo. Over 
there had another valley of pig farmers. So had Hokamas and lots of piggeries. Lots 
of farmers. And today’s all houses except for this strip. It’s just still vegetations. 
Vegetables or flowers because the Nii’s are inside here. And my girl friend from here, 
she moved to over here. Her dad is out here some place, the Higas, in today’s world. 
So it was interesting. I had, my girl friend and I, Annie and I, we climbed the 
mountain. Because our back yard was the ridge of the mountain. And there was a 
huge, huge rock on the top. When you look down from our property, look straight up, 
you think that was top of the mountain but actually it wasn’t. But at the top, you 
could just see the outline of this huge rock. It’s kind of square-ish. And it was like any 
minute now, it’s gonna roll down. So people would always come to our house then 
and say, “Oh, that’s a big rock. Aren’t you afraid that it’s gonna roll down?” Well, 
apparently when my dad leased that land from Bishop Estate, he and my brothers 
went up there and try roll that rock down. But it never budged so left it. But when I 
go back, I cannot find that rock.  
 
I: Somebody moved it? 
 
F: So I don’t know. Because the top of that ridge, houses are up there now. So I’m pretty 
sure they must’ve knocked that thing down for just safety sake. So I was like (sad 
feeling). But, yeah…. That was…. People who came to our house was always 
wondering why… I mean like “why would you live here?” Don’t know! (laugh) 
 
I: Were you already exposed to Okinawan culture such as food and music? 
 
F: Probably from the day I was born. Yeah. My parents… I don’t know if it was at Koko 
Head but I know when they came out here [current location], they had a lot more time 
because they didn’t have the farm. So they had a lot more time to go play music. So 
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my Dad played sanshin and my Mom played the koto. So every week, once or twice a 
week, there will be going out to their lessons and stuff and they would gather at…. 
There were two different places. My Mom went to two places and my Dad went to 
only one place in Moiliili. I can’t remember the instructor’s name…. He [the 
instructor] is well known. He is Nakasone. Harry Nakasone, is well known in the 
community for his group playing sanshin, shamisen. He been taught in UH, in the 
music department. So he really… he really got around. And I think his “club,” if you 
will, still exists today. I mean he is still alive. I don’t know if he is still teaching or 
anything like that but I think his club that he formed is still going on. I mean there are 
several now because even my cousin now, he [cousin] plays sanshin, taiko and 
everything. Everything Okinawa relates! So I’m still interested in music and 
everything because I was exposed to it so early but I never played, never danced, did 
none of that stuff. I just saw it. I was a spectator to it all. My Mom, she played koto, 
she left two kotos back here. My Dad had three sanshin. I have all of that here. In my 
dreams, one of these days, I will pick it up but not yet. (laugh)  
   Cooking…. Every year, tradition, New Year’s Eve and New Year’s Day, was at 
our house, in the old house in Koko Head and plus over here. So all the family would 
get together on New Year’s Eve. And my Mom was I guess…I guess that was the 
tradition. As a family, eat together on the last day of the year and eat together on the 
first day of the year. All the Okinawan food came along.  
 
I: For example? 
 
F: We had… I mean she would make, as far as I know, she would make the pigs’ feet 
soup in New Year’s Eve and went into New Year’s Day for lunch. We had the regular 
sushi, nishime, kobumaki, tempura sweet potato, tempura mochi. We didn’t go so far 
as to pound mochi but we steamed the mochi and made, I remember, rolling the hot 
stuff. Kinako and everything. But we kind of …. Today, I don’t do any of that stuff. I 
make nantu, which I bake in a pan, just bake it in the oven. That’s my duty. Every 
New Year’s, I would make potato macaroni salad and make the nantu. And the 
morimono, like the orange and the apples. So we make that. My sister does all the big 
stuff. Or we share. Actually my brother’s wife does the frying like you know, shrimp 
tempura and chicken…. So she does all the frying stuff. My sister kind of does all the 
harder stuff like nishime. Her daughter-in-law makes the sushi now. We used to had 
to roll the sushi every year. So it was pretty intense. And even the, I don’t know if it’s 
Okinawan or Japanese but, black beans, kuromame… our family eats it. We just buy 
the can. And it has bits of kobu in it with the chestnuts inside. So we kind of eat that. 
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And of course, the red rice. Azuki bean rice. We always have. So yeah, that was…. 
Yeah, we got exposed to that long time. 
 
I: Did you live with your grandparents? 
 
F: They were back in Okinawa. I never met my father’s parents. In fact, I think they had 
both passed on even before I was born. My Mom’s side, I never met my grandmother 
but I met my grandfather because he came to Honolulu for some occasion to do with 
the Tamae family, I think. So we all got invited to this party and stuff so we were 
there. But that’s the only time and only through pictures. I recognize him through the 
pictures. So never did grow up with them. But I had cousins in Okinawa. Like my 
Mom’s two brothers below her, they lived in Okinawa. They raised their families in 
Okinawa. Whereas my Mom’s third brother, my Uncle Taro, he lived in Hawaii. So 
he raised his family here. So my cousins, we all grew up together. Both my aunty and 
my uncle have passed on now. So I just have my cousins. And my mother’s fifth 
brother died in World War II. He was in Okinawa. So he was in Okinawan-Japanese 
Army.  
 
I: He was fighting as a Japanese soldier? 
 
F: Yeah. So he died during the World War II over there. Some Pacific Island. I don’t 
know where or which one. So they have that memorial over there in Okinawa? So the 
last time I was in Okinawa, we went to see that and we found his grave. You know 
the names and everything? Yeah. So, pretty sad. So my cousins in Japan, in Okinawa, 
I still every now and then, we communicate. In fact, Shigeo…, his father is actually 
the second son… he actually was here in Hawaii during the war…? So because of 
that, he got put into the internment camp. So I think he was shipped off to the 
mainland some place and then he came back here. But before then, he had a son and a 
daughter in Okinawa. Then he had come here, went to internment camp, went back to 
Okinawa and he had four more kids and they all live in Okinawa. Except for one. 
One is in Japan, Tokyo, or some place as a nurse. So that cousin, I never met at all. I 
met everybody else except for that one. We kind of keep in touch and some of them 
have come here. In fact, Shigeo, my cousin, he was I think right after the war, 
Okinawa’s poor and everything so they were trying to teach the young people to be 
farmers or whatever. So they had this exchange program. He came here. He lived 
with us on my Dad’s farm. So my Dad taught him how to farm and everything, 
piggery. So he went back and that’s what he had was his pig farm. And then after that, 
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he went into deli. Then he retired. So now he has his vegetables, papayas, whatever 
he has, you know, his plants and everything. That’s what he is into now.  
Twice that I went up there in Okinawa, I went there two different occasions. I 
met up with them and you know, and met with them. So that was pretty interesting. I 
mean, they live in country. (laugh) Because one of the sisters, I guess they have 
sugarcanes…? They are surrounded by the sugarcanes and they go out there and 
they… I don’t know if they harvest that or… and they somehow they just harvest it 
and somebody else just comes in and picks it up and do whatever with it so…. I guess 
that’s how they are living, whereas the brother was farming, right? And the other kids 
are a little bit more modern. (laugh) Because they are way younger so they went into 
the business world and stuff like that. They are not farmers.  
 
I: How did you feel when you went to Okinawa? 
 
F: I just felt kind of a … kind of happy but kind of sad.  
 
I: Why did you feel sad? 
 
F: I guess because I was never given that opportunity to go visit them, play with them or 
whatever. But knowing that that’s where my Mom folks came from or my father… 
well… my father… yeah… I did go see his relatives as well but mostly on my Mom’s 
side. I guess I kind of got sentimental. So it’s like… “Oh, this is where she lived. This 
is how she grew up. Okay,” because I saw pictures. I relate to pictures that my Mom 
had. And they had patch roof house, with tatami floors and everything. I was like, 
“Why?” But I guess it’s just as same as Hawaii, where people they think people live 
in grass shacks? So I guess that’s just how it is. It kind of made me feel like, maybe I 
just finally came home? I don’t know. It’s kind of interesting. But it was nice to see 
everything that people talk about, when they go to Okinawa you see all of these 
memorials and all these other things. Of course, all the other different things, too. It 
was pretty interesting to see how they grow, how they lived. And of course, my 
cousins who live up there, they also had an opportunity to live here one or two years I 
think. Probably during their elementary school years because my Uncle, he had to go 
to school here, a technical school. And then during that time, he moved his whole 
family here while he went to school. Then he went back and then he worked for the 
government. So he and my aunty, I don’t think she ever worked, so it was just my 
Uncle that worked. Today his kids, two are pharmacists and the younger one is a 
teacher. I want to say college or if not high school. He did well for his kids.  
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  My other cousins from my other Uncle, you know, the two were farmers and 
the other four are not. But they still, they are the ones that still live in Naha. They are 
the ones, who came to Hawaii when they were small and when their father went to 
school. My other cousins, they still live out in the country. Well, except for, maybe 
two brothers, they live outside of Naha or somewhere around there like by Shuri. I 
never gone to their houses. I’m always going back to where my Mom and my Mom’s 
parents were.  
  On those two occasions, I was always a little worried about how we were going 
to communicate. I spoke English and they spoke Japanese! (laugh) But I knew some 
Japanese. I just couldn’t speak it a lot. So even if they spoke, I couldn’t understand. 
So it was kind of interesting. And each time I left over there, I was like, “Okay, I’ll go 
back home and study Japanese,” but I never did or I didn’t continue to such a point, 
where I could speak fluent. So I just was like…. (laugh) So I rely a lot on my sister 
because she can speak and read Japanese. And I never learned hiragana, where she 
learned hiragana. I only learned katakana…? Oh, she learned katakana and I learned 
hiragana. I never learned katakana. So every time I see that, can’t read that. (laugh) 
And most of the kanjis, I forgotten. 
 
I: But you did learn kanji?  
 
F: Yeah, I did learn over there. So I know some easy ones like “kawa,” “yama,” those 
simple ones I know. But the harder ones, I have to figure it out. Because I couldn’t 
even write my name in kanji.  
 
I: Do you have Japanese middle name? 
 
F: Suemi. 
 
I: People will tell me that Okinawans are hard working people. Do you agree with this? 
 
F: I do. Because people with farm… they were only doing that really, I think, to get 
their own kids probably a better education and everything. So they really worked 
hard to get them going and everything else. I don’t know if you know that we have an 
association was formed when the first generations came in because they came in from 
all different parts of Okinawa. It was like to pass the time and everything. What they 
did was that everybody who came from the same prefecture, they got together and 
they formed their own clubs. And all of those clubs belonged to an association, which 
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is now HUOA, Hawaii United Okinawa Association. So you know this? 
 
I: Yes. I did go there. 
 
F: So they, to put on a festival and all the different events that they have year round, 
they call on for volunteers.  
 
I: Do you participate in those events? 
 
F: I used to volunteer at the festival and this year was thirty years, they say. So I did 
start from when they started at the McCoy Pavilion. I was always selling scripts at the 
scripts booth. And from McCoy, they moved to Thomas Square, from Thomas Square 
to Kapiolani Park, where it is now. I followed them all along up until about fifteen or 
sixteen years I was with them. Yeah, about fifteen years, since ’82, and I kind of 
stopped. But I still went to the festival every year because I want to buy certain things 
from there. That comes in only once a year. They have that what they call mozuku, the 
seaweed. I like that so I buy that. Only can get it once a year when the festival comes. 
And then of course the foods. And we work in the food booths. On Sundays our club, 
my father’s club, works at the food booth. We do the Okinawan soba soup. So we did 
that on Sunday. Every year, we try to volunteer. My sister and I try to volunteer over 
there. So it was pretty interesting, you know. It was just different, see everybody and 
participate. But this year, I didn’t see any of the programs. I like to see all the 
programs, too, because they have guests coming from Okinawa and stuff. So it’s 
pretty good. I like it.  
  I always dream about… I always think about I wanna play the musical 
instruments, stuff like that, but I just don’t have that time. So I am just like no sense 
doing it because that’s a real commitment. I see my cousin and he is younger than me. 
He’s actually born and raised in Okinawa but when they were young, my Uncle 
moved their whole family here just to give them a better education. So they left 
Okinawa and came here but one of their sons, my cousin, is just into the Okinawan 
culture. He has already got, they have certain certificates as you go. So he has already 
got to the top. So it’s like, every time you talk to him, he would be going to Okinawa 
to get another certificate. And his wife, she is local, born here, but she is really, really 
into the culture. And her, too, she has gotten her certificates. But she got started, I 
think, in Okinawa. She went on a one year program. So she learned all the different 
musical instruments, the dance and everything. So she got into that and she’s…. So I 
think that’s where, I don’t know where they met, but they met in one of those culture 
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events. So they both are very busy. So I say I cannot commit that! Not until I am 
retired. It’s pretty interesting, though.  
 
September, 2012 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
